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アミューズメント通信

米
国
7
ロ
|
/
フ
ス
社
側
角
度
で
綴
れ
な
が
ら
、
ス
ウ

発
に
よ
る
「
サ
ス
ペ

ン
デ
イ
ツ
イ
ン
グ
し
て
進
む
。
ゴ

ン
ド

ド
・
ロ
ー
ラ
ー
コ

ー
ス
タ
ー
」
ラ
は
七
個
を
迷
給
し
て
い
る
。

の
第

一回可
機
が
、
オ
ハ
イ
オ
か
ね
て
よ
り
こ
の
新
機
磁

州
シ
ン
シ
ナ
テ
ィ
市
近
郊
に
の
実
際
の
建
設
、
完
成
が
待

あ
る
テ
1
7
パ
ー
ク
「
キ
ン
え
れ
て
い
た
が
、
こ
の
ほ
ど

グ
ス

・
7
イ
ラ
ン
ド
」
で
完

二
年
が
か
り
で
完
成
、
常
業

成
、
凶
月
二
十
六
H
に
営
業
巡
転
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
、

選
転
を
開
始
し
た
。

乗
客
の
反
応
は
級
官
同
と
の
こ

「サ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ッ
ド

・

と
で
、
今
や
一附
遊
凶
地
で
の

ロ
ー
ラ
ー
コ

ー
ス
タ
ー
」
に
人
気
は
記
録
的
と
さ
れ
て
い

つ
い
て
は
、
本
紙
が
す
で
に
る
。
な
お
同
遊
閑
地
で
は
、

I
A
A
P
A
シ
ョ
ー
の
レ
ポ
こ
の
新
機
緩
に
パ

ッ
ト
(
こ

l
卜
記
事
(
第
山
号
な
ど
)

う
も
り
)

ω

と
命
名
し
て
お

で
紹
介
し
て
き
た
が
、
実

際

り

、
あ
ま
り
の
人
気
に
日
本

に
建
設
、
完
成
し
た
の
は
こ
の

N
H
K
も

よ

』
う
も
り
コ

れ
が
初
め
て
。
い
わ
ば

Hぶ

l
ス
タ
l
H
と
し
て
五
月
ご

ら
下
が
り
コ

ー
ス
タ
ー
ω

で
、
ろ
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
紛
介
し

曲
り
く
ね
っ
た
主
軌
道

(
パ

で

い

る
。

イ
プ
レ
ー
ル
)
に
、
釆
客

を

キ

ン

グ

ス

・
ア
イ
ラ
ン
ド

乗
せ
た
ゴ
ン
ド
ラ
が
ぶ
ら
下
は
タ
フ
ト
放
送
会
社
(
ダ
ド

が
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
必
り
山山
レ

l
・
タ
フ
卜
社
且
寓
)
経
営

す
や
コ

ー
ス
タ
ー
の
曲
線
に
に
よ
る
テ
l
マ
パ
ー
ク
。
こ

ぶ
ら
下
が
り
ゴ
ン
ド
ラ
の
左
こ
に
は
現
在
世
界
で
必
も
為一

右
振
幅
が
加
わ
り
、
お
よ
そ
く
、

速
く
、
長
い
コ

i
ス
タ

地
表
に
対
し
て
即
皮
の
最
高

ー
と
し
て
幻
年
版
ギ
、
ネ
ス
ブ

ッ
ク
に
山
記
載
さ
れ
て
い
る
H

ピ

2
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こ

ち

ら

も

ユ

ニ

ー

ク

な

遊

園

機

械

と
り
つ
け
ら
れ
た
電
飾
が
、

知
ら
れ
て
い
え
な
お
発
売

ノ

‘

圃

圃

圃

-F
』

w

ス
ウ
ィ
ン
グ
、
回
転
運
動
と
元
は
オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ン

・
ベ

ノ

戸

』

l

t

-

』
』
以
内

と
も
に
ユ
ニ
ー
ク
な
軌
跡
を
ル
ツ

エ
ン

・
カ
ル

l
セ
ル
社

-
『
i

E

4

2

刷

L
γ

示
す
の
が
特
徴
で
あ
る
。

で
、
同
社
は
今
一凹
こ
の

「
I

1
.

t
1
5

パ
ツ
カ
|
デ

ニ
ス
社
は
二

o
o
--
ナ
イ
ト
」
に
関
し

オ
ラ
ン
タ
の
。
ハ

ッ
カ
ー
デ
ニ
ス
社
開
発ー

十
一血
年
以
上
の
災
総
を
持
っ

て

、
凶
ド
イ
ツ
の
逃
悶
施
設

て
お
り
、
ポ
ー
ト
ピ
ア
ラ
ン
安
全
管
制
也
を
管
拳
し
て
い
る

ド
に
建
設
さ
れ
た

「
ス
プ
リ

T
e
U
V
(凶
独

・
技
術
敗
唆

ン
タ

I
」
や
「
ポ
リ
プ
」
の
協
会
)
の
認
定
を
受
け
た
と

メ
ー
カ
ー

(
導
入
は
明
田
回
特
の
こ
と
で
、
今
後
の
展
開
が

殊
産
業
)
と
し
て
日
本
で
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

コースター」

フン、田園圃ー

• ド
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世界初の「サスペンデイツ

がオ
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機
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可

罪木梨;量編a・-尭行人

オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ッ
カ

l
デ

ニ
ス
社
開
発
に
よ
る

「
1
0

0
1
・
ナ
イ
ト

(夜
)
」
が

七
月
十
七
日
に
聞
か
れ
た
函

ド
イ
ツ
の
デ
ユ
ツ
セ
ル
ド
ル

フ
・
フ
ェ
ア
で
実
物
で
公
開

さ
れ
、
大
き
な
話
題
と
な

っ

た
。

発行員再アミューズメンP渇惜桂月21!!l刊(1 [1 . 15日}

こ
の
遊
悶
機
械
は
船
の
形

を
し
た
座
席
部
分

(定
口
六

十
人
)
が
ま
ず
三
十
三
μ
け
も

の
H

炊
き
で
ス
ウ
ィ
ン
グ
し
、

そ
の
あ
と
ぐ
る
っ
と
回
転
し

て
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ル
か

ら
の
日
さ
二
十
四
れ
の
と
こ

ろ
ま
で
透
す
る
と
い
う
ユ
ニ

高

米
国
キ
ン
グ
ス

ア
イ
ラ
ン
ド
で

ア
ロ

l

/
フ
ス
社
が
つ
い
に
完
成

• 

ー
ク
な
乗
物
機
で
、
座
席
部

分
は
い

つ
も
水
平
に
な
っ
て

お
り
、
力
学
的
バ
ラ
ン
ス
を

保
つ
た
め
の
工
夫
が
な
さ
れ

で
い
る
。
ま
た
座
席
部
分
に

写真上下とも '1001 ナイトJ の夜景

.. ノ戸
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ー
ス
ト

(け
も
の
)
コ

ー
ス

タ
ー
H

な
ど
有
名
な
コ
ー
ス

タ
ー
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
世

舛
で
初
め
て
と
い
う
新
機
徳

が
間
関
に
加
わ

っ
た
こ
と
い

舟
A

す
官
。
こ
の
サ
ス
ペ
ン
デ
ィ
ッ
ド

・

ロ
ー
ラ
ー
コ
ー
ス
タ
ー
の
セ

な
は
綴
は
次
の
と
お
り
。
パ

イ
プ
レ
ー
ル
の
全
長
二
千
四

百
五
J
l
六
口

(
約
七
白
五
十

μ
H
)

で
最
高
紛
の
d
川
さ
は
百

円
H

。
四
人
釆
り
の
ゴ
ン
ド
ラ

が
七
倒
述
給
さ
れ
た
も
の
が

二
つ
の
チ
ェ

ー
ン
で
引
き
上

げ
ら
れ
本
る
が
、

一
度
に
三

線
運
転
さ
れ
、

一
向
に
約
-
一

分
間
か
か
る
の
で
最
高
白
紙
時

千
七
百
人
が
利
朗
で
き
る
。

ゴ
ン
ド
ラ
の
在
布
の
振
れ
角

度
は
最
高
間
・肢
で
回
松
は
な

い
が
、
主
軌
道
自
体
の
カ
ー

ブ
が
あ
る
の
で
地
袋
と
の
角

度
は
最
高
明
度
に
透
す
る
。 上の写真は '7'ミューズメント・

ミ=コフヲーで室の散歩保~
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( 2 ) 

作
権
協
会
め
ぎ
す

J
A
M
M
A第
3
回

理

事

会

で

、

著

作

権

問

題

特

別

委

を

新

設

T 
V 

行発引
日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

日

マ

ン

ン
工
業
協
会
(
事
務
局

日

H
東
京
都
千
代
悶
区
永
関
町

れ
こ
の
十
の
二
、

T

B
R
ピ
ル
、

回

宮

五
九
三
|
二
五
六
三
、
中

2
一
村
澱
哉
会
長
、
正
会
員
数
七

月
-
十
八
M

旬
、
略
称
J
A
M
M
A
)

で
は
六
月
二
十
問
円
、

T
B

R
ビ
ル
に
て
第

ニ
凪
糊
祉
事
会

ゲームマシン ゲームマシン第170号昭和56~手 8 月 1 日

を
開
き
、

「
ジ
ャ
ン
ピ
ュ

l

タ
」
尚
撚
権
問
題
な
ど
を
討

議
し
た
ほ
か
、
入
会
審
査
な

ど
を
行
な
っ
た
。

『
ジ
ャ
ン
ピ
ュ

1
7
」
揃

桜
桃
間
川
胞
に
つ
い
て
は
、
前

且ツ
既
織
の
と
お
り
の
よ
・
ヲ
な

経
過
説
明
が
行
主
わ
札
、
討

議
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
同
協

-:-'lr 

9 
， • ~1 

ア

コ
「
テ
レ
ジ
ャ
ン
」

2
人
用
は
風
営
対
象
外

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
附
(
本

社
米
点
、
福
間
哲
夫
社
長
)

製
T

V
ゲ
l
ム
機
「
テ
レ
ジ

ャ
ン
」
に
関
し
て
、
四
人
用

に
つ
い
て
は
既
報
の
と
お
り

風
俗
営
業
等
取
締
法
に
基
づ

き
販
売
先
を
麻
雀
萩
に
限
・
見

v 司
〕

警
察
序
防
犯
課
が
結
論

す
る
よ
、
ヲ
繁
察
当
局
か
ら
指

示
さ
れ
た
が
、
こ
の
ほ
ど
二

人
用
に
つ
い
て
は

一
般
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
|
ム
機
と
の
結
論

を
下
し
風
営
法
対
象
外
と
な

っ
た
。こ
れ
は
同
社
が
符
察
庁
別

「
ジ
ャ
ン
ピ
ュ

l
タ

」

商

標

権

問

題

で

J
A
M
M
A
に
抗

月2回 (1 H・15日)発行

「
H
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
業
協
会
会
長
殿

ト

マ

シ

ン

著

作

権

協

会

弘

前

中

抗

議

文

務
所
H
東
京
都
千
代
凶
区
内
去
る
、
昭
和
五
十
六
年
六

宰
町

一
の

-
の
一
、
帝
国
ホ
月
二
十
五
日
付
、
貨
協
会
後

テ
ル
凶
O
六
、
合
五
八
O
|
信
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
各
位
宛

八
八
二

一
、
森
印
克
正
会
長
)

「
ジ
ャ
ン
ピ
ュ
l
タ
i
の
尚

'で
は
七
月
十
日
、

円
本
ア
ミ
様
掛
川
問
題
へ
の
対
応
」
の
文

ュ
i
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
工
業
容
に
よ
る
と
、

「
:・・
日
本

協
会
(
J
A
M
M
A
)
会
長
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン

あ
て
に
、
次
の
と
お
り
文
容
著
作
権
協
会

・・・
」
云
々
の

で
抗
措
酬
し
た
。

記
述
は
何
ら
当
協
会
へ
の
事

※

笑
の
線
認
も
な
く
憶
測
で
述

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
工

べ
ら
れ
た
と
し
か
労
え
よ
う

seS
ゐ

g
s
s
e
s
s
e
g
g
s
g
g
s
g
s
S寧
君
主
喜

日
ム本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会
(
本
部

H
米
京
都
渋
谷
区
渋
谷

一
の

八
の

ニ
、
安
問
ピ
ル
、
含
凶

O
七
|
八
七
一
て
内
岡
崎
問

会
長
、
略
称
N
A
O
)
は
六

月
十
六
日
、
東
京
・
八
重
荷

の
ホ
テ
ル
国
際
観
光
で
初
の

「常
任
問
仕
事
会
」
を
附
催
、

各
様
委
員
会
の
設
置
な
ど
組

事
会
か
ら
常
任
理
事
会
に

一

第170号昭和56年8月1日( 3 ) 

、来年3月O

一

A

ヨ

N
シ

NAO初の常任理事会

(6月16日)で決まる

‘/i F 
上の写真はNAO第 1回常任理事会 (6月16日)のようす

上の写真はJAMMA第3回E軍事書 (6月24日)のようす

-:，t;，.;・""司・・CI唖ロ""""引回四回..睡川忠告.

士
事
局
保
安
部
防
犯
淡
に
説
明

を
行
な
い
、
そ
の
結
果
得
ら

れ
た
結
論
で
、
鉾
し
く
は
次

の
通
リ
と
な
る
。
ま
ず

「
四

人
則
子
レ
ジ
ャ
ン
」
め
場
合
、

風
営
法
に
お
け
る
麻
雀
屈
に

設
鼎
臥
し
て
営
業
を
営
む
機
械

で
あ
り
、
必
要
条
件
と
し
て

の
ゲ

l
ム
の
平
等
性
を
有
す

る
も
の
で
あ
る
が
、

「二
人

用
テ
レ
ジ
ャ
ン
L

の
場
合
、

①
硬
貨
投
入
に
よ
っ
て
ゲ

i

ム
が
開
始
さ
れ
る
、
②
}
定

が
な
く
、
尚
椋
権
問
題
を
山
町

協
会
が
不
法
に
行
っ
て
い
る

と
、
読
者
に
思
わ
せ
る
中
傷

的
文
節
で
あ
り
、
設
協
会
員

の

ニ
却
の
者
の
不
問
怠
な
る

必
業
に
よ
り
多
大
の
迷
必
を

オ
ペ
レ
ー
タ
ー

m
uんに
与
え

た
こ
と
を
何
ら
総
び
る
こ
と

な
く
令
く
関
係
の
な
い
当
協

会
へ
割
以
任
を
転
・似
し
法
的
権

利
者
を
無
視
す
る
態
度
は
.
一-一回

総
道
断
で
あ
り
、
日
本
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
マ
シ
ン
荷
作

品
慨
協
会
及
び
森
山
究
正
個
人

の
名
批
判
を
終
し
く
傷
つ
け
る

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
雌
鵬
首
中

に
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
政

協
会
の
早
急
な
る
謝
罪
を
要

求
す
る
。

3
5蔓
草

5
5
E著
書
受
革
主
宰
童

保
さ
れ
て
い
た
懸
案
事
項
に

つ
い
て

一
応
の
給
給
を
出
し

た
。
同
常
任
期
日
本
会
で
の
決

定
事
項
は
次
の
と
お
り
。

支
国
叫
活
動
に
つ
い
て

支
部
の
総
般
に
つ
い
て
、

支
部
mM事
会
で
検
討
さ
れ
た

う
え
支
部
総
会

・
例
会
な
ど

の
総
・
廷
で
決
定
し
た
事
項
は

そ
の
支
部
の
災
任
に
h

布
い
て

執
行
し
て
よ
い
こ
と
に
な
っ

た
。
本
制
酬
と
支
部
の
述
絡
に

つ
い
て
は
綴
本
録
な
ど
支
部

活
動
に
関
す
る
前
日
制
酬
を
本
部

に
送
付
す
る
と
と
も
に
、
必

要
事
頃
は
本
郷
か
ら
各
支
部

長
に
述
給
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た
「
支
部
資
」
の

配
分
に
闘
し
で
は
郭
検
討
さ

れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

入
会
審
査
に
つ
い
て

会
員
の
入
会
は
当
該
支
部

理
事
会
で
簿
登
の
よ
承
認
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お

六
月
十
五
日
現
校
正
会
員
数

ニ
有
七
十
凶
社
、
準
会
員
数

二
十

}
日祉
の
合
計
三
百
九
十

丘
社
で
あ
る
が
、
六
月
十

一

u現
在
の
会
資
納
入
状
況
は

会
員
数
で
七
二

・
四

%
、
金

制
閉
で
七
五

・
四
%
と
な
っ
て

お
り
約
百
社
が
約
五
百
十
五

万
円
来
約
の
ま
ま
と
な
っ
て

と
し
て
い
る
と
見
ら
れ
て
お

り
、
仮
称
も
そ
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
ま
た
「
著
作
物

と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に

は
立
法
的
訟
を
減
ず
れ
ば
さ

ら
に
明
硲
に
な
る
」

(議
事

録
よ
り
)
と
の
総
議
マ
、
今

後
の
活
動
を
模
索
し
て
い
く

む
よ
ヲ
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ

ら
に
関
速
し
「
J
A
M
M
A

を
徴
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
」

の
断
獄
後
録
を
早
急
に
行
な

(同
)。

う
べ
き
で
あ
る
旨
窓
見
が
出
向
協
会
で
は
協
会
の
マ
ー

さ
れ
検
討
の
結
果
、
そ
の
手
ク
な
ら
び
に
指
定
文
字
を
決

続
き
を
側
ナ
ム

コ
で
行
な
う
定
し
た
ほ
か
、
次
の
と
お
り

こ
と
に
決
定
し
た
」

(
悶
)。

六
祉
の
加
入
を
認
め
た

(
こ

な
お
同
委
員
会
の
第

一
回
の
ほ
か
凶
社
は
不
可
本
総
)。

会
合
は
七
刈
二
十
八
円
に
附

正
会
員
①
サ
ン
リ
ツ
泣

か
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
気
山
側
H
神
奈
川
県
相
般
原
市

下
代
間
一
.の
六
の
ニ
イ
三
、

含

(
O
凶
二
七
)
五
二

|
七

七
O

て

阿
久
減
同
同
仙
雄
社
長
.

②
シ
グ
マ
尚
察
側
H
東
京
都

渋
谷
町
帆
{
干
閉
川
町
十
三
の
十

}
、
渋
谷
第
二
富
士
ピ
ル
、

宮
内
九
六

i
九
九
三
三
、
真

鍋
勝
紀
社
長
、
①
側
レ
ス
タ

ー
H
大
阪
府
吹
凶
山
江
坂
町

一
の
四
の
二
十
八
、

合

(
0

4

ハ
)
三
八
六
|
六

一
八

一
、

古
川
久
好
社
長
。

制
ハ
助
会
員
①
加
賀
屯
子

山側
H
東
京
都
文
京
区
湯
島
こ

の
十
四
の
二
、
合
八
三
六
l

h
五

一
一
、
塚
本
動
…
初
日訳、

②
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

紛
H
東
京
都
銭
島
区
東
池
袋

-
の
凹

4
八
の
十
、
お
山
京

ピ
ル
、
宮
九
八
二

|
八
F

六

六
、
斎
藤
険
社
長
、
③
レ
ジ

ャ
ー
ト
ロ
ン
工
業
側
H
米
京

都
世
悶
谷
区
宮
坂
こ
の
ニ
十

六
の
三
十、

包
凶
二
五
1
0

八
四
四
、
坪
川
義
雄
社
長
。

電
取
自
主
登
録
制
を
再
開

業
界
統
計
資
料
に
も
着
手

JAMMAのマーク

の
待
ち
時
間
内
で
遊
戯
を
行

な
う
も
の
弔
に
あ
っ
て
、
通
常

の
麻
絞
め
よ
う
に
考
え
て
良

い
手
を
作
っ
た
リ
す
る
余
裕

が
な
い
、
③
通
常
の
麻
彼
は

今
-人
で
行
主
わ
れ
て
い
な
い

ー
ー
な
ど
の
点
に
お
い
て
、

風
営
法
に
お
け
る
麻
復
と
は

言
い
嫌
い
。
従
っ
て

-
般
ゲ

ー
ム
場
な
ど
に
設
置
し
て
常

業
を
営
む
、
』
と
は
蒸
し
っ
か

え
な
い
。

"'" 
角

な
お
、
当
協
会
は
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト

マ
シ
ン
に
よ
る

「遊
び
」
の

創
造
者
の
権
利
を
守
る
と
と

も
に
、
そ
の
創
造
活
動
を
緩

助
、
奨
励
し
、
世
界
中
に
係

秀
昏

「遊
び
」
を
広
め
る
こ

と
に
よ
り
、

日間
内
外
の
業
界

の
鼎
克
服
に
寄
与
す
る
こ
と
を

向
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
ジ
ャ
ン
ピ
ュ

ー
タ
i
の
尚
襟
権
問
題
は
当

協
会
の
活
動
と
は
全
く
関
係

が
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
表
明

す
る
。
昭
和
五
十
六
年
七
月
十
日

日
本
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
シ
ト

・

マ
シ
ン
脊
作
権
協
会

会
開
封
殺
回
党
正

0" 

. 

会
は

「著
作
総
問
題
特
別
委

員
会
」
を
訟
法
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
の
特
別
委
員
会

は
同
協
会
役
員
会
員
に
コ
ナ

ミ
工
業
側
、凶刷
新
日
本
企
阿
、

倒
テ
|
カ
ン
、
日
本
物
品
棋
倒
、

駿
栄
産
業
仰
を
加
え
た
十
八

祉
を
メ
ン
バ

ー
と
す
る
も
の

で、

「
ジ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
タ
」
同
協
会
で
す
で
に
発
足
し

商
標
権
問
題
に
対
処
す
る
た
て
い
る
い
く
つ
か
の
部
会
、

め
の
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
委
員
会
に
関
し
報
告
が
行
な

同
協
会
が
新
た
に

「
日
本
ビ
わ
れ
た
結
果
、
刑
也
市
中
会
と
し

デ
オ
マ
ン
ン
著
作
権
協
会
(
仮
て
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
、7
な
方

称
)
」
を
設
立
す
る
た
め
の
向
な
り
ん
針
を
打
ち
出
し
た

も
の
|
|
と
説
明
さ
れ
て
お

テ
レ
ビ
ゲ

l
ム
部
会

(中

リ
、
従
っ
て
こ
の
著
作
権
協
商
昭
雄
部
会
長
)
H
絡
会
内

会
が
設
立
さ
れ
る
と
さ
ま
で
に
専
門
事
項
を
検
討
す
る
委

問
委
員
会
は
存
続
す
る
と
さ
員
会
を
設
け
て
い
る
が
、
返

れ
て
い
る
。

款
に
定
め
る
委
員
会
と
の
泌

同
委
員
会
の
畿
昨
日
は
以
よ
同
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
部

に
つ
き
る
よ
う
で
あ
り
、
さ
会
で
再
検
討
す
る
。
電
取
対

ほ
ど
明
般
で
な
い
が
、

こ
の

策
委
員
会

(
飼
印
哲
夫
委
良

著
作
品
慨
協
会
は
T
V
ゲ
|
ム
以
}
H
協
会
自
主
綬
録
の
電

機
に
関
す
る
も
の
を
主
目
的
取
シ
I
ル
に
つ

い
て
、品目
1

日時

予
数
料
は
J

件
一
F
川

(従

来
ど
お
り
〉
、
シ
ー
ル

一
枚

十
問

(従
米
五
円
)
と
決
定

し
、
J
A
A
か
ら
の
業
務
引

継
ぎ
が
判
然
と
し
な
か
っ
た

が
半
年
ぷ
リ
に
引
継
ぎ
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
屯
取

問
題
に
闘
し
「
法
の
規
制
が

あ
る
が
、
現
状
か
ら
し
て
こ

テ

ー

れ
を
厳
し
く
厳
守
す
る
方
針

を
打
出
す
こ
と
は
影
響
も
大

き
く
」

(議
中
録
よ
り
)
委

員
会
と
し
て
方
針
を
決
め
か

ね
る
と
の
意
見
に
対
し
、
さ

ら
に
今
後
検
討
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
税
制
研
究
委
員

会

(駒
井
徳
蔵
委
員
長
)

H

物
品
税
問
題
に
つ
い
て
T
V

ゲ
ー
ム
機
の
生
一段
台
数
な
ど

統
計
資
料
を
相
拠
出
す
る
よ
う

大
蔵
省
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
昨
年
末
に
メ
ー
カ
ー

各
組
に
報
告
を
求
め
た
と
こ

ろ
米
従
出
が
多
く
尖
態
把
閉
協

が
で
き
な
い
状
況
で
あ
り
そ

の
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
、
協
会
と
し

て
む
実
態
把
桜
は
必
嬰
で
あ

り
「
こ
の
際
も
う

一
度
総
告

新

日

本

企

画

「

ヴ

ァ

ン

ガ

l
ド

で

海
外
5
社
に
許
諾

刷
刊
新
円
本
企
画

(本
社
大

阪
、
川
崎
英
首
社
長
)
で
は

同
村
T
V
ゲ

l
ム
機

「
ヴ
T

ン
ガ
l
ド」

に
関
し
て
、
海

外
に
対
し
次
の
と
お
り
製
造

鈴
務
を
与
え
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。

都
八
問
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
市

場
対
象
に
英
国
の
ゲ

l
ム
ワ

ー
ル
ド
社
、
西
ド
イ
ツ
、
ギ

リ
シ
ャ
、
ス
イ
ス
、
オ
ー
ス

ト
リ
ア
市
場
を
対
敏
に
西
ド

イ
ツ
の
ロ
|
エ
ン

・
オ
ー
ト

市
川
工
場
を
公
開

呼
維
持
に

つ
い
て
の
呼
び
か
お
り
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に

け
を
ね
な
う
。
②
企
画
巡
話
改
~比
さ
れ
る
こ
と
に
h

ゆ
っ
た
。

委
員
会
(辻
本
慾
こ
委
員
長
・
①

「
前
任
理
事
会
」
は
会
長

ア
イ
レ
ム
附
)
1
当
面
の
附
の
訪
問
機
関
に
と
ど
ま
ら
ず

題
と
し
て
恭
板
の
ロ
イ
ヤ
リ
議
決
機
関
と
し
、
そ
の
た
め

テ
ィ
問
泌
を
検
討
す
る
。
③

の
変
交
を
進
め
る
、

②
そ
の

渉
外
広
報
委
員
会

(兵

鍋

勝

他

一
社

}
紫
の
議
決
権
な
ど

紀
委
員
長

・
脚
シ
グ
マ

)
H
も
進
め
る
も
よ
う
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
対
す
る
内

N
A
O
シ
ョ
ー
開
催

外
の
迎
解
と
認
識
を
お
め
る
N
A
O
主
催
の
H
N
A
O

た
め
、
総
合
団
体
と
し
て
の

シ
ョ

|
げ
の
閉
山
間
安
微
を
次

広
報
治
動
を
行
な
う

。

@俄
の
と
お
り
決
定
し
た
。
会
期

金
営
業
委
民
会

(総
村
尚
久
は
来
年
三
月、

二
日
間
と
し

委
員
長
側
水
釘
商
会

)
H
初
日
に
総
会
を
予
定
す
る
。

G
マ
シ
ン
を
追
放
す
る
た
め
、
会
場
は
東
京
の
ホ
テ
ル
と
し
、

逃
法
悦
業
に
つ
い
て
取
締
り
小
間
設
定
は

一
小
削
か
ら
こ

当
局
に
通
報
す
る
な
ど
縫
合
小
間
ま
で
の
こ
ラ
ン
ク
穏
皮

営
業
を
推
進
す
る
。
⑤

N

A

に
す
る
。
入
場
料
は
N
A
0

0
γ

ョ
1
委
員
会
(
奥
鍋
勝
会
ぬ
以
外
か
ら
徴
収
す
る
。

紀
委
員
長
)
1
来
森
の
総
会

G
マ
シ
ン
に
つ
い
て

い
る
。

と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
μ
N
最
近

一
部
で
横
行
し
て
い

各
種
委
員
会
に
つ
い
て

A
O
シ

ョ
l
内
を
担
当
す
る
。
る
G
マ
シ
ン
に
よ
る
賂
鱒
行

次
の
と
お
り
委
員
会
が
設
以
上
の
ほ
か
ご
協
会
合
同
シ
為
を
追
放
す
る
方
出
来
と
し
て
、

出
血
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
委

ョ
l
委
員
会
の

一
部
分
と
し
協
会
か
ら
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に

員
長
を
u

決
定
し
た
。

て
の
シ
ョ

l
委
員
会
が
別
に
「
途
法
営
業
通
報
は
が
き
」

①
過
当
競
争
防
止
委
員
会
あ
る
。

を
配
布
し
、
協
会
あ
て
に
送

(加
茂
品
川
知
山
町
内
委
員
長

・
附

定
取
変
更
に
つ
い
て

付
す
る
よ
う
呼
び
か
け
る
。

東
繊
娯
楽

)
H
ロ
ケ
獲
得
の
設
立
総
会
で
い米
質
審
議
さ

こ
の
通
報
は
が
き
は
事
務
局

過
当
競
争
防
止
対
策
を
験
け
れ
な
か

っ
た
N
A
O
定
款
に
で
と
り
ま
と
め
て
取
締
当
局

す
る
。
な
お
具
体
的
な
第

一

つ
い
て
は
、
そ
の
後
い
く
つ
に
拠
出
す
る

(具
体
的
に
は

段
陪
の
活
動
と
し
て
業
持
秩
か
の
間
組
点
が
指
摘
さ
れ
て
健
全
営
業
委
員
会
で
決
定
)。

製
T
V
ゲ
i
ム
機
「
プ
レ
ア

デ
ス
」
な
ど
本
格
生
産
に
入

っ
た
。
工
綴
規
制慨
は
作
業
場

三
百
平
方
れ
を
含
む
金
千
平

方
れ
で、

T

V
ゲ
l
ム
出械で

最
高
月
産
千
丘
百
台
経
度
と

の
こ
と
。
生
産
仕
様
は
図
内

向
け
、
海
外
向
け
と
も
十
分

に
こ
な
し
て
お
り
、
米
国
の

同
社
子
会
社
で
あ
る
U
S
テ

ー
カ
ン
l
N
C
(
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
)
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
際
し
、
同
工
場
か
ら
各
穆

T
V
ゲ
i
ム
機
が
送
ら
れ
て

い，
9

。
な
お
同
社
は
も
と
も
と
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
で
、
今
後
も
同

社
の
基
本
と
し
て
の
オ
ペ
レ

ー
シ
ョ
ン
を
中
心
に
し
た
い

(柿
原
社
長
淡
)
と
し
て
い

る。

カ
ン

こ
と
し
か
ら
メ
ー
カ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト

テーカン市川工場の内部(7月15日}

側
テ
l
カ

ン

{本
社
東

京
、
付
仰
回
出
孝

社
長
)
で
は

こ
の
ほ
ど
・
本

紙
な
ど
報
道

関
係
者
に
同

社
の
市
川
工

場
を
公
開
し

た
。同

i
岡
崎
は

船
橋
市
二
子

町
に
昨
年
末

に
建
設
さ
れ

た
も
の
で
今

春
以
後
同
社

マ
テ
ン

(
N
S
M
)
社
、
ア

メ
リ
カ
岡
大
陸
市
場
を
対
象

に
米
同
の
セ
ン
チ
ュ
リ
社
、

イ
タ
リ
ア
市
場
は
当
地
の
ザ

ッ
カ
リ
ア
社
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
は
同
じ
く
タ
イ
ト
|
-

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
。

殺
近
の
海
外
と
の
秘
燃
は

廿
開
板
を
独
占
的
に
供
給
す
る

と
い
う
形
式
が
主
流
に
な
っ

て
き
て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ
ト

に
沿
っ
て
契
約
が
行
な
わ
礼

て
い
る
。

ヲ恥... 

.B::. 
11=1 

当

社

に
て
開
発
、

ポ

ー

カ

ー

(

5

C

A

R

D

は

、

海

外

に

は

当

社

直

輸

出

で

、

圏

内

は

株

式

会

社

ミ

ク

マ

産

業

と

、

有

限

会

社

ス

テ

フ

ア

ノ

商

会

を

通

じ

販

売

を

行

な

っ

て

居

り

ま

す

が

、

最

近

無

断

で

コ

ピ

ー

製

造

さ

れ

た

も

の

が

市

場

に

多

く

出

廻

っ

て

い

る

事

実

が

あ

り

ま

す

。

当

社

製

オ

リ

ジ

ナ

ル

に

は

紙

幣

識

別

機

は

ア

|

ダ

ツ

ク

社

製
M
O
D
E
し
一
T
N
T
J
N
E
1
0
0
0
及
び
、
C
A
T
J
N
E
1
5
0
0
し

か

使

用

出

来

ま

せ

ん

し

、

当

社

は

国

産

金

属

工

業

社

製

、

コ

イ

ン

社

製

等

他

社

製

国

産

紙

幣

識

別

機

は

取

扱

っ

て

お

り

ま

せ

ん

。

ま

た

当

社

は

、

現

在

の

と

こ

ろ

い

ず

れ

の

個

人

・

法

人

に

対

し

て

も

製

造

許

諾

を

与

え

て

お

り

ま

せ

ん

の

で

-

}

れ

ら

違

法

な

侵

害

者

に

対

し

て

は

断

固

あ

ら

ゆ

る

法

的

手

段

を

と

る

所

存

で

あ

り

ま

す

。

無

許

可

製

コ

ピ

l
品

の

中

に

は

「

ボ

ナ

ン

ザ

許

諾

済

」

な

る

ス

テ

ッ

カ

ー

を

つ

け

た

る

も

の

、

文

は

当

社

電

取

マ

ス

テ

ッ

カ

ー

の

偽

造

品

を

つ

け

て

い

る

も

の

も

あ

り

ま

す

。

こ

れ

ら

は

更

に

法

律

違

反

を

重

ね

て

い

る

も

の

で

あ

り

、

当

社

が

進

め

て

い

る

法

的

手

段

の

結

果

で

は

取

扱

業

者

、

オ

ペ

レ

ー

タ

ー

、

お

よ

び

最

終

所

有

者

に

ま

で

御

迷

惑

が

か

か

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

の

で

御

注

意

下

さ

い

。

尚

近

日

発

売

の

ダ

イ

ヤ

モ

ン

ド

ポ

ー

カ

ー

(

7

C

A

R

O

S
T
U
D
+
D
O
U
B
L
E
-

u
p

)

に

対
し
て
も
、

上

記

同

様

違

反

者

に

対

し

て

は

法

的

強

行

手

段

を

と

る

所

存

で

す

。

製

造

し

て

い

る

ゲ

i
ム

機

ゴ

ー

ル

デ

ン

P
O
K
E
R
+
D
O
U
B
L
E
t
U
P
)
 

D
R
E
W
 昭

和
五
十
六
年
七
月
二
十
八
日

有
限
会
社

ボ
ナ
ン
ザ
エ
ン
タ
ー
。
フ
ラ
イ
ゼ
ズ

木

義

柏

日百

代

表

取

締

役

相

木

義

憲

顧
問

弁
護
士

同

高

お
紙
上
公
開
質
問
必

株
式
会
社

ジ
ャ
パ

ン
レ
ジ
ャ
ー

代
表
取
締
役

金

沢

義

殿

秋

貴

社

が

製

造

販

売

し

て

い

る

ロ

イ

ヤ

ル

ポ

ー

カ

ー

に

つ

い

て

左

記

の

質

問

に

お

答

え

下

さ

い

。

一、
当

社

の

ゴ

ー

ル

デ

ン

ポ

ー

カ

ー

を

基

に

製

造

し

た

事

を

認

め

ま

す

か

?

一一、
カ

ー

ド

裏

面

マ

l
ク

の

デ

ザ

イ

ン

は

当

社

の

B

L

マ

l
ク

を

J
し

に

変

え

た

だ

け

で

あ

る

事

を

認

め

ま

す

か

?

一一一、
英

文

メ

ッ

セ

ー

ジ

は

当

社

の

D

O

U

B

L

E

-

U

P

ゲ

l
ム

以

前

は

全

く

同

じ

で

す

が

、

こ

の

英

文

は

当

社

の

も

の

を

真

似

た

も

の

と

認

め

ま

す

か

?

四

貴

社

独

自

の

開

発

に

よ

る

も

の

で

右

記

三

項

目

の

類

似

は

全

く

偶

然

の

一

致

で

あ

る

と

云

わ

れ

る

の

な

ら

、

そ

れ

を

証

明

す

る

技

術

資

料

・

フ

ロ

ー

チ

ャ

ー

ト

・

プ

ロ

グ

ラ

ム

・

リ

ス

ト

等

提

出

が

出

来

ま

す

か

?

以

上

御

返

事

な

き

場

合

貴

社

(

殿

)

は

コ

イ

ン

ジ

ャ

ー

ナ

ル

誌

上

に

て

「

オ

リ

ジ

ナ

ル

製

品

を

開

発

す

る

:
:
:
」

(

同

誌

一

九

八

一

年

五

月

号

一

O
六
頁
参
照
)

と

言

わ

れ

て

い

る

こ

と

と

は

裏

腹

に

当

社

製

品

の

オ

リ

ジ

ナ

リ

テ

ィ

ー

を

盗

用

一

部

変

造

し

て

製

造

し

た

も

の

と

認

め

ま

す

。

有
限
会
社

ボ
ナ
ン
ザ
エ
ン
タ
ー
。
フ
ラ
イ
ゼ
ズ

代
表
取
締
役

柏

木

義

目白



( 4 ) 月2困 (1日・15日)発行ゲームマシン第170号昭和56年8月1日

精
密
画
像
の
新
製
品
発
表

任
天
堂
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ

ム
繍

(本
社
H
東
京
都
千
代

間
区
神
悶
個
別
悶
町

一
の
二
十

二
、
含
二
五
四
|
一
六
四
七
、

山
内
湾
社
長
}
で
は
、
東
京

は
七
月
九
日
、
十
日
の
二
日

間
本
社
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
、

大
阪
は
九
日
に
ア
ー
ク
・

ホ

ル

環
ハ

ン

長

官

怯

色、'
J

、

b
t

ノ

哀

の

雨

脚

抱
か
れ
た
い
も
う

一
皮

メ

モ

リ

ー

グ

ラ

ス

叫

聞

の

ラ

ブ

レ

タ

ー

シ

ャ

ド

ー

シ

テ

ィ

出
航

テ
ル
で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
シ
ョ

ー
を
聞
い
た
。
こ
れ
は
同
社

と
し
て
一
年
ぷ
り
の
新
製
品

発
表
会
で
、
東
京
、
大
阪
の

間
会
脱
帽
を
合
わ
せ
て
七
百
人

以
上
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
む
ど

関
係
者
が
つ
め
か
け
大
盛
況

と
な
っ
た
。

今
回
発
表
と
な
っ
た
の
は

T

V
ゲ

i
ム
機
ニ
機
種
で
、

コ
ミ
カ
ル
な
動
き
の

『
ド
ン

キ
1
コ
ン
グ
」

(
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
と
テ
ー
ブ
ル
型
)
、
鮮

や
か
主
制
相
秘
断
像
の

「
ス
カ

イ
ス
キ
ツ
パ

l
」
(
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
、
ミ
ニ
ア
ッ
プ
ラ
イ

ト、

テ
ー
ブ
ル
明
)
(
以

t

は
本
号
「
話
題
の
マ
シ
ン
」

10セガ社鯛ベ

10 

名

エ
キ
ス
プ
レ
ス ス

足尾間

全日本地区・ 6月20日-7月3日の2週間

•••• 

5万円

定価50万円

定価4・6万円

で二一-
上の写糞は佳実蛍プライベート ショ ー (犬阪会場}のようす

22Z盛大に竣工

生
駒
山
上
遊
園
地
(
奈
良

県
生
駒
市
菜
畑
町
、
近
鉄
興

業
側
経
営
)
に
大
型
遊
園
施

設
「
グ
レ
ー
ト

・
ポ
セ
イ
ド

ン
」
が
完
成
、
七
月
十

ん
日

嫁

レ
ー
ベ
ル

サぃケ
(/) 

十旨

エ
キ
ス
プ
レ
ス

エ

ピ

y

i寅

者

定価1

.・・h

20インチテーブル

14インチテーブル

泉陽製「グレートポセイドンJ2号機

順
位

幽ピ

ノ

ι』

/ 

C
B
S
ソ
ニ

l

奏

ク

寺寺沢掘矢松郷松シ 王手

ヤ
尾
ネ

石庁

「スパイター」
NEW VIDEO 

SIGMA'S SPIDERS 

2 3 

ジュークボックスによる

ベストヒット

4 5 6 7 8 9 

に
縄
戦
)
が
展
示
さ
れ
、
問

機
と
も
楽
し
い
ア
ニ
メ
ー
シ

ョ
ン
タ
ッ
チ
の
も
の
で
関
心

を
集
め
た
。
な
お
「
ス
カ
イ

ス
キ
ツ
パ
|
」
に
つ
い
て
は

試
作
機
で
展
示
さ
れ
た
が
、

発
売
時
期
は
「
ド
ン
キ
l
コ

ン
グ
」
(
七
月
中
旬
発
売
)

に
竣
工
式
が
行
な
わ
れ
る
と
当
日
は
雨
模
僚
で
、
線
高

と
も
に
常
業
運
転
と
な
っ
た
。
ム
ハ
有
四
寸
れ
の
同
遊
図
地
は

刷
機
は
泉
暢
興
業
側

(本

一
時
務
に
包
ま
れ
る
な
ど
の

社
大
阪
、
山
田
=
郎
社
長
)

悪
天
候
だ
っ
た
が
、
予
定
ど

が
こ
と
し
五
月
か
ら
建
設
を
お
り
テ
|
プ
カ
ッ
ト
ほ
か
オ

進
め
て
い
た
も
の
。
こ
の
パ
|
プ
ニ
ン
グ

・
セ
レ
モ
ニ
ー

イ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
で
同
社
製
が
進
め
ら
れ
た
。
引
続
き
試

は
日
本
モ
ン
キ
ー
ラ
ン
ド
で
来
会
が
織
さ
れ
た
あ
と
、
約

の

↑
号
機
に
絞
〈
ニ
号
機
で
七
十
人
が
参
集
し
て
の
レ
セ

あ
る
が
、
関
係
者
を
招
い
て
プ
シ
ョ
ン
と
な
り
、
山
自
社

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
今
回
が
長
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
述

初

め

て

。

べ

た

。
「
①
グ
レ
ー
ト
ポ
セ

'" 組‘
} 

，、

... ~、

を
笑
胸
、
取
引
業
者
な
ど
h

ハ
こ
と
し
五
月
と
六
月
の
聞
に

十
阿
名
を
開
畑
山
片
し
て
海
外
y

六
台
以
上
販
売
し
た
業
者
を

ア
ー
を
実
施
し
た
。
対
象
に
笑
昨
絶
さ
れ
た
も
の
。

こ
れ
は
同
社
の
版
先
促
進
七
月
二
日
に
大
阪
を
出
発
、

活
動
の

一
環
で
、
同
社
T
V

問
日
間
の
ハ
ワ
イ
で
の
休
日

メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機

「リ
i
チ

を
楽
ん
だ
あ
と
、
七
日
に
令

麻
雀

(
ペ
イ
ア
ウ
ト
)」

を
員
無
事
帰
国
し
た
。

日
本
物
産
(
奈
良
)
が

T

V
機
を

身
障
施
設
に
寄
贈

C
B
S
ソ
ニ
ー

ナ

ワc
d

n

u

 

d

小
リ
ボ
ー
ル

ェ
.キ
ス
プ
レ
ス

(S
A
S
U
R
A
l
)
 

山

総

ル

ズ

千

森
ひ
ろ
みー』

氷~

江沢回

~tg J除 ニ 均;吉

好評発売中ノ

基板

-感.ノー~¥ー・

月2回 (1日・15日)発行

ノ、ヮィ

‘ 一上の写真はワイキキ海岸でのツアーの一行

に
続
き
、
八
月
初
旬
に
な
る
も
よ
う
。

ア
タ
リ
社
「
ウ
ォ

l
ロ
l
ド
ヘ

日
本
で
は

米
国
ア
タ
リ
社

(本
社
カ

テープカットする松尾常務舗と山国社長

イ
ド
ン
は
動
き
自
体
は
簡
単

だ
が
、
機
械
側
は
極
め
て
高

度
な
内
容
で
あ
り
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
制
御
な
ど
当
社
技

術
陣
の
総
力
を
あ
げ
て
怨
設

し
た
、
②
安
全
加
で
も
停
止

装
出
血
な
ど
に
円
本
の
電
子
校

術
を
駆
使
し
て
お
り
、
世
界

的
に
も
誇
れ
る
も
の
と
路
傍

'レィ‘、

ぃ，争
」

近
鉄
興
業
の
松
尾
常
務
は

「
こ
の
強
力
な
遊
関
崎
施
設
に

大
い
に
間
期
待
し
て
い
る
」
と

あ
い
さ
つ
、
泉
臨
問
機
工
酬
附
の

m中
専
務
に
よ
る
乾
杯
管
頭

で
慾
親
の
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な

っ
た
。パ
イ
ラ
ッ
ト
タ
イ
プ
の
同

機
の
仕
同
慨
は
次
の
と
お
り
。

令
官
問
ト
四

μ
、
来
物
は
一服一

-

三
灯
、
長
さ
ト
回
り
刷
、
最
大

開
拍
動
半
径
十
三
H

川
、
最
大
角

度
片
方

ω度
、
迷
皮
ト
毎
時
四

卜
ニ
J
。
一

回
士
内
往
復
、

約
百
秒
で
利
用
料
金
は
三
百

五
十
向
。
五
十
人
乗
り
。
な

お
こ
の
機
殺
は
来
春
、
エ
キ

ス
ポ
ラ
ン
ド
に
も
登
場
す
る

予
定
と
の
こ
と
。

リ
フ
本
ル
ニ
ア
州
サ
ニ
|
ベ

ー
ル
、
カ
サ

l
ル
社
長
)
で

は
同
社
T
V
ゲ
|
ム
機
「
ウ

本
l
ロ
l
ド
」
に
関
し
、
日

本
で
は
同
社
指
定
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
で
あ
る
鮒
セ

が

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

と
側
タ
イ
ト
!
の
一
社
に
製

造
許
諸
し
た
。

メダルゲーム機は

今回小間内

区分に決定

AMショー委員会

• • • 

第
十
九
回
A

M
シ
ョ

l
委

員
会

(中
山
隼
雄
委
員
長
}

で
は
こ
の
ほ
ど
、
今
悶
の

A

M
シ
ョ
ー
マ
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム

機
の
展
示
を
小
間
区
分
し
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
れ
は
出
展
社
に
強
い
不

備
が
あ
る
た
め
、
関
係
当
局

(と
く
に
答
申
常
庁
)
と
打
ち

合
わ
せ
た
と
こ
ろ
七
月
卜
六

日
、
小
川
内
で
区
分
す
る
こ

と
で
差
し
支
え
な
い
、
と
の

回
答
を
え
た
た
め
。
... 

'‘ ‘ 

れ
事
務
局
が
移
転

日
本
自
動
販
売
機
工
業
会

日
本
自
動
販
先
機
工
業
会

(
本
部
東
京
、
会
員
数
三
十

一
名
、
.大
間
獄
之
助
会
長
)

で
は
七
月
e

一十

一
日
よ
り
事

務
所
を
次
の
住
所
に
移
転
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

米
京
郎
港
区
西
新
総
こ
の

こ
十
七
の
六
、
新
総
問
中
ピ

ル、

宮
内
三
一

|
七
四
四
一二

(従
来
通
り
)
。

画期的な映像で錨魅鰻麺の世界を演出F
ユニークなキャラクターに話題集中y

シグマ・オリジナル

TVゲーム

所
で
、
テ
ー
ブ
ル
型
T
V
ゲ
も
自
由
に
行
け
な
い
子
供
が

l
ム
機
「
ス
ペ
ー
ス

・
イ
ン
ほ
と
ん
ど
な
の
で
、
楽
し
み

五
二

一一

、
鳥
井
米
治
社
長
)
ベ

l
ダ
l
」
を
各
一
台
寄
贈
。
な
が
ら
機
能
副
復
を
促
進
し

が
七
月
十
三
円、

交
由
民
の
身
問
機
を
贈
ら
れ
た
献
血
版
関
て
く
れ
れ
ば
こ
ん
な
う
れ
し

体
降
答
者
施
設
に
T
V
ゲ
i

の
横
林
樹
長
は
「
身
体
に
ハ
い
こ
と
は
な
い
」
と
弱
っ
て

ム
機
を
則
っ
た
。

ン
デ
ィ
が
あ
り
ゲ
l
ム
場
に
お
り
、
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
で
は

間
社
で
は
英
国
へ
愉
出
し

¥
リ

U
UH
U
引
U
U
川
l
U
身
防
者
た
ち
が
ゲ

l
ム
機
を

た

「
ス
ペ
ー
ス

・
イ
ン
ペ
1

一
か一

社
告

罰
則
一

取
り
巻
い
て
牒
れ
な
い
と
大

ダ
i
」
が
身
障
者
や
ボ
ラ
ン

一
一一

会
険

制

一
ト
剛
一
変
蒋
ば
れ
て
い
る
と
い
う
。

テ
ィ

7
た
ち
に
機
能
凶
復
に

一
川一

式

4
.
m

一m
i一
同
社
で
は
さ
ら
に
数
台
を

役
立
つ
と
評
側
さ
れ
、
こ
れ

一
釣一

fト
-

同
州
一
容
餅
す
る
と
き
っ
て
い
る
。

に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
も
米
一

メ
「
l
l
l
同
1
l実
附
一

て
お
り
、
国
際
問
答
者
年
で

お

・

a
・司a弘
一

も
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
プ
レ

一
広

司

圃

・

・

4
0
2

ゼ
ン
卜
を
思
い

つ
い
た
も
の
。
一

瀬
町

4.‘田
川側一

寄
贈
先
は
奈
良
市
整
叫
町
一

日

F

』

川
山
一

t

の
東
大
寺
整
倣
凶

{繊
林
宣

一
術
.
，

r
a
h
-
2
一

デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト
側

(
本
で
は
こ
の
ほ
ど
取

締

役

会

を

附

博

聞

き

、

岡

市

ι

ハ
弘
前
町

A
G
E
Z
E
E
-
喧

社
H
東
京
都
箆
島
区
南
池
袋

縫
て
、
沌
邦
夫

取

締

役

を

六

夢

条

山

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

会

三
の
九
の
五
、
宮
九
八
八
十
月

一
日

付

で

宙

読

に

選

任

し

滝

で

あ

る

奈

良

た

ん

ぽ

ぽ

の

会

8
月
例
会

二
五
七

一
、
福

田

智

夫

社

長

)

た

こ

と

を

明

ら

か

に

し

た

。

(

上

後

妙

子

会

一長
)
の
ニ
カ

』淘

L
H
r
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=
三
一
三
=
=
=
三
=
=
=
=
=
E
z
-
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=
一一
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=
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逮
胡
蛾
蝋
し
て
い
る
「
レ
ジ
ヤ
そ
れ
だ
け
に
、

T

V
ゲ
|
ム
コ
ン
遊
び
の
ゲ
l
ム
は
、

A

た
す
ら
楽
し
ま
せ
る
と
こ
ろ

J
O
υ

i白虫容“
引飢叫」に
よ
る
と
仰
昭
咽
利
で
す
ら
も
し
も
見
捻
て
、
ら
勺
れ

M
常
業
需
界
の
ゲ
|
ム
の
叶
範
舵
閥
内
に
皿
側
刑
儲
依
阻
が
あ
る
わ
け
だ
。
こ

日
本
同
繰
隅
楽
出
機
慨
械
オ
ペ
レ
|

ん六ハ
十
忽
年
.
に
向
け
て

「ゲ
l
ム
る
よ
.
う7
に
な
れ
ば
、
A

M
全

に

あ

つ
て
も
、
そ
れ
以
上
の
れ
は
他
の
娯
楽
と
比
較
す
る
タ
l
仰

(本
部
東
京
、
加
茂

セ
ン
タ
ー
の
テ
レ
ピ
ゲ
ー
ム
般
の
将
来
性
こ
そ
疑
わ
し
く
も
の
で
は
な
く
、
か
ろ
う
じ
と
ま

っ
た
く
ユ

ニ
ー
ク
な
分
悼
旭
川叫
事
長
、
J
O
U
)
で
は

は
マ
イ
コ
ン
に
と
っ
て
代
わ
な
る
。

て
，
手
づ
く
り
H

の
楽
し
み
野
と
言
え
よ
う
。

八
月
三
日
か
ら
問
日
間
、
市

ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
あ
り
、
し
か
し
そ
の
理
由
が
「
マ
が
残
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

A

M
機
の
多
く
は
当
初
既
九
州
で
八
月
例
会
を
開
く
。

も
し
こ
の
と
お
り
と
な
る
な
イ
コ
ン
」
に

と

っ

て

代

わ

ら

む

し
ろ
A

M
業
界
の
ゲ
l

存
の
遊
び
ゃ
ゲ

l
ム
の

γ
ミ

ら
ぱ
、
業
界
は
A
二

度

大

き

れ

る

、
と
い
う
な
ら
話
は
別
ム
は
、
そ
れ
が
人
を
楽
し
ま
ユ
レ

i
シ
ヨ
ン
(
模
疑
)
を

く
考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い

寸
H
リ

滋
本
と
し
て
発
途
し
て
き
た
。

一
だ
ろ
う
。

一
渇

一

E
H自
民

つ

πリ
EHι
主

し
か
し
T

V
ゲ
ー
ム
機

『
ブ

一

少
く
と
も
A

M
業
界
の
現

一
論

一

銅

仲

間

σ百
聞

粕

レ
イ
ク
ア
ウ
ト
」
を

号

、

一
在
の
主
流
は
依
然
と
し
て

T

I
-
-

「
ス
ペ
ー
ス

・
イ
ン
ベ
l
ダ

一

vゲ
ー
ム
機
で
あ
る
こ
と
に
だ
。
こ
の
場
合
「
マ
イ
コ
ン
」
ゼ
る
こ
と
が
す
べ
て
で
あ
り
、

l
」
を
生
み
出
し
て
い
る
こ

一
変
わ
り
な
く
、
ま
た
T

V
ゲ
と
は
ホ
ピ

l
(
趣
味
)
と
し
楽
し
ま
せ
な
い
も
の
に
は
存
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

一
l
ム
機
だ
か
ら
こ
そ
ゲ
l
ム
て
の
マ
イ
コ
ン
遊
び
を
意
味
在
価
値
が
な
い
、
と
い
う
厳

A

M
業
界
は
す
で
に
独
自
の

一
を
含
め
た

7
ミ
ュ

ー
ズ
メ
ン
し
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
し
い
も
の
と
怠
え
る
。
平
た
コ
ン
セ
プ
ト
(
概
念
)
を
生

一
ト
の
世
界
の
拡
大
が
可
能
だ
れ
は
A

M
業
界
の
手
の
内
に
く
言
う
と
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
も
む
独
自
の
業
界
と
な

っ
て
い

一
し
、
ま
た
そ
う
し
て
き
た
か
あ
っ
て
も
、
別
の
も
の
と
し
な
く

(
従
っ
て
何
ひ
と
つ
見
る
の
で
あ
る
。
無
限
の
可
能

)
一
り
こ
そ
T
V
ゲ
l
ム
機
が

ま

て

A

M
業
界
を
呑
み
こ
む
も
返
り
が
な
い
)
、
手
づ
く
り
性
を
求
め
る
と
い
う
本
質
が

5
一
流
に
な
っ
て
い
る
と
怠
え
る
。
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
マ
イ
の
喜
び
で
も
な
く
、
単
に
ひ
こ
こ
に
あ
る
と
一
言
え
る
。

，，‘、圃
ゲームマシン

T

V
ゲ
l
ム
機
が
英
国
で

身
隙
児
の
機
能
回
復
に
大
き

な
効
架
を
上
げ
、
日
本
で
も

N
A
O
紛
岡
県
支
部
が
五
月

に
福
祉
施
設
へ

T
V
ゲ
i
ム

出
慨
を
寄
，

mし
話
題
と
な
っ
た

ア
イ
レ
ム
側
(
本
社
H
大
六
四
l
一
三
九
一
、
辻
本
慾
が
、
今
度
は
日
本
物
路
側
(本

阪
市
東
区
安
土
町
二
の
三
十
、
一一一社
長
)
で
は
こ
の
ほ
ど
、
社
H
大
阪
市
北
区
天
神
橋

一

大
阪
国
際
ピ
ル
初

F
、
合
ニ
「
ア
イ
レ
ム

・
ハ
ワ
イ
の
旅
」
の
十
二
の
九
、
会
三
五
三
|

泌
氏
は
五
十
三
年
三
月
に

入
社
、
製
造
・
開
発

・
妓
術

を
相
当
し
て
き
で
い
る
。

アイレムが

販促ツアー滝
氏
が
専
務
に

6
月
|
日
付
で
、
デ
ー
タ
イ
ー
ス
ト

第170号昭和56~手 8 月 1 日

…
会…
一円相公
…矧…
一期…一銭

…凶…
.hnh ~}jらか に定例会を定 日 に決定したもの

は次のとおり(休日の場合Iま~EI)。

事
務
所
移
転

側
北
海
道
さ
と
み
u
u札
幌

市
中
央
区
南
4
粂
来
四
の
九
、

会

(
O
一
二
二
ニ
二

1
一

五
六
一て
、
徳
間
勝
社
長
。

7
i
ル
エ
イ
ト
附

H
h盤
以

郎
渋
谷
区
宇
悶
川
町
十
こ
の

こ
、
ニ
ュ

l
渋
谷
コ

ー
ポ
ラ

ス、

包
凶
六
三
|
=
二

五
五
、

泌
総
良
吉
社
長
。

多
摩
技
術
H
東
京
都
保
谷

市
柳
沢
ニ
の
十
六
の
二
十
一一
、

宮

(
O四
二
四
)
六
三
|
五

八

-
八
、
土
井
消
二
社
長
。

帯数月の第 3 火IJj~1:1 

干奇数門の18日

干持数月の22日

奇数月の22日

偶数月の22日

偶数月の153木眼目

窃数月の第2水Plm
奇数月の第2;j(a裂1]
窃数月の>f;2水日程日

偶数月の第2水日程白

東北支部

東京第1支部

東京第2支部

東京第3支部

東京合同

静岡県支部

近畿第 1支部

近鎗第2支部

近畿第3支部
近後合同

h

、4¥
 

業界のトッフヲンサ二一
先の先を読んだつもりが意外な苦戦をしいら

れることが少なくないのがレジャー ・ビジネ

ス。あなたのプランをよりスムーズに運ぶた

めに 、世界の情報を土日り尽くした私たちをぜ

ひパートナーにお選び下さい。業界全休の流

れをいち早〈読み、あなたの一歩一歩をしっ

かりと見守り、確かなお手伝いをいたします。

シグマ商事株式会社
干150東京都渋谷区宇田川町13-11

TEL 496-9933 TLX 242ー2266
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Hig8Shinakajima. Higashiyodogawa-ku Osaka ..Japan 
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会社
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(6 ) 【全面広告】

スカイス*ッパー

ゲームマシン第170号昭和何年8月 1日
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*コミカルな複葉機が

大空をかけめぐります。

合コングに連れ去られたレディを救いに
工事中のビルを駆けのぼります。

アヮフライト骨イ7
スモール

アッフライトヲイフ

-め邑'やかなテレビ画面に塊iしいアニメーションの世界
をIIf.げます.
・ス『トのはいった動物たちを総う組み合わせで高得点
が御られます，

.縄県織を飛行場へ着後させ.うaょく給油す吾のがポイ
ントて-.r
・弱いやすい健作ボヲンの配置

.工事現喝のシテュエーションでたわむれる愉快なコン

グのキャラクヲー.
・ハンマーを偽ってアタソクする気分l草壮快です.高得
点にもなります.
・ジャンブポ世ンとコントOーラーのハイテクニックで
今までにないスリルを係わえます.
.ユニーク芯効娘宙1;1:ゲームの雰厨気を-)lfaリめげます.

アヲ7ライトヲイブ
スモール

アッフライトヲイブ

、
，... 

銅、

柳ケ潰.2ゲ-["!I (ωヶ1同ヴーム〉 厳S
f1i!l'l)ヮ滋t!Iり5・3宮崎・1850.o;l ~r-β庄ぬ

且(Cü~・2471)

術的コーナー 悌ケ湖通り4-21 ftG4・句551、

'" 11 (，司よ
ベガス俄}ケ漁滋り3・25、ft64・70的、自営=

凶川“主
サンゲ『ム BノtJj句2・25、ft/dし
泡肉碕事照合62・7~73)

ゲームプラザ・フPンシティ

62・蝿26.fiS=沼踊自慢之

ゲームフラザ・エンゼル荷8};']1-4曾62・2

202-jJ曾ail'!l夫総

データ (同I

4>t1~ 

禄字句p・2.ft

国
鉄
岐
阜
駅
か
ら
岐
忠
市

の
目
抜
き
通
り
で
ゐ
る
神
間

町
通
り
を
渉
い

て
ト
数
分
、

近
鉄
百
貸
出
山
を
左
折
し
て
ア

ー
ケ
ー
ド
出
聞
に
入
れ
ば
、
そ

こ
が
倣
泌
術
と
し
て
布
名
主

柳
ヶ
瀬
通
り
だ
。
約
飼
い
で

知
ら
れ
る
長
良
川
と
岐
阜
釈

と
の
ほ
ぼ
中
間
に
あ
た
る
。

ふ
つ
う
柳
ヶ
瀬
と
い
・
7
の

は
そ
の
通
り
を
中
心
と
し
た

一
得
を
さ
し
、
平
和
通
り
を

は
さ
ん
で
京
柳
ヶ
瀬
と
.
品
目
柳

ケ
瀬
に
分
け
ら
れ
る
。
東
側

は
点
間
的
術
だ
が
、
両
側
は
パ

ー
や
ク
ラ
ブ
が
圧
倒
的
に
多

い
。
夕
方
、
西
柳
ヶ
瀬
を
歩

け
ば
様
ん
な
容
引
き
に
出
会

い
、削
力
性
に
と
っ
て
は
猿
し

み
な
併
の
ひ
と
と
き
へ
心
が

州
む
こ
と
に
な
ろ
・
3

以
内
川
は
、
ひ
と
こ
ろ
と
比

べ
て
厳
し
い
と
い
・
?
戸
を
勾

に
す
る
が
、
な
か
な
か
ど
う

し
て
、
ぃ米
の
高
岡
応
衡
も
か
な

り
の
活
況
を
み
せ
、
駅
近
く

の
繁
治
術
と
客
足
を
二
分
し

て
い
る
。
川
門
の
ネ
オ
ン
紛
は

・J
わ
ず
も
が
な
、
で
あ
る
。

「
柳
ヶ
瀬
第
・

一ゲ
l
ム
山崎」

」ヒの写真U， rザンゲームa
の底肉.左u伺膚正面.円
内は杉浦積明曾臓主任.
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百千百号レタター鎗

NEW MODEL MODEL NEW 

720-~νF37 

不良貨問題を一挙に解決

コインセレクターによ るロケーション管理.1F
。コインセレクター 900/F36 900/F37(トータライザー付)
10円周・100円用、1コイン-4コイン切答えがワンタッチで

できます。
0数f誌の多少にかかわらずご一線下きればお送りします

f霊験と緩衝のふれあい

720-A 

g 事車

-詳細は本牡宛に

カタロデをご繍

求下さい。

鱗事E軍t目羽田駅宜公沼田-5'瑚切にぶつて保昌とn
Cv ¥るものでおり、こ，fle同じ網島のコピーSを正旨草
曜が品4ましに相量販偽レ、a:，cliJ、明λ使用し疋酋!こ制
してtι 主犯祉鍋l.:t吊る尭紛草書11吐頒公告された開じ
>rJこ唖つ〈叫q費量E納車レ、1J!.t!活1":型づ軍使用を芳し
庄め色nること1":も日りE問ので1)1)るコピーIilo.珊入
使用奄8さら由ふコ置告盟レミ家電，.

回1055!t6月

安代署町田a

11 告
白温慣れ曹舗を御堂敏鶏口つ綱jこ品り刀4うこ4いil'<f. 
当I!の別邸時、モの主ぬ唖!ご口Eり全体担よU告閣の!II.
叫1.:つ刷、 時軒、実用新案、醐匠喝を申"しており、そ
の昌弘i、鼠に畳銭おぶυ丸公開さ判、T感情行噂t::(伝つ
C伊皿金nて品りま君事.
当世のま'"院ヲパーCAH・'回向開E51・竹田開ー刊智96
ヨU(J'j;削魁世・ 9蜘2曹、時ぺl3~拍!!~妥当Uに時
日m曹により誼鎌公明書~定調'''''1:1<\') 申旬寛帰

C AH圃句
英国コインコントロール文犯と旭績工鱒ガ家主E
の疫簡と経緩から作りあげ定畿も小箆で磁実写

畿慢に置大の眠術曾置をもっミニホッ11-
〈佳織〉

・愚大収納敵 100内硬貨の場合 .._.." 1500枚

10円硬貨の場合 …・1300依

25セントサイズメダル…1200枚

・硬貨払い出L:1介問(50Hz) ・"220枚

(60HZ)…・・ -…・ 2801主

.カウントリミット:マイヲロスイフチ付

・モーター・定格 1時間切HZ 1ωV 90W 

{ファン付) 蜘 z 100V 1ωw 

50HZ 24V“W 
朗Hz 24V 岨W

サーマルプロテク9ー内蔵瞬間停止滋!l且ぴ
冷却ファン付

・使用可能繕 :17.5φ ー21.0O

phone 03 (876) 3405 本社/東京都台東区竜泉3・7・3

ミ=ホッパー

... ‘ 
a・、

{通
林
「
柳
ヶ
瀕
ゲ
ー
ム
し

は
、
そ
の
.
白
柳
ヶ
瀬
の
・
角

に
あ
る
。
二
十
坪
ほ
ど
の
応

内
が
明
る
く
て
猿
然
と
し
て

い
る
印
象
を
受
け
る
の
は
、

射
的
と
ゴ
ル
フ
の
コ

ー
ナ
ー

が
大
き
く
ス
ペ
ー
ス
舎
と
っ

て
い
る
か
ら
〆
ろ
う
。
T

V

ゲ
ー
ム
機
は
入
り
U
近
く
に

テ
ー
ブ
ル
型
一て
台、

7
7
プ

ラ
イ
ト
型
一
台
だ
け
の
設
置

で
あ
る
。
正
面
に
射
的
コ
ー

ナ
ー
が
設
け
て
あ
り
、
ゴ
ル

フ
コ
ー
ナ
ー
は
底
の
右
半
分

ぐ
ら
い
世
占
め
て
い
る
。
プ

ル
フ
糾
門
機
は
采
岡
技
研
側

製
造
の

『
ス
ー
パ
ー
ゴ
ル
フ

ト
レ
イ
ナ
l
L
。
ゴ
ル
フ
ポ

ー
ル
は
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ワ
ン

タ
ッ
チ
操
作
で
自
動
的
に
テ

ィ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ス
イ
ン
グ

方
向
や
ポ
|
ル
の
飛
距
雌
な

ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
測
定
、

プ
レ
ー
ヤ
ー
に
知
ら
せ
て
く

れ
る
と
い
う
も
の
。

官
官
日
明
は
主
に
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
が
多
い
よ
う
だ
。
同
底
主

任
の
大
工
原
良
房
氏
は

「自

営
業
の
人
た
ち
も
、
よ
く
み

え
る
」
と
言
う

連
日
方
針

と
し
て
は
『
や
は
り
お
存
機

'ベガス」の庖肉にτ

本
似
に
と
い
う
こ
と
を
心
が

け
て
い
る
」
と
説
明
、
「
場

所
柄
、
酔
っ
た
客
も
少
な
く

な
い
か
ら
」
と
笑
っ
て
つ
け

加
え
た
。

「射
的
コ
ー
ナ
ー
」
は
、

「柳
h
J

瀬
ゲ
l
ム
」
か
ら
少

し
雌
れ
た
斜
め
向
か
い
側
に

あ
る
。
間
円
は
狭
い
が
奥
行

の
あ
る
応
で
、
ガ
ン
は
二
十

丁
そ
ろ
え
ら
れ
て
い
る
。
に

ぎ
あ
う
の
は
八
時
以
降
と
の

ア
ア
ル
」
。「
ベ
ガ
ス
L

は
点
柳
ケ
瀬

ι似
位
し
て
い
る
。
約
二
ト

川
町
の
府
内
は
少
し
時
め
で
刷
刊

行
を
感
じ
さ
せ
る
。
入
っ
た

と
こ
ろ
に
は
両
サ
イ
ド
に
ス

ロ
ッ
ト
マ
シ
ン
が
七
台
、
ア

ッ
プ
ラ
イ
ト
恕
一
T

V
ゲ
l
ム

機
四
台
、
そ
れ
に
フ
リ
ッ
パ

ー
な
ど
が
数
台
並
べ
ら
れ
て

お
り
、
中
央
か
ら
は
テ
ー
ブ

ル
型
T

V
ゲ
l
ム
機
を
十
台

設
内
ー
ー
と
い
う
レ
イ
ア
ウ

ト
で
あ
る
。
客
席
哨
は
若
い
人

が
多
い
が
、
未
成
年
者
の
釆

応
は
父
兄
同
伴
で
な
い
隙
り

問
く
断
っ
て
い
る
と
い
う
。

(/1t 
一製品レンタルいたしますパリ

〈特書量〉

1.家主正の疲困層と後級で作り上げ定.小箆で.実

怠健燭をもっ'コインホッIt--
2.コインをIlIttll1る位置は高く、会俸の高さ13.
愚も低い.

3.ザイズガ自由lこ受換できる(20o-30φ〉

4.円銭のうしるl之、 ストラスト・ベフフリンクガ
入っているのでプレガ怠い.

〈仕機〉

・最大政納枚数:25eメダルー 5ω枚
.硬貨払い幽L枚数 :1分間
(5刷 z)"・160牧以上 (ωHZ)"'180彼以上

・モーター ・定絡崎間連続

50Hz 100V 9DW 60Hz IIOV 100W 
サーマル・プロテクター内蔵、

瞬間停止旋盤亙ぴ冷却ファン付

・使用可能コイン徒21φー30φ
.力ウント問機知;近接スイッチ

事fジホッパーCH・5
最低5台以上で6ヵ月単

位、 1ヵ月 1台につき ・・・

~ 

，、

ボーナス ・ライン(新品}

" '1'65，0ω 
ボーナス・ ライン{中古}…". 

" '1'50，0∞ 
ウオール ・スト リート{中古)

-￥60，000 
デキシーランド {新品)・

'・・Y70，000 
プル・ マーケッ ト {中古)・"・ 0

-n》6O，OOO
スーパーコンチネン;:.)~(中古)

…'" 45，000 
7ァイブライン {中古}…・

… ￥30，0ω 
倒 スーパーコンチネンタル{中古}
S吉の喝合.

毎月小切手'"225，ω0あるいは穫月決

済の約束手形V225，000， 
な街、6，り月の保低金として約束手形
￥2，250，0日目的総保が必製です.
4夢二の俗、lIlll<>レンタル.~/，どご繍餓に応

csす.

パリー製昂各種パーツボーナスラインウコキールストリートデキシーランド

PARTS LlNE BONUS STREET WALL DIXIELAND 
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由
民
く
し
て
、
だ
れ
で
も
入
り

や
す
い
」
と
い
う
こ
と
で
、

今
も
こ
の
ポ
リ
シ
ー
を
堅
持

し
て
い
る

l
!こ
う
治
る
の

は
同
社
営
業
部
の
杉
浦
義
明

主
任
で
あ
る
。

川
山
伯
に
は
側

レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
と
側
セ

ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

の・

一社
が
機
械
を
入
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
て
社
が

一
人
ず

つ
社

μを
派
治
し
で
七
池
仙
川

和
間
前
哨
側
と
共
同
で
出
口
雌
巡
む

い
い
当
ら
せ
て
い
る
。
こ
の
形

態
に
つ
い
て
、
杉
浦
ト
に
任
は

「
ひ
と
つ
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
、

技
術
簡
で
安
心
だ
と
い
う
こ

と
と
、
二
社
が
巡
営
上
の
ノ

ウ
ハ
ウ
に
つ
い
て
互
い
の
良

い
と
こ
ろ
を
係
り
入
れ
て
い

け
る
、
と
い
う
プ
ラ
ス
爾
が

あ
る
」
と
説
明
し
て
い
る
。

折
に
ふ
れ
て
、

三
人
で
協
議

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

山
県
柳
す
瀬
に
は
商
応
街
ら

し
く
、
近
鉄
百
貨
腐
や
高
島

段
、
長
附
同
開
昏
ど
の
大
手
の

デ
パ

ー
ト
が
あ
る
。
向
日
は
に

ぎ
や
か
だ
が
、
復
と
も
な
る

と
九
時
す
ざ
い
は
民
社
側
舛
で

怖
か
に
な
る。

山恨
の
部
は
内

柳
ヶ
猟
に
パ

ト
ン
タ
ッ
チ
す

る
の
疋
ろ
う
。

「ゲ
ー
ム
プ
ラ
ザ
・
フ
ァ

ン
シ
テ
ィ
」
は
、
そ
の
出
品

川町
百
貨
山
の
す
ぐ
近
く
に
あ

る
。
三
十
仰
の
ス
ペ
ー
ス
に

テ
ー
ブ
ル
州市
T

V
ゲ
ー
ム
機

ニ

1
数
台
、

7
1
プ
ラ
イ
ト

型
T

V
ゲ
ー
ム
機
十
台
、
フ

リ
ッ
パ

1
4ム
ロ
の
計
約
問
十

台
を
絞
れ
し
て
い
る
。
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン
な
ど
の
メ
ダ
ル

ゲ

l
ム
機
は
説
い
て
い
な
い
。

同
応
で
は
凶
年
前
か
ら
そ
う

し
て
い
る
と
の
こ
と
。
経
蛍

者
の
加
納
禎
之
氏
は
、
そ
の

問
自
を
①
換
金
を
要
求
す
る

客
が
出
て
く
る
、
②
官
官
日
明
が

必
く
な
る
ー
ー
ー
と
し
て
い
る

が
、
土
地
柄
が
問
題
の
よ
・
7

だ
。
応
内
は
、
わ
ず
か
に
暗

い
感
じ
が
す
る
限
度
。
N
tを

鋭
ば
り
に
し
た
り
し
て
奥
行

土
地
柄
と
の
調
和

「
サ
ン
ゲ

l
ム
」
は
、
文

字
通
り
荷
府
衡
の
兵
ん
中
に

あ
る
。
広
く

(約
五
十
坪
}

明
る
い
。
ゲ
ー
ム
出
憾
の
汲
沢

台
数
は
総
針
八
十
台
に
の
ぼ

る
。
う
ら
半
分
が
テ
ー
ブ
ル

塑
T

V
ゲ
l
ム
機
で
、
あ
と

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型
T

V
ゲ
l

ム
出
慨
が
二
十
台
ほ
ど
、
ま
た

フ
リ

γ
パ
ー
や
そ
の
他
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
、

ス
ロ

γ

ト
マ
シ
ン
な
ど
も
各
数
台
ず

つ
。
主
九
U
W
骨
副
明
は
学
生
や
り
H

川

校
生
と
の
こ
と
だ
。
同
出
拍
を

オ
ー
プ
ン
す
る
際
の
土
地
興

尚
市
下
仰
の
方
針
は
「
瓜
紀
を
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'‘ 
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ょの写真は r柳ヶ瀬第2ゲーム渇』。右位向鹿内。
ゴル7&1習機は『スーパーゴルフトレイナー』。

4般百官自
• 

口

". 
洲、

⑩⑮ 

ほ毛布豆本庖

• 
や
明
る
さ
の
点
で
工
夫
が
な

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
工
夫
と

い
え
ば
、
加
納
氏
は
出
慨
械
に

予
を
加
え
て
画
面
を
大
き
く

し
た
り
す
る
な
ど
お
客
へ
の

ア
ピ
ー
ル
に
成
功
し
て
い
る
。

客
層
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学

生
が
主
。
高
島
屋
で
の
ア
ル

バ
イ
ト
学
生
も
か
&
り
立
ち

寄
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

「
エ
ン
ゼ
ル
」
は
神
悶
町

通
り
を
岐
阜
釈
の
方
へ
向
か

う
途
中
に
あ
る
。
柳
ヶ
瀬
か

ら
は
少
し
は
ず
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
良
心
的
な
応
な
の

で
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

同
府
が
「ゲ

l
ム
プ
ラ
ザ
・

フ
ァ
ン
シ
テ
ィ
」
と
似
て
い

る
点
は
ぺ
つ
あ
る
。
メ
ダ
ル

ゲ
l
ム
機
は
詑
か
な
い
と
い

下の写真は rゲームプラザ

.ファンシティ』の1古内.

円内は加納補之氏.

う
考
え
か
た
と
、
応
、
が
ニ
つ
二
つ
に
仕
切
守
れ
た
コ

I
ナ

に
仕
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

ー
は
、
照
明
の
度
合
い
と
設

あ
る
。
三
卜
蝉
と
十
坪
の
底
抗
機
舗
が
少
し
迷
う
よ
う
だ
。

内
に
、
テ
ー
ブ
ル
烈
T

V
ゲ

市

の

メ

ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
で
、

l
ム
機
a

一卜
・4
台
、
ア
ッ
プ
名
鉄
の
市
内
線
や
路
線
パ
ス

ラ
イ
ト
明
T

V
ゲ
l
ム
機

十

の

wm所
が
前
に
あ
る
た
め
、

台
、
あ
と
フ
リ
ッ
パ

l
hハ
台
、
公
開
か
ら
符
の
入
り
も
必
く

そ
の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

1
ム
は
な
い
。
銀
行
以
や
予
備
校

機
敏
台
が
ぷ
ほ
さ
れ
て
ゐ
り
、
生
も
紛
れ
る
の
は
、
環
境
の

メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
凶
慨
は
な
い
。

せ
い
だ
ろ
う
。

。

。

。

金 ~lID
α 。

ょの写真は rエンゼルJ。下の写真は同唐内にτ.

手ザキ
命 |

3・‘
『、

一
庖一
本
一
合
一、--
一
回一
J
4
t

一

阜
一
す
文
一

.

白

山

F

一
・一
至
・
岐
阜
駅nv 

ハ4巷社事事II同時
信市民

七ンター

金悶a!!l
徴
踊
巾
短
J

枝

てコ

令

+ • 
+令

+ 

ム場運営基猶J を守勺てご使用下寺、、.

コ
ー
ル
テ
ジ

ポ
，
ヵ
t
ヲ
ッ
シ
2

&

コt

マ
』
ワ
4
/
マ
1
ワ
刊

ス
ー
パ
』
-

ウ
イ
ナ

t
又
ザ
，

q
凡

n
tト

H

デキシーラ、.r!J~lW~のゲーム機用部昂|

ポゴ伊ン配列

i主目

‘ガイドチップ(ステンレス製}付レパ

ースイッテ、マイナス型、+字型、 八 ~ ~ ~ 
。、 t。、。、

方自置の書11 .--.r¥ .--ろζ¥ ~入.\
ガイドチッ f印刷t的補強と-1 7 プ交換 金Cコ、~ ~( 、~( 、9
1. J ry叩，tの1i換1'tをb勺ていJす. ¥or ¥占( ¥占f
実刷新寝中制中PAT.P30293 
小りのbのもあ ryn.(セガ，データ瑚j

vブラウン管支持月骨組ステー

見やすさ抜群.グ

ジャンビューター操作盤

l
・1i
，l
a
-
-
8
1
8
 

~ 

屋Eヨ匡豆三司

ビ
~ " 
‘ro 予言f
JI， ; 

vト
， 

，、

V骨混像作重量寄り(ステランプル、 ディフェ

ンダー用

・天板 ・ガラλ ..1:λカ yシ、ン

(タテ ヨコ兼問)

・タイト ータイプ化経パネル

・スモ yク板

・レバーボール(小 ・中・);)

ロニクス株式会社
東京書B..区東池袋1-48-10 25山京ビル1002
〒170 合東京(03)982-8166

ヨコ高問問

三和エレクト

タテ

何硲

2雪鍵8d目

-刀心LIック{出XI'bょτ日lUツク
・キース「ツチXllIi
・コントリールレパースfッチ
・l申ボタンスイッチ elc.

※ロック部とスイッチ部をコンパクトに一体化した新製昂です

本社東京総千代田区外神田2-12由 2
干101 電宣言 03 (253) 7035 

愛知県瀬戸市萩山台1-8-110
〒489 電話 0561(82) 0486 

本社工場長野県茅野市宮11142 2 3 
〒391 電笛 02667(2)8831 

No，3 komoriy・Bldg，2・7・16.Hamamatsu 
M.n・to.ku. TOKVO 105 向、。ne03 (437) 660 I τe槍匁2'・25598

スイッチ部佐織

回路単極双投3P

定絡 3A、IZ5VAC 

ジーエスケー販売株式会社

ジーエスケー販売欄名古屋営業所

株式会社 五味製作』芥

CO.，LTD THOGO Agent 
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ング
任芙堂カ、ら「スカ イスキッパ ー」 も発売に

月2回

コ

ゲームマシン

ドンキー
4段階の

救助作戦

s
z
O
B
 

司‘ー旬、

‘、

ドンキーコンゲ(テープル)

任
天
堂
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ

ム
側
(
本
社
目
米
京
総
千
代

凶
区
神
凶
須
山
町
一
の
こ
十

-
一、
宮
二
五

四

|
一
六
州
七
、

山
内
鴻
社
長
)
か
ら
T

V
ゲ

ー
ム
機
「
ド
ン
キ
!
コ
ン
グ
」

と
「
ス
カ
イ
ス
キ
y
パ

l
」

が
新
発
売
と
な

っ
た
。

「
ド
ン
キ

1
コ
ン
グ
」
ば

凶
方
向
レ
バ

ー
で
プ
レ
イ
ヤ

ー
を
上
下
左
右
に
移
動
さ
せ

て
、
コ
ン
グ
か
ら
レ
デ
ィ
を

紋
い
山
山
し
に
行
く
、
と
い
う

ゲ
ー
ム
内
容
。
画
.由
は
四
段

陥
の
ゲ
i
ム閥
均
簡
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
工
事
現
場
の
最
上

;
 

部
ま
で
行
く
こ
と
に
よ
り
四

川柳
而
ま
で
進
ん
で
い
く
。

第

一
一
場
而
で
は
コ

ン
グ
が

次
々
転
が
し
務
と
す
タ
ル
と

一卜
か
ら
昇

っ
て
く
る
火
の
五

を
巡
け
な
が
ら
上
へ
進
む
。

ボ
タ
ン
を
仰
し
て
ジ
ャ

ン
プ

さ
せ
、
タ
ル
を
越
え
る
と
行

点
か
ら
ミ
ス
テ
リ
ー
得
点
。

途
中
の
ハ
・
ン
マ
ー
を
つ
か
む

と
タ
ル
を
叩
き
峻
せ
る

(三

百
長
か
ら
八
百
点
)。

第
一

助
出
以
降
で
、
レ
デ
ィ
の
残

し
た
傘
や
パ
y
グ
な
ど
を
拾

う
と
ボ
ー
ナ
ス
得
点
。

第
一
助
問
は
ベ
ル
ト
コ
ン

ベ
ア
ー
の
あ
る
場
面
、
M

引・
e

は
リ
フ
ト
の
あ
る
川
柳
而
、
第

四
で
は
鉄
竹
の
ピ
ス
を
全
部

は
ず
し
て
コ
/
グ
を
務
ト
さ

せ
る
と
ハ
ァ
ピ

l
エ
ン

ド
と

な
り
、
門川
-
場
面
に
反
る
が

今
度
は
ス
ピ
ー
ド
、
が

mす
な

ど
}
段
と
納
し
く
な
る
。
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
タ
ル
に
ぶ
つ
か

っ
た
り
、
一
治
下
し
た
り
す
る

と
ダ
ウ
ン
。
一

ゲ
ー
ム
三
人

ど
が

-
定
得
点
以
ト
，
で
一

人

追
加
さ
れ
る
。

定
叫
酬
は
テ
ー
ブ
ル
型
立
十

川
万
円
、

ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
型

五
十
九
万
円
、
ミ
ニ
ア
ッ
プ

ラ
イ
ト
丘
ト
五
万
刊
。

次
に

「
ス
カ
イ
ス
キ
ツ
パ

i
i
j
 

円
形
に
援
ぴ
、
中
央
に
所

定

ク

の
と
こ
ろ
に
う
ま
く
止
ま

の
州
卓
マ
ー
ク

(
さ
く
ら
、
れ
ば
、
中
央
の
同
じ
マ
ー
ク

は
や
ぶ
さ
、
出
士
、
出
雲
、

が
点
灯
す
る
。
す
ぐ
ま
た
滋

み
ず
ほ
)
五
つ
が
表
示
さ
れ
光
点
滅
が
飴
ま
る
の
で
、
同

て
い
る
。

硬
貨
投
入
後
ラ

ン

じ

操
作
を
繰
り
返
し
て
、
五

プ
が
点
滅
。
ス
ト

ッ
プ
ボ
タ

っ
と
も
全
部
点
灯
さ
せ
れ
ば

ン
を
抑
し
所
定
の
列
4
7
l
品
川
口
聞
が
払
い
出
さ
れ
る
。
州

市中
の
名
前
を
揃
え
る
の
が
ミ

ソ
。

列
車
の

ヘ
ッ
ド

マ
ー
ク
集
め

第170号

こ
ま
や

「ブ
ル

l
ト
レ
イ
ン
ゲ

l
ム」

問
こ
ま
や
製
作
所
(
本
社

l
-1
神
戸
市
東
機
区
魚
崎
西
町

け
一

凶
の
ニ
の
三
十
五
、

2
0
七

月
一

八
|
八

一
}
|

ニ
六
六

甲
、

8
一
問
中
弘
社
長
)
か
ら
、
電
光

伴
一

点
滅
式
ブ
ラ
イ
ズ

マ
ン
ン
「
ブ

防

ル
ー
ト
レ
イ
ン
ゲ
l
ム
」
が

限

新
発
売
と
な
る
。

日

こ
れ
は

一
定
時
間
内
に
所

定
の
ラ
ン
プ
を
点
灯
さ
せ
る

も
の
で
、
悠
面
に
は
ブ
ル

i

，、還，、
) 

ト
レ
イ
ン
の
列
山
中
7
1
ク
が

種目E

米
国
の
T
V

ゲ
l
ム
機
の

許
諾
機
2

月2回 (lEl.15日)発行

セ
ガ
社

種

「ア
l
モ
ア
ア
タ
ッ
ク
」
、

仙
脚
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ

ス

(
本
社
東
京
、
ロ
ー

ゼ
ン
社
長
)
か
ら
T

V
ゲ
ー

ム
機
「

7
1
モ
7
・
ア
タ
ツ

「
ウ
ォ

l
ロ
ー
ド
」

々
ノ
」
が
新
発
売
と
な
っ
た
。

ま
ず
「
ア
i
モ
ア

・
ア
タ

γ
ク
」
は
米
国
シ
、
不
マ
ト
ロ

ニ
ク
ス
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
、

ロ

ッ
ク
オ

l
-7
社
を
総
て
製
造

待
部
内
と
な
っ
た
も
の
で
、

X

Y
モ
ニ

タ
ー
方
式
に
よ
る
コ

ン
パ
ッ
ト
ゲ
l
ム
。
プ
レ
イ

ヤ
ー
は
ジ
i
プ
を
駆
使
し
て

市
街
路

{回世
間
は
よ
か
ら
見

た
も
の
)
を
進
悠
し
て
い
く
。

右
旋
回
、
左
旋
回
、
前
進

の
三
つ
の
ボ
タ
ン
で
ジ
i
プ

を
操
縦
、
発
射
ボ
タ
ン
で
敵

を
慾
磁
し
て
い
く
。
敵
は
タ

ン
ク
と
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
二

第170号

ピエロの口へポールを入れる

サ カス
関西精機から新発売

昭和何年8月 1日(11 ) 

税
制
捌
で
攻
慰
し
て
く
る
。
う

ち
タ
ン
ク
は
箇
而
の
四
方
向

か
ら
ラ
ン
ダ
ム
に
攻
軸
耕
し
て

く
る
の
で
市
衡
の
建
物
を
利

用
し
て
迎
慾
、
ま
た
空
か
ら

攻
め
て
く
る
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

に
も
紫
早
く
迎
殺
し
て
い
く
。

ゲ
ー
ム
進
行
に
つ
れ
タ
ン

ク
の
数
は
噌
加
し
て
き
で
燥

し
く
な
る
。

て
ゲ
l
ム
ジ
ー

プ
三
台
、
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
五

機
慾
墜
で
一

ム
ロ
追
加
。
な
お

二
人
用
で
佼
期
の
場
合
、

二

台
の
ジ

l
プ
で
進
行
さ
れ
る

の
で
、

二
人
が
か
り
の
作
戦

を
た
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

得
点
は
タ
ン
ク
の
砲
身
二

プル司トレイン ・ゲーム

タ
イ
ム
は
悠
問
中
央
の
カ

ウ
ン
タ
ー
が
ゼ
ロ
に
な
る
ま

で
の
約
二

1
秒
間

(
切
必
可

能
)
で
、
そ
の
悶
阿
川
で
も

λ
ト
ッ
プ
ボ
タ
ン
を
押
せ
る。

料
金
設
定
は一

同
二
十
円
(
切

潜
可
能
)。

定
価
二
十
八
万
円
。

，... 
，、

-
」
だ
が
、
こ
れ
は
八
ん
向

レ
バ
ー
と
e

一つ
の
ボ
タ
ン
の

操
作
で
、
桜
前
抗
出
慨
を
飛
ば
し

な
が
ら
州
都
役
の
ゴ
リ
ラ
を
攻

め
て
、
主
雌
怖
や
動
物
た
ち
を

救
う
と
い
う
ゲ

l
ム
内
待
。

ボ
タ
ン
は
ス
ピ
ー
ド
噌
加
川

と
、
川
崎
蝉
投
下
則。

ま
、
ず
州岬
町円
同
日
下
で
ゴ
リ
ラ

に
中f
て
気
絶
さ
せ
て
い
る
聞

に
、
上
い
飛
び
出
し
て
く
る

£
機

(二
百
山
…
)
、
お
姫
様

(白
内
山
)
、
ジ
ョ
ー
カ
ー
、

動
物
た
ち

{
れ
-h
十
円
山
)
を

う
ま
く
ね
川
す
る
。
こ
の
と

き
ト
ラ
ン
プ
カ

l
ド
の
絵
柄

人
り
の
動
物
を
約
付
出
し
て
、

ヵ
i
ド
を
M

問
え
る
と
白川
得
点
。

燃
料
H
M
が
山
由
上
泌
に
あ

り
、
ゼ
口
に
な
る
と
峰
山治
す

る
が
、
地
上
の
朕
を
通
過
す

る
と
燃
料
補
給
で
き
る
。
ゴ

リ
ラ
か
ら
発
射
さ
れ
る
ミ
サ

イ
ル

(
の
よ
う
な
も
の
}
で

雲、が
山
米
る
が
、
こ
れ
に
当

た
る
と
絞
築
地
慨
は
急
迷
に
燃

料
を
失
な
い
、
失
巡
す
る
。

附
械
業
陣
内
が
.
ゲ
ー
ム

二
機
爆

発
す
る
と
ゲ
ー
ム
終
了
。
一

定
得
点
以
卜
で

一
機
追
加
。

八
月
上
旬
発
売
の

F
定
。

{
疋
刷
は
テ
ー
ブ
ル
製

M
Cが

五
十
四
万
刊
、

m
jりが
γ

れ
ト

七
U
H
川円
、
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
一h

l
九
万
円
、
ミ
ニ
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
計
十
厄
万
円
。

ドンキーコンゲ

十
点
、
そ
れ
以
外
の
加
分
二

十
点
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
百
点
。

定
側
六
十
四
万
円
。

次
に

「
ウ
ォ

l
ロ
l
ド」

は
米
国
ア
タ
リ
社
に
よ
る
製

造
許
諾
口
聞
で
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
は

M
，zj
リ
モ
ニ

タ
ー
人
り
の

セ
ガ
社
ゲ
|
ム

ス
タ
ン
ド
型
。

一
人
か
ら
四
人
ま
で
が
同
時

に
プ
レ
イ
で
き
る
も
の
で
、

側
面
四
例
に
あ
る
城
を
、
火

し
て
う
ま
く
打
ち
返
え
す
。

の
一土
の
攻
敏
か
ら
守
る
と
い
火
の
玉
が
城
に
当
た
る
と
そ

う
ゲ
i
ム
内
容

。

の

部

分

の

城

時

中

が

少

し

ず

つ

火
の
玉
を
持
っ
た
ド
ラ
ゴ
崩
れ
、
中
に
あ
る
王
冠
ま
た

ン
が
現
わ
れ
、
火
の
玉
を
般
は
ブ
ラ
ッ
ク
ナ
イ
ト
に
当
た

げ
つ
け
て
ゲ
i
ム
ス

タ
ー
ト
。
る
と
そ
の
械
は
燦
発
し
て
し

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
城
の
外
に
あ
ま
う
。
ま
た
ス
タ
ー
ト
ポ
タ

る
パ
ド
ル
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ン

を
制
作
し
♀
が
ら
火
の
玉
を

アーモ7・7タックとその画商

官、医

，、、

改
良
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
タ
l

リ
ー
チ
で
オ
ー
ブ
ン

タ
イ
ト

|
「
T
'
T
l

マ
ー
一
ン
ャ
ン
」

ブ
ル
型
T
V
ゲ
l
ム
機

「
T

T
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
が
発
売
さ

れ
て
い
る
。

点
数
の
下
の
ケ
タ
が
、
ゲ

ー
ム
終
了
時
の
ラ
ッ
キ
ー
ナ

ン
バ
ー
と
同
じ
数
な
ら
再
ゲ

ー
ム
。
四
点
以
上
で
景
品
払

山山
し

(
リ
プ
レ
イ
へ
の
切
轡

可
能
)。

遊
戯
料
金
は
三
十

円
設
定

(切
終
可
能
)
。

定
価
凶
十
万
円
。

こ
れ
は
三
立
技
研
か
ら
の

許
諸
n
川
「
T

T
ジ
ャ
ン
ピ

ュ

ー
タ
|
」
を
さ
ら
に
改
良
し

た
も
の
で
、
変
更
点
は
次
の

と
お
り
。

ωポ
ン
、
チ

l
、
ヵ

ン
、
リ
l
チ
、
ロ
ン
の
戸一
が

ザーカス

司、司、
句、

パ
ド
ル
で
っ
か
む
こ
と
が
で

き
、
ボ
タ
ン
を
雌
す
と
回
転

し
な
が
ら
破
穣
カ
を

mし
て

飛
ん
で
い
く
。
火
の
主
下
は
次

第
に
僧
加

{
悶
側
ま
で
}
す

る
。
三
人
閉
ま
で
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
が
相
手
を
す
る
。

定
価
四
十
九
万
五
千
円
。

入
り
、
役
満
利
了
で
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
鳴
る
、
間
リ
ー

チ
を
か
け
牌
を
す
で
た
直
後

か
ら
タ
イ
マ
ー
ス
ピ
ー
ド
が

従
来
の
半
分
に
'
な
り
、
ゆ
っ

く
り
で
き
る
、
問
リ
|
チ
を

か
け
る
と

「
オ
ー
プ
ン
」
の

文
字
が
出
で
相
手
の
牌
が
表

に
な
る
、
凶
役
満
で
あ
が
っ

っ
た
場
合
、
「
和
了
」
ボ
タ

ン
を
抑
し
て
い
る
う
ち
は
あ

が
り
手
を
表
示
し
た
ま
ま
と

な
る
、
間
コ
ン
パ
ネ
部
分
を

四
必
ず
つ
引
込
め
て
い
る
。

定
価
五
十
二
万
円
。

ウォーロードγyマージャン

4台で3機種の魅力

(P-ROM受換可)

|テーブルゲーム用アンダーボックス専門メーヵー|

スカイス'*''Yパー(テープル)、スカイスキ yパー

カラーディスプレイモニター
@@@(JXD@ ~+ @@@(j)@@οο@付F

パネル取付操作ケース

各種操作パネル
(倒J)シャンビュータ一周操作パネル

パネル操作部には、あらゆる

パネル(当社製)が取付けられ

ますので、パネJレ交織により、

新しいゲームに使えます。

14型.20型戸ンターボックス
(コインボックス付)

テーブルゲーム用脚体

① 

⑤ 

② 

④ 
⑥ 

①
 

〈共通仕綴〉
・ 1コイン 1、2、5ク

レジット切嘗可

・クレジット、ホッパー

いずれも使用可

.パッデアップ織能付で

停電時もOK
・配当率90-S5%切替可
.外部キー担軽作で問替も

ワンヲッチ

スーパー・ファイブ・キング ・Cash目。x3000枝以よ

スーパー・キング

l開院
スーパー・ボーナス・キング

12回転|

!1  
1111111111111 1 

. .・ ・・・・・

-別i主その他金具等一式も製造
販売致しておりま す 。

・商品数の多少にかかわらず会

閣発送致します。
*修週・改造に際Lτは電気用品取締
法など関係法令を遵守しま しょう。

Pロム寄纏
roム曹込器lヶ問、 8ヶ用
事因坊取器パ yタエ"λ 。半導部専用ハングごて

押ボタンスイ yチ{取付金具、マイクロスイッテ付)
押ボタンスイッテ (ミユーロン)
。 ( " ) 

レパースイヅチ(ミaーロン)
機作級畠援
エスカ yショ ンeλモータ板 tjラス ー天板 λテ
ー・レ，ミーホ-1レ・コインカワンター

@ 

⑥
⑥
⑦
⑥
 

カラーディスプレイモニター 14~盟、 18裂、 20裂、 22溜
カラーディ スプレイモニター基板だけ
スイ yチングレギュレータ-3電源

・'ll5V5A.e5V1A.12V1A 
・噌5V6A、骨5V1̂.1仇ハ 5A
. $5V4A、eW1A、12V1A

2方向 ・4方向・ 8方向レパースイッチ
モニター用絶縁 トランス ・番嫌付属品

① 

① 

J負

戸、

メダルゲーム慢の段置通営につ
i'ましては rメダルゲーム場選
営基準J;を守っτご使用下さい。

G雪泊東ELクト口二クス(械

四.1

望至亘

20インチ
テーブル型キャビネット

州
側
タ
イ
ト

|
(本
枇
東
京
、

コ
i
ガ
ン
社
長
)
か
ら
テ
l

;
i
i
j
j
j
i
-
-Jj
i
;・〈;;，i;2;ii;〈?f

叫
紛
叩
関
剖
蛸
粉相
機
製
作
所

(
本
夕
イ
ミ
ン
グ
を
測
り
也
昏
芯
が
、
ら勺

社
京
都
、
古
川
謙
三
社
長

)

パ

ー
を
操
作
し
、
ボ
l
ル
を

か
ら
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機

浅

い

ほ
う
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

「サ
ー
カ
ス
」
が
新
発
売
と
れ
て
い
き
、
こ
う
し
て
四
つ

な

っ

た

。

の

風

患

を

利
用
し
て
、
最
よ

こ
れ
は
四
つ
の
風
車
状
の
部
の
ピ
エ
ロ
の
口
に
入
れ
る

も
の
を
利
用
し
て
、

一
定
時
と
一

点
得
点
。
こ
う
し
て
次

関
内
に
ボ
ー
ル
を
ど
ん
ど
ん
々
と
得
点
を
あ
げ
て
い
く
。

上
へ
あ
げ
る
と
い
う
ゲ
l
ム

内
容
。
タ
イ
マ
ー
は
六
十
秒

(
十
秒
き
ざ
み
で
翻
飾
で
き

る
)印刷
寧
に
は
ボ
l
ル
を
か
か

え
る
ポ
ケ
ッ
ト
が
浅
い
の
と

深
い
の
と
、
が
交
互
に
設
け
ら

れ
で
お
り
、
深
い
ほ
う
に
入

る
と
ホ
ー
ル
に
入
っ
て
ア
ウ

ト
と
な
る
。
従
っ
て
う
ま
く

l
 
l
 
l
 

マ95-2085

TV機部昂も好釘発売申です

総修理改造に際vrは電気用品取締法を滋守しましょう

大阪府東大阪市高井田本通5・2

ft06(783)6362附.

.十字レバー

・八方向レバー

・発射ボタン
.スイッチングレギュレター
.操作パネル(各種)

ι 品商会l
A 



( 12) 月2回 (1臼・ 15川 発行ゲームマシン第170号昭和56年8月1日ゲームマシン

多い組合わせ画面のマルチスクリーン

トマツ
日本初公開の

キノオー

~ 

ー、

• 

月2固 (1日 ・15日} 発 行【全面広告】昭和56年8月1日・第170号

TVゲーム

コ
新
町
ア

(13 ) 

大阪ガス rワンずーランドJの映像ホールにて.キノオートマット方式により.観客の怠息に縫って
物舗が進待する。上の写真11鐙げられたパイを主人公 (女性}の若い夫に当てるか、それともウェイ
9ーに当てるか、どちらかを選択する場簡で、結集は多数決で前者と決定.右下にいるのは司会者

当
初
予
測
を
百
五
卜
万
人
以

上
む
上
回
る
勢
い
で
大
盛
況

ぷ
リ
を
比
せ
て
い
る
@
会
場

に
は
.
1
卜
a

e

の
パ
ピ
リ
オ
ン

が
あ
る
が
、
そ
の
大
多
数
が

何
ら
か
の
形
で
映
像
技
術
を

採
り
入
札

て
お
リ
、
こ
の
俄

し
は
映
像
を
通
じ
て
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
広
一
本
に

し
て
い
る
と
バ
つ
で
も
よ
い
。

そ噂
}で
映
像
技
術
を
中
心

に
パ
ビ
リ
オ
ン
を
い
く
つ
か

紹
介
し
て
い
く
が
、
ブ
ラ
ウ

ン
管
以
外
で
ス
ク
リ
ー
ン
を

用
い
た
ら
め
の
う
九
.
そ
の

ス
タ
イ
ル
に
よ
り
予
出
ス
ク

リ
ー
ン
、
山川
耐
ス
ク
リ
ー
ン
、

そ
の
他
と
お
お
む
ね
宍
つ
に

分
け
て
述
載
す
る
・

ま
ず
神
戸
館
は
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
紳
一
戸
」
を
テ
!
?
に

神
戸
市
が
山
山
展
。
閉
館
の
メ

イ
ン
は

「
ト
ラ
イ
ビ
ジ
ョ
ン

劇
場
」

で
、
映
像
と
実
際
の

演
技
と
を
何
時
進
行
さ
せ
、

舞
台
の
人
物
と
映
像
と
の
や

り
と
り
な
ど
の
進
鎖
剣
で
神

戸
の
魅
力
を

一ト
分
間
紹
介
・

ス
ク
リ
ー
ン
ー
タ
テ

4
V

ヨ
コ

2
・
河
川川の
も
の
を
上

ド
.
段
、
ヨ
コ
八
列
に
計
十

六
台
ぷ
位
。
そ
の
・
っ
ち
川
台

は
前
後
に
帥
仲
動
可
能
な
た
め

映
像
の
4

叫m附が
州削川
え
る
な
ど

怠
外
な
.
シy
l
ン
が
仙枕机山
す
る

酬劇刷叫埼吋.ぺ辺止け
μH.:一
行
人
.

M
館
に
は
も
、
ヲ
一
つ
「
ス

カ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
」
が
あ
る
。

ニ
れ
は
直
後

ω
H州、
深
さ
約

3
U
の
{八の
中
に
給
問
形
め

平
面
ス
ク
リ
ー
ン
を
設
け
、

個慨す骨
が
上
か
ら
映
像
を
の
ぞ

き
込
む
む
の
で
、
上
か
ら
の

雫
直
映
写
に
よ
る
。
内
申
什
は

ト
上
申
で
か
ら
日
比
心
神

ρ
の
山
間
.

大
阪
ガ
ス
『
ワ
ン
ダ
ー
ラ

ン
ド
』

は
映
像
ホ
ー
ル
と

L

N
Gを
中
心
と
し
た
展
示
ゾ

ー
ン
に
分
か
れ
、
テ
ー
マ
は

「
ふ
し
ぎ
な
世
界
」。

映
像

ホ
l
ル
で
は
日
本
初
公
開
の

「
キ
ノ
オ
ー
ト
7

y

ト」

方

式
に
よ
る
映
州
を
上
映
。
こ

れ
は
駅
界
的
な
映
像
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
の
ヤ

ロ
ス
ラ
フ

・

フ
リ
ヅ

チ
ェ
氏
が
開
花
し
た

ら
の
で
、
途
中
で
映
像
が
ス

ト
ッ
プ
し
、
次
の
民
間

{・-

日
刊
紙
)
に
つ
い
て
河
会
悼刊
の

誘
導
で
観
符
が
紛
の
選
択
ボ

タ
ン
を
抑
し
、
多
数
決
に
よ

リ
物
置
叫
が
進
む
。
例
え
ば
ギ

ロ
チ
ン
で
あ
わ
や
首
を
洛
と

さ
れ
る

y
l
ン
で
ス
ト
ッ
プ

と
な
リ
、
ギ
ロ
チ
ン
の
刃
を

務
と
す
か
浴
と
き
な
い
か
、

ど
ち
ら
に
展
開
さ
せ
る
か
を

観
客
が
決
め
る
わ
け
だ
。

内
谷
は
愉
快
な
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
旅
行
で
、
激
回
の
選
択
を

U
H
て
物
司
聞
が
完
結
・
ス
ク
リ

ー
ン
は

4
ν×
6
μ.
ぷ
布

日向
川
附
に
選
択
の
紡
聞
取
が
わ
か

る
氾
光
表
示
が
あ
る
・

清
水
艇
の
形
を
し
た
ポ
ー

ト
ピ
ア
み
ど
り
館
は
「
海
・低

へ
の
い
ぎ
な
い
」
が
テ
!
?

で
、
同
銀
の
メ
イ
ン
で
あ
る

'‘ 『

01決盗ルパンが寧にのって澄場、
通路の金貨を拾いながらドル袋とか

主かんなどを奪いま す。 ニれ脅迫う

のが 4人のポリス、ルパンはシャ ッ

ターをおろしてポリ ス を一定時間音程

度に閉じ込めたり 進 行を防容するこ

とが出来ます。 ルパンが笑いポリス

が泣くといったユーモアを織りまぜ

てゲームが進行し ます。 J思わずつり

込まれずにはいら れ ない コ ミカル あ

ふ れ るゲーム で す。

新しい

4人用の本格麻雀テ レジヤ

ンに次いで2人が同時に対

戦できるマージャンゲーム

ザ-~TV 
データの
ツト・・・

ト化されま した。

.1人周l主、コンビューター相手に対戦

・2人用t;t問時に2人が対戦できます。

・金品 をかけてプレーすることは禁止さ

れており ます。

がカセ ッM 

.f~州'+.~J. _'%.:r- ~プリングシスチ

ム4-I1WIL. フ.，r令f・.)1))き.. 
2ンピ~-~ーでョントロール.

上の写真はポートピアみどり館の rシミュレーション・
シ7'9-J、下図は映像システムと婚勧座席のし〈み.

本 社:干171東 京都豊島区南池袋 3- 9 - 5電話(03)9882571側

名古屋営業所:〒464名古屋 市千緩区容問通り 6の 28電話 (052)762・5222

4菖肉営業所:苧812福間市博多区博多駅前33-12縛多白水り~5F 電話 (092) 474 0120 

DATAEAST INC SANTACLARA CA95050 U.S.A. 

徐式会社デヨ ・札幌〒064札幌市中央区爾ニ+ー粂西十二丁目879-15会 (011)562喝 2・15附

盟かさを演出する、電子技術の

株式
会社

-_.. ... |I二r-I
/j'".，../ 

.益.'fr-
... ・刊の叫宇憤1ニよ吋て

マ II~L:れされる3111i'?'" 
+ス夕、1/-;"'.

上
の
写
奥
は
川
鉄
地
同
時
館
の
メ
イ
ン

ス
ウ
リ
I
ン
の
映
像
.
左
図
U
閉
館

内
の
映
像
シ
ス
テ
ム
.

3Y.I.I険..
帽、融調F・
閉山刷

川、融Z彦・

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

・
シ
ア

タ
ー
も
治
水
艇
の
内
部
を
間
伐

し
た
劇
場
と
な
っ
て
い
る
・

観
客
は
浴
水
艇
の
乗
客
と
な

り
、
海
底
の
世
界
を
後
似
体

験
。中
川正
気
パ
ネ
に
よ
る
鑓
動

座
席
で
そ
の
効
果
を

一
一
層
盛

り
上
げ
て
い
る
。
タ
テ
4

H
M
、

ヨ
コ

9
H川
(
コ
-面
)
の

マ
ル

チ
ス
ク
リ
ー
ン
と
映
写
機
三

台
使
用
・
上
映
時
間
十
託
分
銅

劇
場
内4
n
H
Z
一-h
・
-
一
ト
六
人
・

地
球
の
形
を
し
た
川
鉄
抽
思

疎
館
は

『
地
球
を
考
え
る
」

が
テ
|

7
・
球
型
ド

l
ム
の

内
線
は
宇
宙
船
の
操
縦
席
を

模
し
た
も
の
で
、
相
眠
客
は
宇

宙
旅
行
を
疑
似
体
験
し
地
球

に
一戻
る
と
い
う
設
定
。
正
P

闘

に
7
H川×
M
U
M
削の
7

ル
チ
ス

ク
リ
ー
ン

(7
ν
×
8

M
M

の

も
の

一掃
)
‘
そ
の
下
に

3

μ
×
6

H
M
の
サ
ブ
ス
ク
リ
ー

ン
、
そ
し
て
江
副
床
に
は
直

協
同

5

H
M

の
円
形
ス
ク
リ
ー
ン

を
ぷ
沼
.
円
形
ス
ク
リ
ー
ン

は
ド
ー
ム
内
を
上
下
に
ゆ
っ

く
り
と
移
動
し
、
宇
宙
船
の

縦
着
陸
の
さ
ま
を
表
現
す
る
。

映
写
機
は
計
六
台
使
用
・
内

容
は
三
億
光
年
の
か
な
た
ま

で
の
宇
宙
旅
行
、
地
球
と
人

間
と
の
か
か
わ
り
合
い
の
姿

で
、
「
わ
れ
ら
の
地
域
」
と

題
し
て
卜
五
分
間
上
映
.
定

・
n
H
・
:h
hハ卜
人
.
 

.... 、
PARTll 

閉
幕
以
来
.
全
会
期
の
=
-

分
の
こ
以
上
を
経
過
し
た
ポ

ー
ト
ピ
ア
幻
(
神
戸
樽
)
は
、

七
月
中
旬
現
在
で
総
入
場
者

数
八
百
五
十
万
人
を
教
え
、

〒670兵庫県姫路市安図 1丁目総需，.
TEし (0792)82-創鴻1(代襲)

@北日本代理底 繰式会社レジヤ『サーピス

〒983宮減曝泉市陽光台東一了自30番1毎
T E L. (0222) 52ー 1711骨骨

@〒540大阪 市東 区内本町 1丁目 48番地
T E L. (06)946-0181-3 
TELEX 5297019 MAX SC J 

@姫路支庖

マックスザーピスf・3
e 

MAX' SERVICE CORP. 

/(Ijー純生パーツのことならマ、yクスサービスヘ

当守ッヲスサ品ピスU、パリ時純正パーツを・3町に取締え

ておりますので、・81年度新パーツカタログご入用の方Uご
一線 くだされば、芸懇お送りいたします.

・多少にかかわらず.お電信一本で全国へ発送いたし宮司r.
・価格褒ご入用の方はご一章置くださし、。 お送りいたします.

『

特許出願中

マ95-2029

根強い人気で好評発売中

A 必要素

WWIIβ:2J 
O綱、fO J

， 〆ヅクが

げ九三ZE遭うこど
②'、二盛の¢甫そ三〓ω械の
竺ZEのが市今一，
ULyミロ:し'(l1li.-1:
M婦、剣て新g...1.1
~A自宅r-Jt 

J?γ 

ft06(264) 1391(大代理理}
ft0723(36) 1174(代表}

-プレイテーブルのお申し込み、お問い合わせ

.本社/大阪市東区安土町2丁目30番歯車(大阪国際的レ2t1'") 

.tll練工場/大阪府桓源市西犬家l丁目 1-5-16
7<‘，..uζ悦...， ..'脳~~ J ~..c~A..>>.m...もτ aぃ。 a マので:."T f.い.

'M(iP-II/S・1.u貨をまの穂先l1: :r 'Jジ~"".&でマ.

以ょの〆グルゲー4・崎町政置喧嘗につ岳ましてU
"グルゲーム喝，f肯"
， .を守勺でご使用下きい.

アイレム株式会社

-閣"'"圏内e
‘..e均_，.‘ヨ，.. ・-，

.. 

. 
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(14) 月2回 (1日・15日)発行【全面広告】ゲームマシン第170号昭和56年8月1日
~ 

『

月2図 (1臼・15日)発行

セガ・スペース・オデッセー

【全面広告】

NEW GRAND DERBV 
セガ・ニュー・グランド・ダービー

三場

-へ

あのグランド・ダービーがさらにレベル・アツプ

新しい魅力を秘めた本格的な競馬TVメダルゲ一ム。

WARLORDS 

このゲーム機は.運営基準に沿った
メダルゲーム場にてζ使用下さい。

特に取得メダルの財物への交換は、

賭博行為となりますので.絶対に禁

止して下さい。

A 

HUSTLER VIDEO 

SPACE ODVSSEV 

謎の惑星に侵入せよ y

あざやかに変化して行〈壮大なシーンを

リアルに再現。

スペース・ロマンあふれるニュー・スベ

クタクル・ TVゲーム。

FROGGER 
フロッガー

ゆかいなカエルの大冒険

コミカルタッチの楽しいTVゲーム。

コナミエ業綿製造許諾製品

第170号昭和56年 8月1日)
 

e内
J
V1
 

，st
、

フ
ア
イ
ヤ
l
・
ボ
l
ル
で
狙
っ
た
械
を
攻
め
落
と
せ
/・

1
人
1
4
人
で
プ
レ
イ
が
楽
し
め
る
ニ
ュ

l
・
タ
イ
プ

の
T

V
ゲ
ー
ム
。

米
国
ア
タ
リ
社
製
造
終
第
製
品

ビ
デ
オ
・
ハ
ス
ラ

l

ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
つ
い
に
ビ
デ
オ
に
な
っ
た
/

ポ
ケ
ッ
ト
の
醍
醐
味
を
た
ん
の
う
で
き
る
異
色
の

T

V
ゲ
ー
ム
。

コ
ナ
ミ
エ
業
(
株
)
製
造
許
諾
製
品

テ
ー
ブ
ル
型
も
あ
リ
ま
す
。

ウ
ォ

l
ロ
l
ド

マ91・16582

，.. 
，、

JUNGLE LORD 
ジャングル・ロード

ウィリアムズ社製

STARRAKER 
セ
ガ

(
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
)

ス
ペ
ー
ス
・
タ
ン
ク
で
般
の
防
衛
線
を
次
者
と
突
破
/

司
令
部
へ
ア
タ
ッ
ク
グ

4
つ
の
戦
闘
シ
l
ン
を
繰
り
込
ん
だ
異
色
の
T

V
ゲ

ー
ム
。

基
板
販
売
も
同
時
受
付
中

お
手
持
ち
の
デ
ュ
ア
ル
基
板
を
被
格
値
で
ス
タ
l
レ

イ
カ

l
へ
。

お
知
ら
せ

弊
社
は
コ
ナ
ミ
工
業
株
式
会
社
よ
り
フ
ロ
ツ
ガ
ー

に
閃
し
、
世
界
中
で
独
占
的
に
製
造
、
販
売
す
る
椛

利
、
な
ら
び
に
そ
の
す
べ
て
の
商
標
権
、
著
作
権
(音

楽
上
の
も
の
を
含
む
)
お
よ
び
そ
の
他
の
工
業
所
有

線
を
得
て
お
り
ま
す
。

弊
祉
は
右
柑
山
諸
権
利
を
積
極
的
に
機
暗
殺
す
る
た
め

に
、
無
断
で
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
と
き

は
、
法
律
上
認
め
ら
れ
て
い
る
所
定
の
手
続
き
を
最

大
限
に
行
使
す
る
窓
忽
が
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

〒108東京都港区三国3・5・16 TELEX J27181 
TEL 03(455)6511(大代表)

〒140東京都品川区東品川1・32-15=>ーシ ョーピル3F
TEL 03 (472) 6405(代表)

干556大阪市浪速区元町2-12・24・106
TEL 06 (647) 4455(代表)

〒464名古屋市干種区今;也4-1-11岩田ピル
TEL 052(732) 2611(代表〉

キ土

部

大 級官t集所

術

本

妓

，、

，、

弊社製品についての無断の模倣、改造等の行為は固くお断り致します。

一J負.、 ぷ土 事京都大国医9毘! 2 -前日正 0371.2 I 3 I 7 I I大代事問 i出会 J吉 大阪llIII.!i!J中オτ将TキmE. 5 3 訪日 061334153311，代 ヲ与1
↑菊名与主 J宮 福岡‘里子E岡丸中クミ区白合2 5 !ら 電話092522 1 471~1 f-1<.，. 三宅l
鼻 l 司王広 4向lilE!主主11:1豊平子iI9Il!l [;D] 1m! 1IIl話。1'(841)O248，代 表 l

長話ヨ;ø宇ヲ';c~~百羽区too明司
名古屋営業所



ゲームマシンゲームマシン (16) 月2回 (1日 ・15B)発行

5
月
刊臼
目
、

コ
ピ
l

対
策
で

第170号昭和何年8月1日
ト-、

米
国
ヱ
キ
シ
デ
ィ
社
に
ユ

。夜一
T
京
、
ぜ
壬

ヨJ
'
d
a
E
4
3
0
J
λ

ぁ

t

カ
ニ

ン
ガ

ム
・

技

術

サ

ー
ビ

ス
部
長

米
国
エ
キ
シ
デ
ィ
社

(
本
部
-
肢
と
し
て
テ
ラ
ン
ス

・
カ

社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ニ
ニ
ン
ガ
ム
氏
が
同
社
に

H

着

l
ベ
l
ル
、
カ
ウ
フ
7

ン
会
任
(
あ
る
い
は
省
地
)

H

し

長
)
で
は
こ
の
ほ
ど
、
同
社
た
、
と
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
写
真

の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ビ
ス
を
添
え
で
発
表
し
た
。

ニ
ー
ク
な

'‘ 
ヘ

策
や
そ
の
訴
訟
手
続
き
な
ど

を
引
合
い
に
出
し
な
、
が
ら
、

米
国
や
そ
れ
以
外
の
閣
に
い

る
コ
ピ

l
屋
た
ち
か
ら
身
を

守
る
よ
う
笹
告
を
発
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
同
協

会
で
は
こ
の
ほ
ど
、
こ
う
し

た
法
律
蘭
で
の
顧
問
と
し
て

ル
ベ
ン
&
プ
ロ
ク
タ
l

(代

寝
入
}
に
委
嘱
し
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

A
D
M
A
は
既
報
の
と
お

り
、
シ
カ
ゴ
郊
外
に
先
ほ
ど

事
務
所
を
附
設
、
ヒ
ュ

l
ブ

シ
ェ
氏
を
専
務
理
事
と
し
て

迎
え
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

こ
の
ほ
ど
機
関
紙
と
も
言
う

べ
き
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
!
の
作

成
に
と
り
か
ゆ
っ
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

'
の
孤
宮
崎

カ
ニ
ン
ガ
ム
氏
は
ア
タ
リ

社
で
の
経
験
を
含
め
、
一
電
子
・

電
算
分
野
で
八
年
以
上
の
経

験
を
持
つ
ベ
テ
ラ
ン
。
エ
キ

シ
デ
ィ
社
で
は
カ
ス
タ
マ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド

・
サ
ー
ビ
ス
部

門
を
担
当
、
技
術
総
削
円
会
の

開
催
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
サ
ー

ビ
ス
儲
報
の
発
行
の
ほ
か
、

電
話
に
よ
る
技
術
サ
ー
ビ
ス

(
日
本
に
は
な
い
無
料
の
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
)
な
ど
の
資
任

者
と
し
て
張
り
切
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
悶
氏
は
、
戦
鼠

飛
行
機
に
よ
っ
て
長
も
長
い

距
縦
を
飛
ん
だ
と
い
う
世
界

記
録
保
持
者
で
も
あ
る
。
彼

は
「
笠
を
飛
ぶ
の
は
泌
し
い

こ
と
だ
が
、

T
V
ゲ
|
ム
機

業
界
ほ
ど
実
際
に
自
分
を
興

経
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
な

い
。
新
首
脳
部
、
拡
張
さ
れ

た
R
&
D
部
門
と
サ
ー
ビ
ス

部
に
よ
っ
て
、
エ
キ
シ
デ
ィ

社
の
発
展
速
度
は
超
音
迷
並

み
に
な
っ
た
」
と
調
子
よ
く

語
っ
て
い
る
。

な
お
同
氏
の
H

飛
行
機
仰

に
付
さ
れ
た
マ

i
ク
は
、
大

き
な
認
を
持
つ
パ

y
フ
7
ロ

I
。
そ
の
勢
い
で
同
社
が
発

展
す
る
よ
う
望
ま
れ
て
い
る
。

エキシテ'ィ祉に着地したカニンガム氏

米
国
の
セ
、
力
投
(
本
社
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ロ
ー
ゼ
ン
会
長
)
と
同
社
子
会
社
で
あ

る
ク
レ
ム
リ
ン
社
(
本
社
サ
ン
ジ
エ
コ
、
フ
ォ
ク
ル
マ
ン
副
会
長
)
が
毎
年
間
聞
い
て

い
る
デ
ィ
λ
ト
リ
ビ
ュ

1
9
l
会
合
が
、
六
月
十
一
日
か
ら
四
日
間
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
ラ
コ
ス
ム
ツ
に
あ
る
ラ
コ
ス
タ

・
ホ
テ
ル
を
中
心
に
聞
か
れ
、
ロ
i
ゼ
ン
会
長

は
仰
ビ
ジ
ョ
ン
創
H

を
-y
l
マ
に
、

T

V
ゲ
ー
ム
機
で
の
新
改
造
シ
ス
テ
ム

μ

コ
ン

バ
ー
ト

・
ァ
・
ゲ
1
ム
仰
な
ど
を
発
表
し
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

ュ
l
空
l
に
中
旬
穆
を
与
え
た
。
以
下
に
掲
げ
る
の
は
、
同
会
合
で
の
ロ

l
ゼ
ン
会
長

v

の
淡
説
(
全
文
)
か
ら
の
要
約
と
し
て
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

日

実
務
者
レ
ベ
ル
会
合

五
月
二
十
九
日
、
シ
カ
ゴ
ハ

l
ド
と
ソ
フ
ト
の
そ
れ
ぞ
害
し
た
コ
ピ
l
口
聞
に
対
す
る

で
米
国
A
D
M
A
(
ア
ミ
ユ
れ
の
保
護
に
関
す
る
務
作
権
法
的
以
済
手
続
き
で
は
、
従

l
ズ
メ
ン
ト

・
デ
バ
イ
ス
・
日
法
の
絞
心
が
急
速
に
明
ら
か
釆
か
ら
の
組
制
審
賠
償
鶏
求
な

マ
ニ
ュ
フ
7

ク
チ
ユ
ア
ラ
ー
に
な
り
つ
つ
あ
る
点
で
、
集
ど
の
ほ
か
、
新
た
に
裁
判
所

ズ

・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
中
的
に
論
議
さ
れ
た
。
こ
の
命
令
に
よ
る
コ
ピ

i
機
抑
収

本
部
シ
カ
ゴ
〉
主
催
に
よ
り
中
で
、

T
V
ゲ
l
ム
の
コ
ン
や
、
合
衆
国
関
税
部
や
i
T

小
型
A
M
機
メ
ー
カ
ー
の
事
ピ
ュ

l
タ
l
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
C
(
国
際
貿
易
委
民
会
)
に

務
レ
ベ
ル
会
合
が
俄
さ
れ
た
。
に
関
す
る
著
作
総
と
、

T

V

よ
る
同
様
の
処
恕
な
ど
が
あ

こ
れ
は
と
く
に
T
V
ゲ
i

ゲ
l
ム
機
の
そ
れ
自
体
の
ピ
り
う
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

ム
機
の
不
法
主
コ
ピ
l
(
模
デ
オ
・
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
闘
っ
て
い
る
(
実
例
は
本
紙
で

倣
)
に
対
す
る
対
策
が
ま
す
す
る
著
作
総
と
は
別
々

に
保
も
い
く
つ
か
既
報
)。

ま
す
重
大
に
な
っ
て
き
た
た
殺
さ
れ
う
る
こ
と
も
翁
題
に

A
D
M
A
で
は
、
こ
う
し

め
聞
か
れ
た
も
の
で
、
会
員
な
っ
て
、
注
目
さ
れ
て
い
る
。
た
会
合
を
通
じ
て
、
メ
ン
バ

で
あ
る
か
ど
う
か
を
問
わ
ず
ま
た
著
作
権
や
-
M
標
権
を
品
目

i
が
と
っ
て
き
た
コ
ピ
l
対

広
く
小
型
A
M
機
メ
ー
カ
ー

に
呼
J

び
か
け
、
こ
う
し
た
問

題
に
関
す
る
各
社
専
門
家
が

集
ま
り
討
議
し
た
結
果
、
米

悶
内
外
で
著
作
権
と
商
標
備

を
も
と
に
コ
ピ
l
対
策
に
大

き
な
成
果
が
上
っ
て
い
る
こ

と
が
は
っ
き
り
し
た
。
A
D

M
A
の
会
員
は
割
引
夜
、
ア
タ

リ
枝
、
セ
ン
チ
ュ
リ
社
、
シ

ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
、
エ
キ

シ
デ
ィ
社
、
ゲ
ー
ム
プ
ラ
ン

社
、
ゴ
ッ
ト
リ
i
プ
社
、
グ

レ
ム
リ
ン
社
、
ロ
ッ
ク
オ
ー

ラ
社
、
ス
タ
ー
ン
社
、
タ
イ

ト
l

・
ア
メ
リ
カ
社
、
U

S

ビ
リ
ヤ
ー
ド
社
、

ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
U
S
A
社
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
社
の
十
三
社
。

こ
の
会
合
で
は
T
V
ゲ
ー

ム
機
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の

月2固 (1 1:1・ 15日}発行
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'
t

、

映
画
、
レ
コ
ー
ド
産
業
を

追
い
越
し
た
米
国
A

M
界

こ
う
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

T
V
ゲ
l
ム
臨
時
分
野
の
鴛
災

的
昔
話
北
途
は
社
会
的
な
現
象

と
も
会
っ
て
い
る
が
、
そ
れ

は
映
画
や
ス
ポ
ー
ツ
や
コ
ン

サ
ー
ト
の
観
賞

・
縦
覧
な
ど

の
よ
う
な
受
け
身
の
副
知
楽
の

形
態
と
ち
が
っ
て
、
コ
ン
ピ

新
ゲ

l
ム
の
洪
水
で
今
後

に
問
題
を
残
す
状
況
へ
:
・

仰

マ

ー
ケ
ッ
ト
が

一

杯
に
な
っ
た
こ
と

ま
ず
第

一
に
指
摘
せ
ね
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
ア
ー
ケ

ー
ド
、
ス
ト
リ
ー
ト
の
い
ず

れ
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も
A

M
ゲ
l
ム
機
は
飽
利
状
態
に

近
づ
き
つ
つ
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
新
製
品
の
販
売
実
績
が

ス
ロ

1
7
ウ
ン
す
る
に
途
い

な
い
こ
と
1
1
4木
闘
で
は
今

Costa 

コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー

・
T
V

ゲ
l
ム
機
は
娯
楽
メ
デ
ィ
ア

と
し
て
す
で
に
降
立
し
て
い

る
。
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

ゲ
l
ム
出
械
が
、
広
い
怠
昧
で

の
娯
楽
産
業
の
中
で
今
や
中

心
的
な
ん
行
復
に
な
っ
て
い
る

こ
と
は
、
近
い
将
来
広
〈
知

れ
わ
た
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
在
酔
眼
な
デ
ー
タ
は
入
手

不
可
能
で
は
あ
る
が
、
当
社

に
よ
る
剰
資
結
采
に
よ
る
と

次
の
よ
う
に
A
M
ゲ
l
ム出悼

の
キ
ャ

y
シ
ュ
，
ホ

γ
ク
ス
に

入
っ
て
く
る
お
金
の
総
綴
は

映
画
産
業
や
レ
コ
ー
ド
由
開
業

の
そ
れ
よ
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
(
左
下
の

表
を
参
照
の
こ
と
)。

調
査
に
よ
る
と

一
九
八

O

年
の

一
年
間
に
映
画
館
に
入

っ
た
総
光

tげ
制
酬
は
二
十
七

億
ド
ル
、
レ
コ

ー
ド
音
楽
媛

業
で
は
三
十
七
億
ド
ル
と
な

っ
て
い
る
が
、
硬
貨
作
動
式

の
A
M
業
界
で
は
な
ん
と
丘

十
億
ド
ル
に
も
逃
し
て
い
る

の
で
あ
る

(
こ
れ
ら
の
数
字

は
米
国
市
場
の
み
の
も
の
)。

こ
れ
ら
A
M
業
界
に
は
米
国

内
で
約
七
十
万
台
も
の
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
T
V
ゲ
ー
ム
機

が
稼
動
し
て
い
る
と
円
ん
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
年
平

均
五
千
ド
ル
叫
怖
い
で
い
る
・
と

さ
れ
て
い
る
(
と
く
に
新
ゲ

ー
ム
の
場
合
は
最
初
の
八
な

-

い
し
十
二
ヵ
月
で
-
万
な
ら

一
万
五
千
ド
ル
も
稼
ぐ
)。

時80曲。品RevenueBV In~t，y (U. $.) 
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ろ
う
。

一
方
、
メ
ー
カ
ー
と

し
て
は
同

一
機
緩
か
ら

H
型

旧
型
、

w刑
阜
、
と
タ
イ
プ
を
積

み
上
げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
新
し
い

年
世
帯
れ
ま
で
に
そ
う
な
る
と
ホ
ッ
ト
な
ゲ
|
ム
機
を
、
機

閉
山
わ
れ
る
ー
ー
を
芯
昧
し
て
み
上
げ
方
式
で
供
給
す
る
こ

い
る
。
そ
の
た
め
に
考
、
え
ら
と
で
、

デ
ィ
ス
ト
リ
ピ

ュ
l

れ
る
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
タ
ー
の
要
望
一
に
も
応
じ
ら
れ

③
こ
う
し
た
マ

|
ケ

γ

る
供
給
ス
タ
イ
ル
が
考
え
ら

ト
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

れ
る
。

さ
ら
に
ホ
ァ
ト
な
ゲ
l
ム

機

③

七

十

万

台

も

の

コ

ン

を
私
た
ち
は
供
給
せ
ね
ば
な
ピ
ュ

1
タ
l
T
V
ゲ
i
ム
機

ら
な
い
が
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
す
で
に
紋
出
陣
さ
れ
て
い
る

は
購
入
す
る
機
阻
慨
を
ま
す
ま
が
、
そ
れ
ら
は
本
来
な
ん
ら

す
厳
し
く
選
択
し
て
い
く
だ
か
の
機
械
に
よ
っ
て
置
き
慾

え
ら
れ
る
も
の
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
問
題
は
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
に
と

っ
て
魅
カ
あ

る
も
の
と
う
ま
く
按
統
で
き

る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
。
新
し
い
ロ
ケ

l
y
ョ
ン
朋
に
新
し
い
機
械

が
や
は
り
必
婆
で
あ
り
、
改

造
の
み
に
目
を
議
わ
れ
て
い

る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
い

う
点
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

ω
新
し
い
機
械
が
次

々
発
売
さ
れ
る
こ
と

新
し
い
ホ

y
ト
な
ゲ
i
ム

出
慨
を
次
々
質
い
求
め
で
き
た

ュ
ー
タ
l
T
V
ゲ
l
ム
機
が

個
人
に
対
し
、
そ
の
人
が
自

分
の
u
u
盆
を
試
め
し
た
り
、

自
分
の
選
択
に
よ
っ
て
フ
7

ン
タ
ジ
ァ
ク
な
状
況
を
創
り

出
し
た
り
、
つ
ま
り
能
動
的

に
参
加
す
る
機
会
を
与
え
る

か
ら
、
と
い
う
の
が
第
一
の

腹
自
に
糸
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
社
会
的
な
現
象

を
さ
て
お
い
て
、
似
た
ち
は

A
M
業
界
が
今
ま
で
子
に
し

て
き
た
成
功
を
将
来
的
に
も

手
に
入
れ
る
た
め
に
、
似
た

ち
が
味
わ
っ
て
き
た
こ
の
急

激
な
成
長
が
今
後
き
わ
め
て

現
実
的
に
な
る
に
ち
、
が
い
な

い
削
題
を
は
ら
ん
で
い
る
こ

と，
包
今
知
ら
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
問

題
と
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
に

升
O

ス
v

。

-0tm向 z・耐 剛・・・・・・U1ヤ汚4zw・

1980年における米国の (左から右へ)③醜画穫揖、⑥レ
コード&テープなどの音楽窓察、@硬貨作動式アミュー

ズメント澄織の年間総売上げ高の比較をあ勺わすグラフ

，. .時何時
・明白.. ._喝.

，、
J、

東京都台東区浅草織5・4-4 ジュエル秋若草原
守 111n03 (866) 6175 
仙台市上杉6丁目 1番 12号鈴木 ピル 1階
干980n0222 (75) 6071-3  
徳岡市1噂多区1噂多駅東3-3-16J1Ii皆ピル304号
〒812n092 (471) 8612-3 
青森県むつ市新町 1 2 の 4
干035nOl752 (2) 7780 
東大阪市吉田7-2司35ホワ イ トンャ トー1悩
〒578含 0729(65) 0533 

支庖

仙台営業所

むつ営業所

福岡営掛健所

京東

警護新日本企画
Shin Nihon Kikaku Corp. 

干530 大阪市北区西天満6丁 目 1番2号千代田ビル別館5~皆
T E L . (06) 365-6621 (代)TELp.5236785 SNKCO j 

曲、

p、

iも側古オ
ム大格くぺ
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でる題下つ |
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にゲとり 司

挑
戦
す
る
と
い
う
プ
レ
イ
ヤ
ド
、
サ
ウ
ン
ド
、
ス
ピ
ー
チ

ー
の
傾
向
は
、
こ
の
点
で
由
民

(
音
戸
)
と
な
っ
て
い
る
。

し
惑
し
、
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
P
C
ボ
ー
ド
を
取

ω
コ
ピ
l
屋
の
出
現

り
答
え
る
こ
と
に
よ
り
(
端
部

ゲ
l
ム
機
の
コ
ピ
l
屡
は
作
パ
ネ
ル
や
ゲ
l
ム
表
示
デ

業
界
に
巣
く
う
ク
ズ
で
あ
る
。
ザ
イ
ン
も
)
、
あ
っ
と
い
う

こ
れ
ら
の
無
法
容
は
業
界
の
削
(
約
十
五
分
間
)
で
新
し

正
常
な
発
展
を
阻
害
し
て
お
い
ゲ
l
ム
内
容
に
な
る
の
だ

り
、
許
す
わ
け
に
は
い
か
な
こ
の
新
シ
ス
テ
ム
に
よ
り

い

。

次

の

よ

う

に

多

く
の
問
題
が

附

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

解
決
さ
れ
る
。
ま
ず
③
次
々

ュ
i
タ
l
の
資
金

と
ホ
ァ
ト
な
ゲ
l
ム
機
を
要

新
製
品
の
洪
水
は
デ
ィ
ス
求
す
る
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
⑤
置

ト
リ
ビ

ュ
ー
タ
ー
の
資
金
繰
き
か
え
需
要
に
対
応
で
き
る

り
を
苦
し
く
さ
せ
、
そ
れ
が
し
、
@
新
し
い
ロ
ケ
l
シ
ヨ

ま
た
業
界
全
般
の
動
き
を
幾
ン
に
も
持
ち
込
め
る
。
さ
ら

し
く
し
て
い
る
。

に

ほ
経
営
的
な
観
点
か
ら
見
る

同

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ

と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
、
従
来

ユ
1
タ
l
の
満
足

二
千
ド
ル
(
下
取
り
価
格
を

以
上
の
問
題
を
解
決
す
る
引
い
た
正
味
)
か
か
っ
た
新

に
当
っ
て
デ
ィ
ス
ト
リ
ピ
ュ
ゲ
ー
ム
機
が
、
千
ド
ル
で
済

l
タ
l
の
満
足
を
得
る
た
め
む
な
ど
コ
ス
ト
を
下
げ
、
し

に
も
、
私
た
ち
は
ま
ず
基
本
か
も
売
上
げ
を
維
出
向
す
る
こ

に
戻
る
こ
と
を
、
デ
ィ
ス
卜

と
が
で
き
る
。

リ
ビ
ュ

l
タ
l
に
了
解
し
て
ま
た
次
々
新
ゲ
l
ム
は
出

も
ら
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
る
が
、

機
械
販
売
で
な
い
か

ら
問
題
は
な
く
な
る
し
、
デ

ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

l
タ
l
の
運

転
資
金
も
余
絡
を
取
り
戻
す

こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
は

今
や
飽
和
状
態
に
あ
る
全
米

七
十
万
台
の
T
V
ゲ
i
ム
を

三
年
以
内
に
す
べ
て
こ
の
シ

ス
テ
ム
に
取
り
替
え
た
い
と

考
え
て
い
る
。

セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン
は
ユ

ニ
ー
ク
な
ゲ
ー
ム
を
今
後
も

作
り
出
す
予
定
で
あ
る

3
コ

ン
バ
ー
ト

・
ア
・
ゲ
i
ム
H

シ
ス
テ
ム
は
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト、

閑
ミ
ニ
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
各

様
朗
意
す
る
。
ま
た
業
界
初

の
カ
ラ
l
X
Y
モ
ニ
タ
ー
ゲ

ー
ム
も
近
い
将
来
発
袋
す
る

が
こ
れ
も
H

コ
ン
バ
ー
ト
・

7
・
ゲ
ー
ム
'
で
で
き
る
よ

う
に
す
る
予
定
で
あ
る。

こ
う
し
て
今
あ
る
こ
つ
の

新
ゲ
l
ム
機
「
ス
ペ

ー
ス

・

フ
ユ
ア
リ
l
」
と

「
ス
ペ
ー

ス
・
オ
デ
ッ
セ
l
」
を
通
じ

で
、
新
シ
ス
テ
ム
を
理
解
し

て
ほ
し
い
と
望
む
次
第
だ
。

画
期
的
な

G
z
m
ハ
ー
ド
で

容
易
な
コ
ン
パ

l
シ
ョ
ン
を

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
プ
レ
イ
ゲ
l
ム
変
更
(
コ
ン
バ

ー
ト
)

ャ
ー
か
ら
の
光
上
げ
が
持
続
装
訟
を
組
み
込
ん
だ
T
V
ゲ

す
る
よ
う
望
ん
で
い
る
。
し

l
ム
機
を
皆
さ
ん
に
紹
介
す

か
も
状
況
は
以
上
の
よ
う
に
る
次
第
で
あ
る
。

変
質
し
て
き
で
い
る
。
あ
と

H

コ
ン
バ

ー
ト
・

ア
・
ゲ

は
、
新
し
い
ホ

γ
卜
な
ゲ
l

l
ム
向
シ
ス
テ
ム
は
高
度
な

ム
出
怖
を
寅
い
続
け
る
か
、
四
月
最
新
工
学
を
駆
使
し
た
も
の

わ
な
い
よ
う
に
す
る
か
、
あ
で
、
G

|
初
ハ

ー
ド
ウ
ェ
ア
・

る
い
は
コ
ピ
l
改
造
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
に
遣
い
て

か
の
三
つ
の
選
択
を
迫
ら
れ
い
る
。
加
え
て
H

コ
ン
パ

l

る
だ
け
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
タ
パ

γ
ク
げ
に
よ
る
コ
ン
パ

せ
よ
業
界
は
許
し
い
状
況
に

|
シ
ヨ
ン
は
信
じ
ら
れ
な
い

陥
る
こ
と
に
な
る
(
米
国
で
ほ
ど
簡
単
に
な
っ
て
い
る
。

は
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
よ
セ
ガ
/
グ
レ
ム
リ
ン
独
特

う
な
状
況
に
は
そ
う
簡
単
に
の
G
|

初
ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
は

な
ら
な
い
と
は
忠
わ
れ
る
が
)
。
ヵ

l
ト
リ
γ
ジ
(
カ
セ
ッ
ト
)

こ
う
し
た
問
題
に
対
処
す
シ
ス
テ
ム
に
比
べ
、
さ
ら
に

る
た
め
セ
ガ
社
と
グ
レ
ム
リ
広
範
聞
な
ゲ
l
ム
デ
ザ
イ
ン

ン
社
は
状
況
分
析
、
研
究
絢
を
可
能
に
し
で
い
る
。
こ
れ

査
を
ほ
桜
て
、
今
回
そ
の
結
論
は
ん
ハ
枚
の
P
C
ポ
l
ド
か
ら

を
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
成
り
立
っ
て
お
り
、
各
ポ
ー

す
な
わ
ち
μ

コ
ン
バ
ー
ト

・

ド
は
C
P

U
、
メ
モ
リ
ー、

7
・
ゲ
ー
ム
ザ
と
呼
ば
れ
る
ピ
デ
ォ
、
パ

Y
7
グ
ラ
ウ
ン

東大阪営難所
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用2回 (1日 1511)発行

レ
コ
ー
ド
と
F

M
テ
ー
プ
が
は
っ
き
り

分
極
化
し
、
前
者
の
漸
減
、

後
者
の
拡

大
傾
向
は
附明
白
で
あ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト

と
併
せ
て
、

『
音
楽
鑑
れ
」
は
鑑
賞
部

門
の
主
流
と
な
ろ
う
。

け
い
こ
ご
と
部
門
は
そ
れ
ほ
ど
飛
搬

的
拡
大
は
な
い
も
の
の
、
版
刷酬に
伸
び

る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
も
、
「洋
楽
協
」
、

「邦
楽
総
」
を
附
わ
ず
、
出
m
mm
の
演
出
伎

の
活
動
総
度
が
H
M大
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
「
求
道
的」

レ
ジ
ャ
ー
は
江
戸
時
代

以
前
か
ら
日
本
人
の
心
性
を
形
成
し
て

き
た
も
の
で
、
プ
ロ
と
ア
マ
の
絡
差
が

最
も
小
さ
い
分
野
で
あ
リ
、
今
後
多
く

の
ブ
ロ
的
ア
マ
、
ア
マ
的
ブ
ロ
を
剣
山
山

す
る
で
あ
ろ
う
。

創
作
郎
門
で
は
、
「
凶
芸

・
泌
い
じ

り
」
が
肢
も
巨
大
な
分
野
“
て
あ
る
が
、

「布
と
食
べ
物
の
手
.つ
く
り
」

が
ま
す

ま
す
盛
ん
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
品
開
入
訟

で
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
ホ

l
ム
ソ

l
イ

ン
グ
、
ホ
ー
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
の
分
野
で

あ
る
。
二
つ
の
分
野
と
も
、
本
山胞
に
は

必
婆
な
技
術
体
系
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
備
わ

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
分
野
が
拡
大
す

る
た
め
に
は
、
今
後
ま
す
ま
す
、
市
場

か
ら
提
供
さ
れ
る
大
昆
生
産
品
と
「

T

を
か
け
て
作
る
」
も
の
と
を
峻
別
す
る

能
力
が
、
消
山
H

茜
の
側
で
削
わ
れ
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
そ
れ
は
い
わ
ば
、
消
伐

者
の
成
熟
化
へ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

次
に、

ス
ポ
ー
ツ
部
門
と
問
機
に
、

昭
和
五
l
例
年
か
ら
六
十
年
に
か
け
て

の
活
動
術
皮
の
借
家

(
仲
ぴ
家
)
の
順

位
を
あ
げ
て
お
く
。

阪
に
何
度
も
述
べ
た
よ
う
に
、
ホ
ビ

ー
分
野
の
活
動
術
{
肢
が
お
ま
る
こ
と
は

歴
然
と
し
て
い
る
。
中
で
も
、
「
工
益
、

陶
芸
」
な
ど
の
ク
ラ
フ
ト
ホ
ビ

l
占
8
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1
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第
2
章

余
暇
活
動
の
展
望

-・・・・・圃.

昭
和

ω年
の
余
暇
活

、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
昭
和
五
十

一
年
お

よ
び
五
十
四
年
に
全
国
ベ

l
ス
の
余
暇

活
動
調
査
を
実
施
し
て
き
た
が
、
こ
の

調
査
デ

l
タ
を
も
と
に
、
本
年
度
は
昭

和
六
十
年
の
日
本
人
の
余
暇
活
動
を
製

図
分
析
お
よ
び
ト
レ
ン
.
卜
分
析
に
よ
っ

て
縦
一
討
し
て
み
た
。

な
お
、
こ
の
推
計
に
あ
た
っ
て
は
図

民

一
人
当
り
の
平
均
活
動
回
数
と
い
う

指
標
を
用
い
た
。
こ
れ
は
参
加
率
と
平

均
活
動
回
数

(参
加
者
の
年
間
)
と
の

積
で
、
当
該
余
暇
活
動
を
行
な
わ
な
か

っ
た
人
も
ふ
く
め
た
全
国
民

一
人
当
り

の
年
間
平
均
活
動
回
数
を
示
す
。
し
た

が
っ
て
、
図
良

一
人
当
り
の
平
均
活
動

回
数
と
は
余
暇
活
動
の
活
発
さ
で
あ
る

活
動
密
度
を
研
究
す
る
と
い
え
る
。

ス
ポ
ー
ツ
郵
門

ス
ポ
ー
ツ
は
概
し
て
、
昭
和
五
十
年

代
前
半
の
水
準
を
維
侍
す
る
で
あ
ろ
う
。

「
体
操
・
美
容
体
操
」
、
「
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
」
、
「
ジ
ヨ
・
キ
ン
グ

・
マ
ラ
ソ
ン
」

な
ど
の
健
康
ス
ポ
ー
ツ
は
、
人
口
の
尚

齢
化
も
相
倹
っ
て
や
や
マ
ニ
ア
化
す
る

傾
向
を
見
せ
な
が
ら
、
す
っ
か
り
定
地
有

す
る
.
た
ろ
う
。

「テ

ニ
ス
」
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
慰

の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
ま
す
ま
す
拡
大
化

す
る
だ
ろ
う
。
「
テ
ニ
ス
」
は
空
間
的

限
界
を
持
つ
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
お
側

な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
し
か
も
、
社

交
欲
求
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
欲
求
を
満
た

す
。
「
問問
拭
ど
と
共
通
す
る
一
対

一
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、

地
域
社
会
で
の
そ
れ
も
可
能
で
あ
る
。

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
裂
で
は
「
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
」
が
、
社
交
郡
一で
は
「
ス
キ
|
」

が
、
「
テ
ニ
ス
」
と
問
.
し
よ
う
な
方
向

を
歩
む
だ
ろ
う
。

近
年
復
活
著
し
い
「
ボ
ウ
リ
ン
グ
」

で
あ
る
.
か
、
参
加
入
口
は
国
民
に
四
人

に

一
人
と
い
う
巨
大
な
規
模
を
保
持
す

る
で
あ
ろ
う
。
条
件
的
に
は
餅
々
拡
大

し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
錦
町
官
サ
イ

ミ
り

V
T
R
」
、

「
マ
イ
コ
ン
」

な

ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ホ
ビ
ー
に
注

目
す
.へ
き
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
余
暇
活

動
は
割
合
コ
ス
ト
と
時
間
の
か
か
る
も

の
で
あ
り
、
料
止
の
ゴ
ジ
ラ
を
作
っ
た

り
、
使
え
そ
う
も
な
い
・品
傾
の
倹
総
を

所
有
し
て
い
る
だ
け
、
と
い
っ
た
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
。
品
岡
市
平
(
仙
川
ひ
率
)

が
現
実
の
も
の
と
な
る
た
め
に
は
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
を
中
心
と
す
る
供
給
サ
イ

ド
の
努
力
が
必
裂
で
あ
ろ
う
。

角。
旅
行
・
娯
楽
部
門

旅
行

・
娯
楽
部
門
は
、
ゲ
ー
ム
部
門

を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
の
活
動
が
石
油

危
機
で
退
紛
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
昭
和

六
卜
年
に
向
け
て
は
、
現
状
の
鱗
パ
イ

傾
向
で
あ
る
。

一旅行・ 娯楽部門一国民 1人当り平均活動回数(活動望書度)ベスト 10

(白)
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食
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室内ゲーム
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食
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e

方
、
ゲ
l
ム
部
門
は
織
り
場
レ
ジ

ャ
ー
で
あ
る
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」
を

除
い
て、

い
ず
れ
も
活
動
街
皮
を
鉱
大

さ
せ
る
だ
ろ
う
。
「
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
」

の
テ
レ
ビ
ゲ
l
ム
は
、
「
マ
イ
コ
ン
」

に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る"た
ろ
う
。
こ
の

こ
と
は
ま
た
、
盛
り
場
か
ら
家
庭
へ
と

い
う
凶
婦
の
傾
向
を
示
峻
し
て
い
る
。

「附
港」

、

「将
棋
」
は
、
そ
の
所
得

少
消
飢
餓
と
ゲ
ー
ム
の
奥
の
深
さ
も
制

依
っ
て
、
ま
す
ま
す
マ
ニ
ア
化
の
傾
向

を
強
め
る
・
た
ろ
う
。
今
円
、
少
年
や
女

性
棋
|
)も
附
加
し
つ
つ
あ
り
、
ど
こ
か

の
時
点
で
ブ
ー
ム
を
迎
え
る
か
も
知
れ

な
い
。
飲
食
関
係
の
レ
ジ
ャ
ー
で
は
、

「パ

l
、
ス
ナ
ッ
ク
、
飲
み一
回
」
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、

漸
減
の
傾
向
た
ろ
う
。
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ド
に
限
っ
て
い
え
ば
、
他
の
ス
ポ
ー
ツ

や
ゲ
ー
ム
へ
の
「
ス
ラ
イ
ド
」
現
象
、

つ
ま
り
多
機
化
の
方
向
が
予
怨
さ
れ
、

石
油
危
機
以
前
の
よ
う
な
ブ
ー
ム
は
起

ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

十
位
に
蹴
酬
を
出
し
た
サ
イ
ク
リ
ン
グ

も
、
健
康
的
な
ス
ポ
ー
ツ
の
う
え
自
然

志
向
、
自
然
へ
の
解
欽
と
い
う
婆
紫
を

加
え
て
成
長
ス
ポ
ー
ツ
と
な
ろ
う
。

次
に
、
昭
和
五
十
四
年
か
ら
六
十
年

に
か
け
て
の
国
民
一
人
当
り
平
均
活
動

回
数
の
倍
率

(伸
び
率
)
を
見
て
み
よ

、つ
。第
一
に、

一
九
八

0
年
代
に
は
、
空
、

海
、
山
の
大
型
ス
ポ
ー
ツ
の
活
動
密
度

が
高
ま
る
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
と
れ
ら

の
ス
ポ
ー
ツ
は
過
少
な
人
口
と
は
い
え
、

{悶)
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し
か
し
、
全
体
と
し
て
こ
う
し
た
仕
事

か
ら
の
解
般
を
将
と
す
る
レ
ジ
ャ
ー
は

一
山足
以
保
対
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、

)

部
は
織
り
場
で
の
「
パ

l
、
ス
ナ
ッ
ク
」
、

『
ク
ラ
ブ
」

、

「
サ
ウ
ナ
ブ
ロ
」
と
し

て
、
他
の
部
は
家
出
志
向
を
強
め
る

だ
ろ
う
。

い
わ
ゆ
る
、
ホ
ー
ム
パ
ー
、

水
l
ム
サ
ウ
ナ
、

ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ

山

が
そ
う
で
あ
る
。

「外
食
」
は
五
十
四
午
、
六
十
年
と

も
ト
ッ
プ
に
あ
り

f
m亦
幣
を
保
つ
・
た

ろ
う
。
近
年
の
ア
メ
リ
カ
刑
ょ
の
外
食
1N

業
は、

仙
川
州
民
化
、
合
剛
山
化
、
低
様
化
を

似
め
、
そ
こ
そ
こ
の
昧
で
家
政
を
ま
る

ご
と
峨
引
し
て
い
る
。
一

ト刀
、
家
彪
で

は
ホ
1
ム
ク
ッ
キ
ン
グ
が
流
行
し、
「手

を
か
け
て
つ
く
る
」
料
恕
に
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
伐
す
、
と
い
う
分
業
を
消山
M
8は

選
択
し
い
杭
け
る
・
た
ろ
う
。

「
パ
チ
ン
コ
」
、
「
麻
雀
」

、

「叫刷

局
」
な
ど
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
は
ミ
繊
パ
イ

な
い
し
漸
減
の
傾
向
だ
。
「
パ
チ
ン
コ
」

は
あ
ま
り
に
機
械
化
さ
れ
た
た
め
、
一

必
で

K
怜
の
参
入
を
み
た
も
の
の
、
マ

ニ
ア
化
を
本
性
と
す
る
ゲ

1
ム
れ
が
減

ら
ざ
、
柄
拘
縦
一肢
の
減
少
に
つ
な
が
る

と
い
う
分
析
も
あ
る
。
そ
れ
に
仙
比
べ
て、

麻
仮
は
今
川
低
迷
し
て
い
る
が
、
ば杭
涜

と
生
約
の
安
定
化
と
と
も
に
小
川
ぴ

一

定
祉
の
水
準
を
似
け
し
て
い
く
ω
た
ろ
う
。

絞
%
は
公
れ
ギ
ャ
ン
ブ
ル
の
小
で
唯

4

っ
、
「
レ
ジ
ャ
ー
化
」
に
成
功
し
つ
つ

あ
り
、
マ

ニ
ア
が
漸
附
す
る
・
た
ろ
う
。

旅
行
部
門
で一
は
、
「
ド
ラ
イ
ブ
」
と

「け
州
り
行
淡
」
と
い
う
、
近
距
級
制
ー

が
依
然
川し
測
で
あ
る
。
大
明
レ
ジ
ャ
ー

の
品川
ハ
州
ょ
と
し
て
、
「
海
外
旅
行
」

は

一

千
万
人
時
代
に
突
入
す
る
可
能
川
が
怖

い
。

会
方
で
、
あ
ら
ゆ
る
助
而
で
節
約

園民 1人当り平均活動回数 昭和54→60年
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3

4

5

6

7

8
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ω

 

参
加
入
口
を
徐
キ
に
伸
ば
し
、
何
よ
り

も
マ
ニ
ア
を
噌
や
す
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
「
テ
ニ
ス
」
、

「
ス
キ
l
」、

「
ゴ
ル
フ
」
、

「乗
馬
」
と
い
っ
た
ス

ポ
ー
ツ
は
ま
す
ま
す
一
般
的
な
も
の
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
は
、
前
述
の

空
、
海
、
山
の
ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
コ

ス
ト
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
。

第
三
に
、
し
か
し
、

一
方
で
健
康
ス

ポ
ー
ツ
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ

も
、
依
然
尚
本
準
の
活
動
鈴
度
と
な
ろ

う
。
こ
れ
ら
は
概
し
て
低
コ
ス
ト
の
ス

ポ
ー
ツ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー

ツ
活
動
は
コ
ス
ト
商
か
ら
み
て
ニ
極
化

の
傾
向
.
か
拡
大
し
よ
う
。

(2) 

ホ
ビ

l
郵
門

ホ
ビ

l
部
門
を
円
ん
て
み
よ

芯
向
を
全
う
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
で
時

間
と
金
を
つ
ぎ
込
ん
で
大
製
レ
ジ
ャ
ー

を
楽
し
む
と
い
う
の
.か
、
新
し
い
時
代

の
消
資
者
行
動
で
あ
る。

一
九
八

0
年

代
に
は
「
悶
内
旅
行
」
「
海
外
旅
行
』

を
附
わ
ず、

こ
の
二
極
化
の
傾
向
が
続

く
"た
ろ
う
。

故
後
に、

昭
和
五
十
問
年
か
ら
いハ
十

年
に
か
け
て
の
悶
u
k
-
人
匂
り
平
均
活

動
回
数
の
依山
部
(
伸
び
半
)
の
順
位
を

あ
げ
て
お
こ
う
。

( 1，，1) 全部門箇民 1人当り平均活動回数

(4) 

ま
と
め

同
級
に
、

λ
ノ
。ホ
ビ

1
郎
門
は
、
人
口
の
官
向
飴
化
、

女
性
の
余
暇
活
動
へ
の
進
出
と
い
う
背

景
か
ら
、
最
も
活
動
密
度
の
お
ま
る
分

野
で
あ
る
。
ま
た
、
い
わ
ゆ
る

「求
滋

的
」
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
日
本
人
ら
し

い
心
性
を
い
よ
い
よ
満
足
さ
せ
る
も
の

で
あ
る
。

昭
和
五
十
凶
年
と
六
十
年
を
比
較
し

故
後
に
、
令
部
門
併
せ
て
の
国
民

-

人
当
リ
平
均
活
動
回
数

(活
動
街
・
段
)

の
ベ
ス
ト

ωを、
昭
和
問
|
七
年
、
.ム

十
閲
午
、
六
十
年
、
五
十
四

i
六
十
年

の
倍
半
(
紳
び
家
}
毎
に

一
覧
し
て
お

こ、っ。各
年
次
の叫
如来
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時

代
の
レ
ジ
ャ
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
表
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て
わ
か
る
と
お
り
、
活
動
・話
度
は
一
線

に
拡
大
す
る
が
、
順
位
は
ほ
と
ん
ど
変

わ
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
と
の
部
門

の
余
暇
活
動
が
す
っ
か
り
8
本
人
に
定

(回}

昭和 51 年 lI(j 布l 54 年 昭 相 ω 年

l E干楽鑑賞{レコード・管税金)8.82 1 閣議・縫いじリ 11.41 1 凶袋縫いじり 12.28 
2 l盟主主縫いじり 8.81 2 楽総円相{奏 6.65 2 楽器の演奏 6.89 

3 研究 ー絢べもの 5.51 3 編物・ 織物 ・手主主 6.39 3 洋裁 ー和裁 6.82 
4 編物・ししゅう ι96 4 洋裁 ー初級 5.93 4 編物・鉱物 ・手袋 6.67 

5 洋故・有l段 4.75 5 学習 ・2問べもの 3.78 5 菓子 i両などの貨物ヴ〈リ 5.43 

6 楽鋭的fO{君臨 3.33 6 菓子、柄などの食物づ〈リ 3.49 6 音楽鑑賞{テレピI!除<) 4.63 

7 写真をとる 3.21 7 'ff~控祭賞{テレビ 1:1除<) 3.29 7 学習 ・湖べもの 4.50 

8 斜里J!.( A .::~. (t-)なも的を除()3.16 8 お 花 3.26 8 お .;:. 3.97 

9 お 花 2.51 9 科 p.~ 2.76 9 ~~~ 道 3.94 

10 λポ_'，/観戦 2.29 10 s'- 道 2.54 10 科 理! 3‘48 

ーホビ一部門一国民 1人当り平均活動関数{活動密度)ベスト 10者
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
鑑
賞
部
門
で
は
、

「
映
画
」
、

「
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
」
が
石
油
危
機
後
の

低
迷
を
や
や
も
ち
高
す
が
、

一
九
六
O
、

七
0
年
代
の
隆
盛
に
は
到
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
「
税
制
刷
』
は
や
や
伸
び
.
か
期
待

さ
れ
る
"
た
ろ
う
。
「
音
楽
鐙
賞
」
は、

，、
べ

54→60年倍率 (伸び率}

1

2

3

4
5
6
7
8
9
ω
 

2.50 

2.00 

1.81 

1.69 

1.63 

1.59 

1.56 

1.56 

1.56 

1. 55 
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F勾袋
JF iE 

現
し
て
い
る
。

①
ス
ポ
ー
ツ
は
、

「海
、
室
、
山
の

大
型
レ
ジ
ャ
ー
ス
ポ
ー
ツ
」
、

「乗

馬」

、
「
テ
ニ

ス
L

、

「ゴ
ル
フ
」
、

『
ス
キ
|
」
の
伸
び
が
著
し
く
、
「
ト

レ
ー
ニ

ン
グ
」
、

「ジ
ョ
ギ
ン
グ

・

マ
ラ
ソ
ン
」
な
ど
の
健
械
ス
ポ
ー
ツ

も
出
ホ
準
を
保
つ
だ
ろ
う
。

②
ホ
ビ
|
部
門
“
て
は
、

工
三
陶
世
ぶ

な
ど
の

「
ク
ラ
フ
ト
ホ
ビ
|
」、
「
8

ミ
リ

・
V
T
R
」
、
「
マ
イ
コ
ン
」

な
ど
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
ホ
ビ
ー

の
仰
張
が
め
ざ
ま
し
い
。
鍛
食
関
係

で
は、

「音
楽
」
が
期
待
さ
れ
る
分

野
で
あ
る
。
ま
た
、
「H
H
遵
ヘ

「お

ぶ
」
な
ど
の
け
い
こ
ご
と
も
伸
び
る

だ
ろ
う
。

③
旅
行
鋲
楽
部
川
で
は
、

「附
恭
」
、

「将
棋
」
、
「
家
内
ゲ
l
ム
ヘ

「麻

雀
」
、

ゥヒ
り
ヤ
l
ド
』
は
ど
の
ゲ

ー
ム
部
門
.か
、
マ
ニ
ア
人
口
の
拡
大

と
と
も
に
伸
び
る
分
釘
で
あ
る
。「
外

食
」
と
「
海
外
旅
行
」
は
、
相
変
ら

ず
限
綱
“
た
ろ
う
。
サ
ウ
ナ
ブ
ロ
は
、

娯
楽
刈
門
一一
伶
の
伸
び
挙
が
予
測
さ

れ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
必
ら
ず
し
も

俗
り
判明
レ
ジ
ャ
ー
と
の
み
読
み
と
る

必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

@
以
後
に
、
令
部
門
で
は
、
現
花
い

ず
れ
も
参
加
入
U
の
小
さ
な
余
暇
活

動
が
、
ベ
ス
ト

ωに
並
ん
で
い
る
。

こ
れ
ら
の
余
暇
活
動
は
い
ず
れ
も
、

夢
が
あ
り
、

ω級
で
、
知
的
な
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ナ
"
フ
ル
な
、
個
性
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
。
-
九
八

0

年
代
の
レ
ジ
ャ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
成

長
業
種
と
な
ろ
う。
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一一、
余
暇
活
動
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

余
暇
活
動
を
と
ら
え
て
い
く
場
合
、

い
か
な
る
人
的
関
係
で
活
動
を
行
な
わ

れ
て
い
く
か
分
析
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
結

ギ
の
代
表
的
な
余
暇
活
動
に
つ
い
て
、

そ
の
人
的
結
合
、
す
な
わ
ち
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
網
査
を
行
な
っ
て
み
た
。

以
下
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
、

職
場
、
そ
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
と
い
っ

た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
椛
迭
か
ら
白
本

人
の
余
暇
活
動
の
将
来
を
概
観
し
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。

}
 
1
 
(
 
フ
ァ
ミ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
の
魅
大

図
1
及
び
図
2
は
、
各
々
の
余
暇
活

動
を
、
現
在
ど
う
い
う
人
達
と
や
っ
て

い
る
か
、
ま
た
今
後
ど
う
い
う
人
途
と

や
り
た
い
か
、
と
い
う
質
問
に
対
し
、

「配
偶
者
」
あ
る
い
は
「
子
供
や
家
族
」

と
回
答
し
た
者
の
比
率
を
各
々
グ
ラ
フ

で
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

現
在
の
比
容
と
今
後
の
比
率
を
比
べ

れ
ば
分
る
よ
う
に
、
殆
ど
全
て
の
余
暇

活
動
に
つ
い
て
、
今
後
は
、
夫
婦

一
緒

に
あ
る
い
は
子
供
や
家
肢
と

一
緒
に
や

り
た
い
と
い
う
者
の
比
率
.
か
現
在
の
そ

れ
を
」
回
っ
て
い
る
。

と
く
に
、
現
在
あ
ま
り
一
緒
に
行
わ

れ
て
い
な
く
て
今
後
は
F

絡
に
や
り
た

い
と
希
胡
一
喝
す
る
者
の
比
婆
か
高
い
綴
目

は
、
夫
婦
の
場
合
も
子
供
や
家
族
の
場

合
も
、
い
ず
れ
も
「
ゴ
ル
フ
」
や
「
テ

ニ
ス
」
そ
し
て
「
ジ
ヨ
・
キ
ン
グ
、
体
操
」

と
い
っ
た
小
人
数
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー

ツ
活
動
で
あ
る
。

ま
た
、
夫
婦
で

勺
ハ
l
、
ス
ナ
ッ
ク
、

飲
み
屋
」
に
行
さ
た
い
と
い
う
者
、
あ

る
い
は
、
子
供
や
家
族
で

「麻
雀
」
を

や
り
た
い
と
い
う
者
の
比
率
の
伸
び
も

官一向
く
、
従
来
は
戦
場
の
関
係
あ
る
い
は

友
人
関
係
の
中
で
行
わ
れ
て
き
て
い
た

遊
び
を
家
肢
の
中
に
取
り
入
れ
て
楽
し

も
う
と
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
音
楽
会
、
絵
画
・
映
画
鍛
賞
」
の
よ

う
な
教
品
質
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
失

川
町
の
場
合
も
子
供
や
家
族
と
の
場
合
も
、

一
緒
に
や
っ
て
い
る
者
の
比
家
も
か
な

リ
お
く
、
ぎ
た
今
後
や
り
た
い
と
希
望

す
る
者
の
比
彩
も
お
い
。

こ
の
よ
う
に
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
遊

び
、
教
義
と
い

っ
た
紙
広
い
余
暇
活
動

の
分
野
で
、
今
後
は
夫
婦
を
中
心
と
し

た
家
族
で

一
緒
に
楽
し
み
た
い
と
す
る

顕
箸
な
傾
向
・
か
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

(
注
)
現
在
や
っ
て
い
る
人
述

に
つ
い
て
は
桜
数
回
答
な
の
に

対
し
て
、
今
後
希
望
す
る
人
迭

に
つ
い
て
は
単
数
回
答
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
で
は
、
何
者
の
比
不

を
比
較
で
き
な
い
と
と
ろ
か
ら
、

こ
と
で
は
、
出
開
準
化
の
た
め
に

問
機
な
質
問
に
対
し
て
、

『職
場
の

同
僚

・
上
司
」
と
問
答
し
た
者
の
比
系

を
グ
ラ
フ
化
し
た
の
が
図
3
で
あ
る
。

凶
3
を
み
る
と
、
図
l
、
2
と
は
全
く

逆
の
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
全
て
の
余
暇
活
動
に
つ

い
て
、
今
後
は
、
戦
場
の
上
司
や
一同
僚

と
二
舶
に
や
り
た
い
と
い
う
者
の
比
率

が
、
現
在
や
っ
て
い
る
者
の
比
彩
を
下

回
っ
て
い
る
。
し
か
も
、
ど
の
活
動
に

つ
い
て
も
、
大
体
同
じ
よ
う
な
落
ち
込
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回
答
者
数
に
対
す
る
比
撃
で
は

な
く
て
、
回
答
総
数
に
対
す
る

比
率
を
求
め
て
比
較
を
行
っ
て

い
る
。

み
方
を
示
し
て
い
る
。
な
か
で
も
、
「
パ

1
、
ス
ナ
ッ
ク
、
飲
み
出
」
に
一
緒
に

行
き
た
い
と
す
る
日
本
的
な
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
余
暇
活
動
の
減
少
傾
向
は
注
目

さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
徐
暇
活
動
に
お
け
る

胤
析
な
夫
婦
・
家
族
志
向
と
は
議
般
に
、

余
暇
活
動
に
お
け
る
顕
著
な
峨
場
離
れ

の
傾
向
が
み
て
と
れ
る
。

並なが
な
い
。
つ
ま
り、

学
生
時
代
の
友

人
と
共
に
旅
行
に
行
き
た
い
と
い
う
者

は
、
そ
の
旅
行
期
間
の
長
短
に
影
響
さ

れ
な
い
総
の
強
い
希
望
を
も
っ
て
い
る

と
み
る
と
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
個
人

参
加
の
場
合
と
家
族
ぐ
る
み
の
参
加
の

場
合
に
分
け
て
み
る
と
、
学
生
時
代
の

友
人
(
及
び
そ
の
家
波
)
と
一
緒
に
活

動
す
る
者
は
、
出
家
族
ぐ
る
み
に
な
る
と
、

そ
の
活
動
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
そ
の
比

率
が
桜
端
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て、

閑
人
参
加
の
場
合
も
家
族
ぐ
る
み

の
参
加
の
場
合
も
、
各
々
の
比
穆
そ
の

も
の
は
、
活
動
形
態
に
闘
し
て
は
殆
ど

差
が
な
い
。

す
な
わ
ち
、
余
暇
活
動
を
通
じ
て
み

た
学
生
時
代
の
友
人
と
の
つ
き
合
い
は
、

家
線
"
く
る
み
ま
で
の
広
が
り
に
な
っ
て

い
る
者
は
少
な
く
、
個
人
的
な
レ
ベ
ル

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
者
が
多
い
反
面
(
あ

る
い
は
、
そ
れ
放
に
)
、
そ
の
つ
き
合

い
の
程
度
は
、
旅
行
で
あ
ろ
う
と
懇
親

会
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
短
期
の
旅
行
で

あ
ろ
う
と
長
期
の
旅
行
で
あ
ろ
う
と
、

そ
の
活
動
形
態
に
殆
ど
影
側
刊
さ
れ
な
い

混
、
相
帆
微
な
抑
怖
い
つ
き
合
い
カ
を
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
ょ
う
。

隣
近
所
の
人
迷
と
、
今
後

一
緒
に
や

り
た
い
と
い
う
者
は
、
や
は
り
、
聞
の

学
生
時
代
の
友
人
と
同
総
に
、
会
て
の

小
グ
ル
ー
プ
の
余
暇
活
動
に
つ
い
て
、

現
在
一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
者
の

比
準
を
上
回
っ
て
怠
り
、
今
後
の
余
暇

活
動
で
の
つ
き
合
い
を
志
向
す
る
人
間

関
係
の

一
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分

る。
し
か
し
な
が
ら
、
隣
近
所
の
人
逮
と

の
つ
き
合
い
の
場
合
は
、
学
生
時
代
の

友
人
の
場
合
と
奨
な
っ
て
、
活
動
形
態

に
よ
っ
て
つ
き
合
う
者
の
比
率
に
大
き

な
か
部が
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
学
生

時
代
の
友
人
の
場
合
は
、
旅
行
に
一
緒

に
行
き
た
い
と
い
う
者
の
比
療
は
、
旅

行
期
間
の
長
短
に
よ
っ
て
殆
ど
差
は
見

ら
れ
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
隣
近
所

の
人
途
の
場
合
に
は
、

一
泊
あ
る
い
は

日
帰
り
の
旅
行
の
場
合
と
二
泊
以
上
の

旅
行
の
場
合
と
で
は
、
比
率
が
大
き
く

災
な
り
、
旅
行
.
か
長
間
開
化
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
現
在
や
っ
て
い
る
と
い
う
者

も
、
ま
た
今
後
や
り
た
い
と
い
う
者
も

そ
の
比
率
は
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
日
帰
り
と
か
一
泊
程
度
の

旅
行
で
あ
れ
ば
、
一
緒
に
行
動
す
る
・
か
、

そ
れ
以
上
の
つ
き
合
い
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
深
入
り
し
た
く
な
い
と
い
う
傾

向
が
み
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
絢
抗
で
併
せ
て

行
っ
た
他
の
質
問
一項
目
の
中
で
、
白
川
市

の
つ
き
合
い
の
相
手
と
し
て
、
「
隣
近

所
の
人
迷
」
と
回
答
し
た
者
の
比
懇
が

過
半
数
を
占
め
、

『
貌
せ
き
」
と
回
答

馳相
場
レ
ジ
ャ
ー
の
衰
退

(3) 

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
強
化

卸
夙
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m
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図
4
は
、
旅
行
、
あ
る
い
は
懇
親
会

や
飲
食
会
の
よ
う
な
、
小
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
余
暇
活
鋤
に
関
し
て
、
個
人
で
参

加
す
る
場
合
と
家
族
ぐ
る
み
で
参
加
す

る
場
合
、

一
泊
以
内
の
旅
行
の
場
合
と

ニ
泊
以
上
の
旅
行
の
場
合
な
ど
に
分
け

て
、
各
々
現
在
ど
う
い
う
人
途
と
一
緒

に
や
っ
て
い
る
か
、
ま
た
今
後
ど
う
い

う
人
途
と
や
り
た
い
か
、
と
い
う
質
問

に
対
し
て
、

「
学
生
時
代
の
友
人

{
及

び
そ
の
家
放
)

L

と
凶
答
し
た
者
の
比

彩
を
グ
ラ
フ
で
図
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

問
明
夜

一
緒
に
や
っ
て
い
る
と
い
う
者

の
比
不
と
今
後

一
緒
に
や
り
た
い
と
い

う
者
の
比
来
を
比
例
ヘ
れ
朕
分
る
巡
り
、

全
て
の
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
余
暇
活
動

に
つ
い
て
、
今
後
学
生
時
代
の
友
人
と

一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う
者
の
比
準
が
、

現
在
や
っ
て
い
る
者
の
そ
れ
を
上
回
っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
程
度
は
、
懇

親
会
や
飲
食
会
よ
り
も
旅
行
の
場
合
の

方
が
大
き
く
、
し
か
も
、
旅
行
の
場
合
、

一
泊
以
内
の
場
合
で
も
二
泊
以
上
の
場

合
で
も
希
認
す
る
者
の
比
率
に
は
殆
ど

図
5
は
、
図

4
と
問
機
な
質
問
内
市
骨

に
対
し
て
、

「隣
近
所
の
人
途
」
亡
現

在
や
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
今
後
や
り

た
い
、
と
凶
答
し
た
者
に
つ
い
て
同
織

に
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
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し
た
者
に
次
い
で
二
番
闘
に
多
か
っ
た

こ
と
を
考
曲
略
す
れ
ば
、
余
暇
活
動
を
通

じ
て
み
た
隣
近
所
の
人
達
と
の
つ
き
合

い
の
特
徴
は
、

白
川
市
的
で
広
い
つ
き
合
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い
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
つ
き
合
い

の
程
度
と
い
う
も
の
は
、
表
商
的
と
ま

で
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
相
対
的
に
浅

い
も
の
と
言
う
こ
と
.
か
で
き
よ
う
。

昭
和
田
年
・余
暇
市
場
推
計

昭
和
五
十
五
年
の
余
暇
市
場
規
模
の

総
額
は
、

三
十
}
兆
千
六
百
六
億
円
で
、

五
十
四
年
の
二
十
八
兆
七
千
三
十
九
億

円
に
比
較
し
て
八

・
六
%
の
伸
び
を
涼

し
て
お
り
、
五
十
四
年
に
お
け
る
対
前

年
伸
び
第
九
・

二
%
に
比
較
し
て
、
わ

ず
か
な
が
ら
鈍
化
し
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
の
国
民
総
生
産
(
名

目
)
は
二
百
三
十
五
兆
七
千
三
百
三
十

九
億
円
と
み
ら
れ
て
お
り
、
本
年
の
余

暇
市
場
は
、
こ
れ
の
十
二

・
二
%
に
あ

た
り
、
さ
ら
に
同
年
の
民
間
最
終
消
波

支
出
の
二

0
・
八
%
を
占
め
る
に
至
っ

て
い
る
。
本
年
に
お
け
る
余
暇
市
場
の

対
前
年
比
八
六
%
の
伸
び
は
、
国
民

総
生
産
七

・
五
M

m

(

対
前
年
比
)
、
民

間
消
資
支
出
八

・
五
%
(
対
前
年
比
)

の
い
ず
れ
を
も
上
回
っ
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価

格
の
高
騰
が
災
い
し
て
か
消
費
者
物
価

は
、
対
前
年
比
七
八
%
程
度
の
上
昇

を
記
録
し
て
お
り
、

-
方
、
労
働
省
発

表
に
よ
る
春
闘
の
賃
上
げ
率
は
単
純
平

均
で
六

・
九
%
に
と
ど
ま
り
、
実
質
賃

金
は
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
総
理
府
が
発
表
し
た
本

年
の
家
計
制
査
報
告
舟
円
に
よ
れ
ば
、
勤

労
世
帯
に
お
け
る
実
質
収
入
は
対
前
年

比
で

0
・
六

%
の
減
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
に
つ
れ
て
家
計
に
お
け
る
消
費
支

出
も
対
前
年
比

0
・
八
%
減
と
第
一
次

石
油
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
間
十
九
年
以
来
、

収
入
及
び
支
出
共
に
対
前
年
水
、
警
官
山
割

り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
家
計
部

門
の
冷
え
込
み
を
反
映
し
て
、
消
費
関

連
産
業
に
お
い
て
も
楽
観
を
持
さ
な
い

蘭
が
み
ら
れ
る
。

昭
和
四
十
年
代
に
お
け
る
高
度
成
長

期
の
中
で
余
暇
市
場
は
、
移
動
(
旅
行
)、

ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
裟
h
河
口
封
部
門
を
中
心
に

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
盤
的
拡
大
が
図
ら
れ
、

五
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
質

的
充
実
が
促
進
さ
れ
て
人
々
の
日
常
生

活
の
中
に
自
然
な
形
で
余
暇
意
識
.
か
め

ば
え一
、
定
曲
有
し
て
き
た
と
言
え
る
。

そ
れ
に
つ
れ
て
、
余
暇
市
場
に
お
け

る
需
要
機
迭
に
も
少
し
ず
つ
変
化
が
現

わ
れ
て
き
て
い
る
。

昭
和
五
十
五
年
の
余
暇
市
場
の
特
徴

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

O

け
い
こ
ご
と
及
び
つ
き
合
い
部
門

が
大
憾
な
治
加
傾
向
を
示
し
た
。

O
観
賞
及
び
移
動
部
門
が
実
質
偽
ひ
悩

み
の
傾
向
に
あ
る
。

※ 

※ 

※ 

※ 

《編
集
部
に
よ
る
詮
》

「
レ
ジ
ャ
ー
白
書
釘
|
|
臼
本
の
余

暇
の
現
状
と
展
望
」
の
、
ほ
ぼ
全
文
を

前
固
有
よ
り
引
続
き
巡
制
制
し
た
も
の
。
自

次
は
次
の
と
お
り
で
、
ゴ
シ
ッ
ク
部
分

が
今
一凶
掲
抑
制
分
と
な
り
、
第
l
潜
ま
で

は
前
回
号
制
帽
抑
制
ず
み
。

は
じ
め
に

〈
要
約
〉

第

1
章
余
暇
活
動
の
現
状

一
最
近
の
余
暇
動
向

川
余
暇
活
動
の
特
質

山
部
門
別
の
余
暇
活
動

ニ
余
暇
活
動
の
時
間

・
償
問
酬
明
進

川
余
暇
活
動
の
投
入
時
間

間
余
暇
活
動
の
投
入
貸
用

間
余
暇
活
動
の
時
間
当
り
償
問

第
2
章

余

暇

活
動
の
展
望

一

昭
和
六
十
年
の
余
暇
活
動

川

ス

ポ
ー
ツ

間

ホ
ビ
ー

矧

娯
楽
・
旅
行

附

ま
と
め

ニ

余
暇
活
動
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
造

川

フ
ァ
ミ
リ
ー

・
レ
ジ
ャ
ー
の

鉱
大

ω
験
場
レ
ジ
ャ
ー
の
衰
退

間

パ
ー
ソ
ナ
ル
な
関
係
の
強
化

附

コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
的
関
係
の
浅

占
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年
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余
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市

場
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余暇市場の推移(大分類)
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サ.苧1tz.世h ~，980 16.5 7.2 13，777 27.1 7.1 15.245 10.7 6.7 15.937 4.5 6.5 17，888 12.2 6.8 18，970 6.1 6.6 19，800 4.4 6.3 

観 !民 4，643 15.9 11.2 20，235 1̂.0 10.4 27，379 35.3 12 0 29，412 7.4 12.0 31，189 6.0 JJ.9 34，883 IJ.8 12.1 36.442 4.5 11.7 

ゲ ー .L... 4，006 JJ .3 9.7 JJ，674 9.1 6.0 12，605 8.0 5.5 13，043 3.5 5.3 13，148 0.8 5.0 12，799 42.6 4.4 12，995 J.5 

ギャンブル 1，401 22.2 3.4 10，402 7.7 5.3 JJ，083 6.5 4.9 12，190 10.0 5.0 13，OJJ 6.7 4.9 14，290 9.8 5.0 15.757 10 3 

手事 直担 7.930 23.0 19.2 63，053 16.6 32.3 73，494 16.6 32.2 79，530 8.2 32.5 89，375 12.4 34.0 101，219 13.3 35.3 108，402 7.1 34.8 

スポーツ 1，065 17.4 2.6 5，289 4.6 2.7 6，039 14.2 2.7 6，592 9.2 2.7 6，914 ιq 2.6 7，667 10.9 2.7 8.315 8.4 2.7 

つきあい 15，849 12.9 38.3 53.445 18.6 幻.4 63，106 18.1 27.6 66，JJ9 4.8 27.1 67，888 2.7 25.8 70，586 4.0 24.6 80，662 14.3 25.9 

4主 身具 978 23.0 2.4 7，730 15.0 4.0 8，725 12.9 3.8 9，840 12.8 4.0 11，1ω 13.4 4.3 13.538 21.3 4.7 15，464 14.2 5.0 

玩 呉 592 13.3 1.4 2，092 14.7 1.1 2，3U 11.1 1.0 2，316 ‘0.3 0.9 2，500 7.9 1.0 2，580 3.2 0.9 2，653 2.8 0.8 



(22) 月2回 (1日ー15日)発行ゲームマシン第170号昭和56$手8月1日月2回 (1日ー15日)発行ゲームマシン第 170号昭和何年8月1日(23) 

軍曹
， 
~ 、

トマシンーズメンユ句、、ア電子応用遊戯器具

表品型式認可番55年6月-56年6月期

型式認可番号表
全日本遊園協会

(Ai':l和48年12月制定)

日~昭和55年5月31日認可分)(昭和55年2月

アミューズメント通信社編

電
子
応
用
器遊
具戯

.0
0
v、

内
用
。

胃

VM山
・

1
9
5
8
(五
月

十
日
)
目
点
洋
電
気
通
信
仰

(東
京
)
、

一
O
O
V
、
六

一
w、
日時
内
問
。

胃

vM山
'
1
9
6
3
(五
月

十
二
日

)
H
側
ナ
ム

コ
(
東

京
)
、

-
O
O
v、
一
二
五

W
、
自国
内
則
。

冒

V
MN
'
1
9
6
4
(丘
月

十
三
日
)
H
鮒
セ
ガ

・
エ
ン

タ
ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス

(来
以
)
、

-o
o
v
、

}一

O
w
、
屋

内
問
。

(詩)

-
O
五
W
、
尽

官

VMN
'
1
8
9
4
(昭
和

V
M四
'
1
5
7
1

・2
(五

五
十
五
年
二
月
七
円

)
H側
月

十

U
)
H
仰
火
水
製
作
所

シ
グ
マ

(東
京
〉
、

一
O
O

(神
公
川
)
、

-
o
o
v、

v
、

一
O
五

W
、
脳
内
用
。

一

二

O
W
、
以
内
制
。

開

VMω

'
1
9
0
4
(プ
月

冒VM山
'
1
9
5
3
(丘
月

十
三
日
)
Hオ
リ
エ
ン
タ
ル
六
円

)
H
ユ
ニ
ヰ
ン
電
チ
工

逃
閣
総
備
側

(富
山
)
、
一
業
側
(
大
阪
)
、

FO
O
v
、

o
o
v
、
四
八

W
、
庫
内
開
。
七

O
W
、
原
内
問
。

冒VMN
'
1
9
0
5
(二
月

間

Vお
・
1
9
5
4
(五
月

十
三
日
)
H
昭
和
遊
闘
機
械

六
日

)
H側
セ
ガ

・
エ
ン
タ

附

(東
京
)
、

.0
0
v、
ー

プ
ラ
イ
ゼ
ス

(東
京
)
、

-
O八
W
、
屋
内
用
。

冒

VMN
'
1
9
1
2
(二
月

十
六
日
)
H
サ
ン
リ
ツ
電
気

附
(
神
奈
川
)
、

一
O
O
V
、

七
五

w、
屋
内
用
。

V
MN
'
1
9
2
0
(三
月

十
日

)
H紛
セ
ガ

・
エ
ン
タ

ー
プ
ラ
イ
ゼ
ス
(
東
京
)
、

一
O
O
V
、

一
Tn
O
W
、
以

内
用
。
マ
%
。
1
9
2
1
(
ニ
何

十
日

)
1側
三
共
(
東
ぷ
)、

一
O
O
V、
eO
ご
W
、
脳

内
用
。

冒

VM四

'
1
9
3
0
(三
月

十
九
日

)
H側
カ
ト
ウ
製
作

所
(
東
京
)
、

一
O
O
V
、

一
二
五

w、
屋
内
用
。

冒

VM山

'
1
5
7
1
'
1
(お

月
十
日

)
H側
東
平
尚
会
(
M
W

附
)
、

一
O
O
V
、

一
二

O

W
、一
極
内
用
。

光
源
応
用
欝

(詩
)

官

V
M別
・

2
6
9
2
(昭
利

五
十
五
年
五
月
二
日

}
U
仰

木
永
製
作
所

(紳
奈
川
)
、

-
o
o
v
、

内
問
。

一
五
O
W、
岡町

気
遊
戯
盤

(詩)

マ
引
'
2
1
2
9
2
(
一
J

e

月
一
十
山
口
)
H
H
関
西
総
業

附

(大
阪
)
、

一
O
O
V
、

八
九

w、
岡山
内
問
、
ル
ー
レ

ッ
ト
盤
。

官

VM別
・

2
1
4
8
9
{凶

月
二
十

一
H
)
H
m
H曲
柏
村
帥
都

内
地
業
側

(大
阪
)
、

-
O
O

V
、
三
O
W
、
屋
内
用
、
あ

っ
ち
む
い
て
ポ
ン
然
。

官

V
引

'
2
1
1
8
4
(昭

利
五
十
五
年
三
月
十

一
円
)

1
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
(
東
京
)
、

一
O
O

V
、
ご
三

O
w、
一極
内
用
、

コ
リ
ン
ト
絵
。

冒

v引

'
2
1
2
4
2
(
ニ

月
十
八
日

)
1湾
問
正
勝
(愛

知
)
、

-
O
O
v、
川

O
/

三
八
W
、
M

庄
内
用
、
ス
ロ
ッ

ト
マ

γ
ン
盤
。

日本物産E側
電気皆It~(附

G'~セガ「 ・ エ ンタープライゼス

七尾篭{~副総

側タイトー

(紛ロジテック

口HHf電総(仁詩
辰己'1Il:チ工業側

大洋技研(紛

ジーエムサービス胸

fiX川滋
サン電子{紛

(附大永製作所

(紛北海製作所

側タイ トー

富士電子工業(附

七尾電機側

{和的ハチオ

(紛テーカン

(悌テーカン

(は}ナムコ

大量星電気(附

データイースト(1*)

右の 「電気用品型式認可番号表」以後の

AM機型式認可番号のうち、TVゲーム

機などの「電子応用遊戯器具」についで

のみ、最新のものまで、下に4妨げる。

本運営基準でいうメダルゲーム場とは、メダルを使用して遊戯を行ない、その遊戯の結果がメダルで還元されるようなシステムを録用した営業形態の

ゲーム場をいう。メダルゲーム場の運営に当っては、関係官庁毒事の指導を尊重すると共に、少くとも次に挙げる各項目を厳守しなければならない。

マ95・1999
マ95-2001 
マ95-2009 
マ95・2029
マ95・2057
マ95-2068 
マ95・2081
マ95-2085 
995 -2087 

マ95・2088
マ95-2093 
マ95・2094
マ95-2116 
995 -2122 

マ95-2130 
マ95-2150 
マ95-2156 
マ95・2180
マ95伽 2183
995 -2184 

マ95・2185
マ95-2194 
マ95輔 2204

ー
-、

メダルゲーム場開設届

軒務料品殴
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〆ダル ・ゲーム場l闇紋脂

"'.， 
"i :1'.人"・‘
"争、

jぷ内照度I主、床商で10ルックス以下になら

ないように画EEEすること。

営業時間の基準

営業時Iillは、休日の前日を除き、

り午後l訓告ーまでとすること。

ゲーム後の再販規制

ゲーム機の再販の際Iま、必ず取引のどちら

か-11が古物商の蛍'薬品午"1を得ていなければ

ならないp

営業規模の基準

一つのゲーム場に設置するゲーム機等の緑

低規検を20台とすること。

開業届出書類の提出

新たにメダルゲーム場を時十jJtiする場合l阜、

別紙様式により、Pfr車主主主祭器に届出をするも

ておくこと。

日tlilt幸よ

のとする。

規制項目の掲示

l;;:E、1の@、2、3の③③に関しでは、

ゲーム湯で客が最も兄やすいところへ錫示し

6 

10 

7 

8 

9 

賭博行為の車産止

③取得メダルの民主物への交換など賂1専行為と

右{飲される行為はーリjしない。

⑥宣伝文:言、J高名についても賂I専行為を述想、

するようなものを採用しないなど、勝1等を

未然に防止しなければならない。

取得メダルの預かりの規制

取得メダルに対して「預かり ~íEJ I;i.発行しで

はならない。

18歳未満の者の入場制限

③{呆t望者の同伴のない18歳未満の者に対して

は、ゲーム場内に客として立入らせてはな

らず、またゲームをさせてはならない。

⑧午{圭lllI寺以降は、 1織朱ì~品の者のゲーム場

内への立入りを一切然止する。

偽貨対策としての使用メダルの基準

ゲーム場で{量刑するメダルは、直後30'%以

上とするか、または後磁。|生{本の材質を使用し

~ければならない。

底内照度の基準

2 

3 

4 

5 

品
~p切手

ノダルゲーム銭円設抵j~'i1'
， .つき まLてJS'ノダルゲ
ーム場j'"背~準J ~ 守・って
Jご1!1:m下さも.

望書&1
ヲ

イジナッフイトマシジ・レジヤツワ・アッフ
SERIES MACHINE UPLIGHT LEIJAC 

. カラーポーカ一決定版

ゴールデン・ポーカー
マ95-1878(ポナンザ)

ー'

4 

h ‘、

.ビリヤードがビデオに

ビデオハスラー
マ95-1832(コナミ工業)

.コングがビルをかけ登る

ドンキーコング
マ95-2098(佳実堂

.技術の粋を集めた名機

ビッグショット II 
マ91-11722(高砂電器)

-
マ
イ
コ
ン
内
蔵
の
新
鋭
機

ズ
ー
ム
エ
イ
ト

H

-あそび方、世界の旅
・1ゲ・・ム10内向・40円相管弐e
・ぉ¢ノグルペイアワ ふ方式，

・@@@のボタy でコースをセレク トして下さも、.

oAコースのヨ-，，，，:0ンドン、 Bコースq)':1- /1;12 Iマリ.
Cコースのゴール11=':1-ーヨークてす.
・@⑮⑥畠コーλtL 4飲までコイYを投入イきます.
・::t・ルにf'J通するtAコース H告 B，ース ・6
{告 c，・ス' 加{曹の〆グル.'ペイアウトされます.

一一一一一せかいのたび一一一一一

楽しさいっぱい/夢の世界旅行へ.• 

君はコンビューター

に勝てるか/

人気急上昇中.グ

一ーーーーー 〈にとりがっせんー』一一一一

ジュークボックスタイプ新登場

ゲームコーナーに最適です/
・10問『崎内切谷武.
・景品仏也し.大型11.$メダルペイアウ b切儀式.
・沖縄ょ q スタ ー ト ~ . ~量三てヨールして下さい.

・デモシJえかレーショ;';<Pl:l軽快eマーチがir.tれま
す.

¥ 

.競馬のスリルを満喫

ズームエイ ト DX 
マ91ー14065(高砂電器)

.馬が増え、売上げも増え

スーパー・ウィナーズ・サークル

W95-2087(コロナ商事)

.仕様

・企務1.47ひも
0"91-15日5 マ91-11722(高砂電器)-会輔710唱 ・健符 科ぴ込

-会機 1，410叫 ・全帽675・込
・良行 4冊、ι"91-1缶詰

.仕様

Telex 

5267710 VEND JPJ 

ft(03)553・8293紛

まま(09889)7・3333

大阪市浪速区恵美須西3-3・36

~ (06)643・3857{大代表)
東京支腐 東京都中央区新)[11・18・7

沖縄支j苫

沖縄ベンドジャパン/沖縄県宜野湾市大山436

... . 
• 式

社
株
会

，..、『

[J;J~:7:7H対Z妥I.f LEIJAC CO.，LTD. 
。εVELOP四 OFA.MUS酬 .NT一一一一一 HEADOFFICE 

LEUAc c。.，LTD.:i;;;!:zuaj，…叫山
本社〆大阪市淀川区西申!i5丁目11醤10号(第3申島ピル10F)，TEL06(305) 1331 

TEL 06(305) 1331 TELEX 5236017 LEI.JAC .，J 

あ待だせしましだ/大好評ジャンケンゲーム新発売

ピカデリーサーカスも新発売
メダルゲーム畿の設鑑司直営につきましτは『メダルゲーム場選営基準』を守ってこ'使用下さい。

-あそび方・10."1 却問叫曹弐.
・2却メダルペイアワト方式.
・コイ ン;t.Il~グルを投入し ( 9飲まてOK )
スタ->水タンt押して下きい.

・ ::I :'; t:'.:a.ー タ ・聞の ~ ，プが点蝿しグー。チ.'l>. 
，ξー のいすれかに止ま 9ます.
0;欠f:'i:1 t!守的ロプレイヤー聞の1回線のラYプが異常
滋するので.λトグプポタシを押して下きい.

・プレイヤーが勝勺と 2包般がスタ->します.J.'l 
1庭用情t二勝ち抜い'l'6包散まてプレーてプ§ます.
・プレイヤーが時勺ている'.会次の封世をやめ'l'
ペイアウトボタンを押すと、〆ダル。、"、い畠され

ます.

劇
噛をき市立

02回軸 .4情・4[;)慨 。却倍・6回融 1∞倦

-配当率
・1回軸 2帽・3閉織 1剖晋・6田敏 叩悟
.仕様
・全海上品。ぬ ・企信箆貯も
・奥行 主xn:. W91-1叫目
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ムーンシャトル

Nichibutsu 
1M 

- テーブJレ章~20インチの他アッフ

ライト製もll¥l漏えています

14インチ テーフル11
~95-1836 

ジュニア周
マ95・1999

づま~緊張と ， 
ハスラー

~~， 
移;'r'1I'

2人で対戦
実戦の昧を満喫.ゲ

ますます、白熱。ファン待望の第2弾

A 

ibutsu 
日取物産輸式会粧

鹿取轡揖同車京 捕申良区凶車禍'1、舟町 151眠地8曾 官 〈凶)664・5271(代 〉守叩3
広島省関附広 島 市京 崎 町 2Tロ6褐地 目閉ピル ft(ω22)制-4531(ftl〒730
鋼由宵買所南凪哨よ宵町:3r04荷25宅情家とピル:3F ..(0742)33-6311(代 〉〒630
札』柵替担陣 。lバ費市It'll(!(申の皿1後7T139・1V.;みマンション ft(011)824-2571(代 〉〒062
岨白骨実所 仙台市み町21日14耐21宅問問ピル1F君<(222)65-5571(代 〉〒980
京直属哲 揖陶! J:l幡町"-世輯虫l1Il山町人字市田小?帳伐採12・1冒 (0ワヲ4)44-6262(代 )〒613
輔民 チヲツ九州 a闇tt:I骨 ~atl略~駁南4 '2-I?ヤノウラビル1F o (凶2)472-1221けれ〒612
;船図物レシvーシステム揖京船山県民自ぶ噛小舟町市6園地8宅 百 〈閃)664・6774(代】干103
NICHIBUTSV V K， LTO TEL :021 544.4299 TELEX335949 州骨乱高G
NICHIBUT$υυS A COR" TEL '213 320-5855 TELEX9103496664NCBTUS凶
州C州BUTSVεU肉OPEGMBH TELィ06074'90ひ38/39TELEX419ヲ71ヲ NIEOO. 
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省スペースを実現した新たな魅力・……
新タイプのハーフサイズテーブル誕生/

官
A
〆
9

“

f士機

14インチカラーモニター使用

w・560弘 0・480弘
H ・600-700鳴(調霊可)

震量 36~ 
20インチアップライト20インチテーフル プレアデス

ヒット筒昂をお手元に
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い
こ
と
を
い
う
分
ら
な
い
人

だ
ね
。
た
し
か
悶
文
を
や
っ
て
る

よ
う
な
の
だ
と
お
も
っ
て
い

た
ら
・品
橋
亀
と
か
鶴
と
か
い

う
の
を
だ
し
に
し
て
ピ
ン
ト

外
れ
の
経
.済
だ
か
何
だ
か
し

ょ
う
も
な
い
ニ
と
を
づ
け
い
出

し
た
り
、
す
ぐ
エ
ラ
そ
う
な

フ
?
ウ
ル
ば
か
り
を
打
ち
だ

す
の
だ
か
ら
、
あ
ん
な
て
あ

い
は
凶
り
も
の
だ
な
・

N

で
、

K
さ
ん
は
野
裂
に

な
っ
て
ま
で
‘
ど
う
い
う
こ

と
を
し
よ
う
と
い
う
の
で
す

‘. 
A
H
 
K

ま
あ
、
そ
う
立
気
ご
む

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

あ
あ
い
う
巡
中
の
や
っ
て
い

る
よ
う
な
ヤ
ツ
で
は
な
い
の

を
と
お
も
っ
て
い
る
ん
で
す

g

。

a
M
 
N

じ
ゃ
あ

一
応
、
社
会
全

般
の
動
き
と
か
風
俗
と
か
、

そ
‘
ヲ
ぃ
‘
つ
こ
と
に
つ
い
て
一

言
で
は
な
く
て
も
う
す
こ
し

殺
し
く
野
世
帯
に
な
れ
る
け
れ

ど
出
米
た
ら
そ
の
本
質
と
か

核
と
か
の
よ
う
な
も
の
に
ま

で
迫
っ
て
ゆ
〈
と
、
い
う
こ

と
で
す
か
。

K

核
に
迫
る
と
い
わ
れ
ま

す
と
、
日
活
映
阿
胤
で
附
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
ま
め
、

そ
う
と
っ
て
.
放
い
て
も
凶
る

わ
け
で
は
な
い
と
し
て
お
き

ま

AT」
よ
‘
っ
.

N

な
に
か
、

〈
と
い
う
と

嵯
に
な
る
V

と
い
う
巡
叫
門
誌

哨
酬
の
文
体
の
よ
う
に
き
こ
え

ま
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
て

い
つ
も
の
あ
の
明
断
な

K
さ

ん
の
文
体
に
期
待
し
ま
し
ょ

、、，.

N

新
し
く
、

?
ル
チ

・
カ

メ
ラ

・
ア
イ
ズ
を
は
じ
め
る

の
に
あ
た
っ
て
、
何
か
二
一耳目

す
っ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

ど
う
で
す
か
、

一
宮
騎
士
の

V
R
身

C
Jん
.

K

(苦
笑
し
な
が
ら
)

は
っ
き
リ
宮
わ
れ
ち
柄
、
い
ま

し
た
け
ど
、

N
さ
ん
の
曾
う

と
お
り
な
の
で
、
訟
と
し
て

は
ど
ん
な
に
俊
雄
怪
奇
な
こ

と
で
も
明
附
な
一
宮
で
そ
の

本
質
を
伏
る
よ
う
に
糾
せ
ば

そ
れ
で
よ
し
と
し
て
き
ま
し

た
・
N

拘
帽
好
良
い
で
す
ね
・
そ

れ
が
そ
の
粋
な
や
り
方
で
な

く
て
野
暮
臭
く
も
、
本
紙
の

一一
仰
を
費
し
て
ま
で
‘
何
か

古
い
た
い
と
い
う
こ
と
は
.

K

そ
う
、
出
来
る
こ
と
な

ら

一
言
で
す
ま
せ
ち
や

い
た

い
の
で
す
が
、
今
、
一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
、
非
常
に

野
暮
臭
い
馬
鹿
モ
ン
た
ち
が

大
き
な
声
を
は
リ
あ
げ
、
背

筋
を
た
で
た
り
し
て
頑
張

っ

て
い
る
で
し
ょ
う
.
訟
は
個

人
的
に
は
頑
張
る
と
い
う

3
業
も
大
嫌
い
で
、
頑
張
る
と

い
う
雪
渓
な
ら
、
ま
だ
し
も

ツ
ッ
パ
ル
と
い
う
語
の
万
が

ま
し
だ
と
お
も
っ
て
い
る
ぐ

ら
い
の
も
の
で
す
が
、
幅
帽
必

感
を
こ
め
て
否
定
的
に
つ
か

わ
せ
て
頂
く
と
し
て
、
文
字

通
り
頑
俄
っ
て
る
潟
市
此
モ
ン

ら
が
、
ザ
成
強
い
彬
将
カ
を

S
U
つ
ず
、
い
旦
v.

Y

そ
う
‘
そ
う
、
名
前
を

あ
げ
る
の
も
け
が
ら
わ
し
い

の
が
の
さ
ば
っ
て
る
ね
.

N

た
と
え
ば
.

Y

そ
の
て
の
奴
ら
は
多
い

か
ら
ね
.

K

会
悶
雄
次
と
か
、
江
藤

淳
と
か
.

N

渡
部
日
竺
と
か
い
う
の

も
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
の
。

Y

あ
れ
も
、
ま
だ
あ
れ
で

通
用
し
て
い
る
の
。

K

う
ん
、
今
は
あ
ん
な
低

皮
(
勿
議
程
度
と
い
う
字
ぐ

ら
い
は
知
っ
て

い
ま
す
よ
)

で
も
結
締
通
用
し
て
ん
だ
よ
。

Y

脅
威
だ
な
。

N

あ
れ
な
ん
か
あ
れ
じ
ぞ

な
い
。
ち
ょ
っ
と
し
た
文
に

... -、
月2回 (11-1.1511)発行【全面広告】
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で
も
ひ
ど
い
閥
違
い

ば
っ
か
口
で
は
な
い
の
・

り
あ
る
の
に
、
た
し
か
大
学

K

そ
ん
な
御
時
世
な
ん
だ

の
教
師
を
し
て
い
る
と
か
で
、
な
。

あ
れ
に
料
っ
て
い
る
学
生
た

K

Y
さ
ん
は
ち
ょ
っ
と
大

ち
が
可
哀
そ
う
だ

っ
て
新

聞

学

に
た
い
し
て
普
風
の
幻
想

に
件
か
れ
て
い
た
で
し
ょ
う
・
が
つ
よ
す
ぎ
」
る
の
で
は
な
い

K

そ
こ
ま
で
円
か
れ
て

も

の

.

大
学
の
教
附
を
似
行
に
な
ら

N

Y
さ
ん
、
訴
を
も
と
に

な
い
の
。

む

ど

し

て

、

あ

ら

た

め

て

.

N

そ
り
ゃ
今
は
そ
ん
な
こ
外
に
は
.

と
で
は
似
行
に
は
な
ら
な
い

K

山
本
ヒ
ギ
だ
っ
た
か
な

の

じ

ゃ

な

い

の

。

択

が

分

ら

な

い

人

が

い

ま

す

Y

そ
ん
な
に

υど
い
大
学
よ
ね
.
向
坂
と
い
う
の
も
綴

も

あ

る

の

か

な

あ

。

子

と

も

に

ひ

ど

す

家

る

よ

ね

N

お
二
万
と
も
醤
だ
認
織

Y

竹
村
健

一
と
か
‘
あ
れ

不
足
で
す
よ
.
今
ど
さ
大
学
は
例
弁
な
の
、
大
阪
弁
と
あ

と
い
っ
て
も
保
育
所
と
そ
う
ん
な
下
等
な
言
集
づ
か
い
と

大
差
は
な
い
の
で
は
な
い
で
間
違
わ
れ
た
ら
河
内
の
オ
ツ

す
か
。
ご
く

一
部
の
大
学
を
チ
ャ

ん
た
ち
が
嘆
き
ま
す
よ

除
い
て
は
、
親
と
し
て
は
内

K

全
く
そ
の
と
お
り
、
そ

容
を
問
う
訳
で
は
な
く
て
、
れ
か
ら
谷
沢
永

一
と
か
い
う

要
す
る
に
預
っ
て
貰
え
ば
よ
の
も
い
る
ね
.

い
と
お
も
っ
て
い
る
の
で
は

N

あ
の
成
。
上
り
も
の
と

な
い
で
す
か
。

か

の

-

K

会
聞
と
い
う
の
も
大
学

K

あ
れ
は
永
吉
じ
ゃ
な
い

に
い
る
か
い
た
の
か
じ
ゃ
な
の
。
あ
れ
は
い
い
け
ど
、
も

い

。

っ

と

オ

ジ

ン

の

馬

鹿

が

い

る

N

あ
れ
も
、
ま
と
も
な
学
ん
だ
よ
.

ルーだ

っ
た
ら
到
底
も
た
な
い

Y

う
ん
‘

，.‘ -、

1) • N iJ.そ.Kな N る K
に ・tL・ ん〉
H下そ・ な・〈ち まの N
.iji it. リ・なやたでさ
かな・ にんつますん
らり・ 過ちてたかは
大に 羽jゃ 、。主主

流も誌、つ^ 1行
行そ・風て迫 で
しtt. で.v る〈
まな・ すも 〉 迫

あ
れ
も
分
ら
な

マリジデート

恋人に対する賃万の愛情度を、ユニーク主主

タコガフッションを上手に利用してゴール

で待つ恋人に3コタツクする、愛情レベルゲ

ームです.

跨鋳り現われる損事猛主主サメをスミで掌返す

るダイゴミIel:、主主しさを満喫してい定だけ

ま方。

ウォーロード
ファイ戸一・ボールで、狙つだ織を攻
め落すゲームで介入から4人までが楽

しめるこユーマシンです。

し
た
ね
。
ま
あ
、
山
払
は
私
な

「
1
J」

俗
」
は
文
部
省
外
局
と
し
て

り
に
こ
な
す
つ
も
リ
で
す
。

一代

戸

一

の
文
化
庁
の
中
の
文
化
部
符

そ
れ
か
ら

Y
さ
ん
。

民

佳

作

盟

が

存

在

に
関
す

Y
・
私
は
私
な
り
に
文
乍
で

喝
債
に

「仁
業
所
布
陣
m
」

お
り
、

H
本
で
は
明
治
ニ
ト

る
恨
北
仰
を
取
倣
っ
て
い
る
。

冶
り
ま
し
ょ
う
。

は

特

必

縦

、

実

m新
世
世
俗
、
七
年
に

「
工
業
所
有
総
」
と
仁
業
所
有
跡
慨
は
将
流
出
国
、

K

Y

N

{三
人
と
も
怠
匠
俗
、
尚
傑
織
な
ど
の
総
し
て
採
用
さ
れ
た
が
ζ

の
ぷ
実
川
紙
袋
俗
、
必
慌
時
限
な
ど

笑
う
)
ま
あ
て
一人
と
も
そ
れ
休
と
し
て

mい
ら
れ
る
。
こ
訴
は
μ

ぷ
沢

μ
近

い
不
適
沢
H

新
附
喝
な
創
作
い
附
す
る
俄
削
刊

な
り
に
迫
る
と
い
う
こ
と
で
れ
ら
の
仁
業
所
訂
織
と
符
作
と
も
-J
わ
れ
て
い
る
。

つ

ま

と
、
山
間
際
術
な
ど
符
業
上
の

す

ね

.

併

は

、

健

一形
の
も
の
に
価
総
り

『
-L業
所

G
m」
の
内
科

M
M
織
に
附
す
る
俄
"
の
・

一純一

Y

マ
ル
チ

・
カ
ノ
ラ

・
ア
が
あ
る
と
い
・
2
点
で

「無

休

は

「
仁
淀
」
に
と
ど
ま
ら

r
H削
い
分
け
て
符
え
ら
れ
る
。

イ
ズ
と
い
う
姐
に
つ
い
て
財
絡
」
と
さ
れ
る
。
こ
う
し
尚
菜
、
必
浜
、
採
取
白
Mm明点
そ

う

ち

後
押
の
川柳
A
H
広
い
芯
昧

で

す

が

。

た

峰

…

体

川

刑

mmは
社
会

・
経
済
の
他
AL-M終
に
ぷ
ぷ
か
ら
で
で
は
点
問
M
M
仰
の
ほ
か
、
山

Hm

N

う
ん
、
こ
れ
は
、
終
戦
生
活
に
お
い
て
以
い
に
閃
述
あ
る
。
そ
の
な
味
で
、

『
-M
hu淡
な
ど
の
山
間
H

山
級
品
が
点
問

山
後
《
世
代
》

と
い
う
雑
誌

し
合
っ
て
機
能
し
て
い
る
こ
終
的
財

-Ma他
」
と
呼
ば
れ
た

け川の
μ
訓
示
と
し
て
不
・
止
絞
争

に
中
村
真

}
郎
、
加
首
瞬
間

一
、
と
が
多
く
、

H
刊
に

M
M
悦
倣
H

り
も
す
る
が
、
内
科
か
ら
す
防
止
法
で
保
泌
さ
れ
て
お
り
、

悩
永
武
彦
の
三
人
が
カ
メ
ラ
・

に
対
し
保
田
柑
さ
れ
る
必
要
が
れ
ば
こ
ち
ら
の
ほ
う
が
確
か
ま
え
府
間
分
な
ど
も
尚
法
や
不

ア
イ
と
い
う
悩
で
述
織
し
た

あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

に
わ
か
り
や
す
い
。

正
競
争
紡
止
法
で
保
満州さ
れ

エ
ッ
セ
イ
め
い
た
採
論
、
あ

「
E
業

所

有

権

」

と

い

う

円
本
で
は
特
許
俗
、
実
川
て
い
る
の
で
、
こ
れ
ら
も
工

る
い
は
沢
諭
め
い
た
エ

ッ
セ

活
は
ト
口
く
は
著
作
権
を
含
め
新
祭
儀
、
窓
附
俗
、
山
間
際
情
業
所
街
機
と
考
え
ら
れ
る
。

イ
に
図
る
も
の
で
は
な
い
か

て
佼
わ
れ
た
が
十
九
世
紀
以
に
つ
い
て
の
事

務

を

特

許

庁

狭

義

の
工
業
所
ム
判
権
法
口

と
推
測
し
て
い
る
の
で
す
が
。
後
今
の
よ
う
に
区
別
さ
れ
朗
と

い・
3
国
の
特
殊
な
行
政
機
本
で
は
、
以
則
と
し
で
鷲
録

Y

あ
あ
、
そ
う
。
本
多
秋

い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
言
葉
関
で
取
吸
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
と
い
う
国
家
の
行
為
を
必
要

五
が
『
戦
後
文
学
史
』
で
熱

は
有
名
な
パ
リ
条
約

(
一
八
こ
れ
ら
の
権
利
の
総
称
と
し

と
し
、
権
利
主
義
、
審
査
主

っ
ぽ
く
そ
れ
に
つ
い
て
ふ
れ

八
三
年
)
で
総
定
さ
れ
、
英
て
「
工
業
所
有
権
」
は
H

償

義

、

先
願
主
義
を
基
鍵
と
し

て
い
ま
し
た
ね
。
あ
れ
は
、

訴
で
は

-zocω

コN
z
f

用
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
た
工
業
所
街
権
法
が
す
べ
て

《
一
九
州
六
年
文
学
的
考

3
H
O
可巴
2
・
〈
と
な
っ
て
る
。
な
む
ち
な
み
に
「
袴
作

定
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

祭
》
と
い
う
役
名
で

一
冊
の

本
に
な
っ
て
い
ま
す
。

K

あ
ま
い
と
こ
ろ
も
あ
る

け
ど
、
さ
っ
き
山
山
た
後
識
の

よ
う
に
ひ
ど
い
偏
見
め
い
た

附
巡
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
し
、

あ
の
総
械
の
よ
う
に
芯
が
低

い
下
衆
め
い
た
と
ニ
ろ
は
全

然
な
い
、
ぶ
が
高
い
も
の
で

し
た
.

Y

必
は
、
以
初
.
マ
ル
チ
・

カ
メ
ラ

・
ア
イ
ズ
と
き
い
た

と
こ
ろ
で
、
あ
の
ド
ス
・

パ

ソ
ス
が
《
U
・
s
-
A
V
で

用
い
て
い
た
、
カ
メ
ラ

・
ア

イ
ズ
か
ら
き
て
る
の
か
な
と

お
も
っ
て
い
た
も
の
で
、
い

や
、
あ
れ
ば
、
カ
メ
ラ

・
レ

ン
ズ
だ
っ
た
の
か
な
。

N

あ
れ
は
重
厚
な
感
じ
で
、

よ
か
市
た
ね
。
私
も
《
ア
メ

リ
カ
の
悲
劇

vl
シ
オ
ド
ラ
・

ド
ラ
イ
ザ

l
よ
リ
も
《
U
・

s
-
A
V
の
ほ
う
が
面
白
か

っ
た
ね
。
あ
の
改
造
社
の
務

η
い
よ
.附
本
は
懐
か
し
い
ね
.

工
業
所
有
権

錦糸町インターより1分 . 

メーカ一品以外はプラント名なし.
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スーパーレインボー・5ライン
1 stから5stまでの役票した、ペイライ
ンlこ フープーフ がそろうとイルミネ

ーションガ点滅する。豪華怠3リール5
ラインのスロットマシンです。

株式会社9-.'ト圃
寧社 東京総千代田区平河町2T自5書 3号
タイ争ービル 包 03(264)8刷 1(大代表)〒102

TAITO CORPORATION 

タイトー・バスケットボール

相手のバスケットにポールを入れて得点

を競うゲームで、 2人で遊べるのはもち
ろんのこと、1人でもコンビュータを相

手に対戦することができます。
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東京都墨田区江東橋

TEL. (03) 6 3 3 3 0 7 7 (有)ゲーム企画l
戸ミューズメント・マシンの製造 ・摘出入 ・販売・賃貸/屋内外レジャー施政の企画・制十・施工 ・運営サービス(金銭種保証付・長期分割払奇)
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The World of Game 
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ユニバーサル販売株式会社
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